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トレーニング　二月八日（月）







　孝こう太た郎ろうとルースの朝は早い。二人は朝の五時には起き出して、日課のランニングへ出で掛かける。ころな荘そうから川へ向かい、川の流れに沿って整備された遊歩道を走るのが二人のランニングのコースだった。

　ルースが昨年の後半から始めた体力作りは期待以上の成果を挙げ、二月に入る頃ころにはその身のこなしは見み違ちがえるように改善していた。毎朝欠かさず繰くり返かえした運動が、彼かの女じよに身体からだを動かすコツを理解させ始めていたのだ。おかげで先日のスキー合宿でも、ルースはゆりかのような無様な姿を晒さらす事はなかった。

　―――流石さすがはフレアラーン殿どのの家系、という事か………。ルースさん、やっぱり才能はあるんだよな………。

　その変化は孝太郎が思わず感心する程ほどで、当初はランニングを終えると息切れしていたルースだったが、今では走り終えても余よ裕ゆうの表情を覗のぞかせるようになっていた。実際今がそうで、彼女はタオルで軽く汗あせを拭ぬぐいながら、孝太郎に笑え顔がおを向けていた。

「サトミ様、今日も筋トレでよろしいのでしょうか？」

　遊歩道を数キロ走り、その後に河か川せん敷しきの広場で筋力強化の運動をする。それがここ数ヶ月の、二人の朝のトレーニングメニューだ。たった今ランニングが済んだので、普ふ段だん通りなら筋トレが始まる筈はずだった。

　ちなみに当初は早さ苗なえやゆりかも一いつ緒しよにやっていたのだが、寒いし眠ねむいという理由で、二人はすぐに脱だつ落らく。結果的にこの日課は孝太郎とルース、二人だけで行われるようになっていた。

「いえ、そろそろ本番に移ります」

　しかしここで孝太郎は首を横に振ふった。そのいつもとは違う答えに、ルースは目を丸くして、首を傾かしげた。

「本番？」

「はい。ルースさんの基き礎そ的てきな体力作りは済んだので、そろそろ技わざの練習を始めようかと思いまして」

　ルースは元々、喧けん嘩か慣れした孝太郎から格かく闘とう技ぎを習いたいと望んでいた。ランニングと筋トレによる体力作りは、あくまでその準備段階。そして孝太郎はルースの進歩を見て、戦い方を教える時期が来たと判断したのだった。

「それでは、ついに格闘技を教えていただけるのですねっ!?」

　ルースはとても嬉うれしそうに表情を崩くずすと、両手で拳こぶしを作って胸の前に構え、ボクサーがするように軽くジャブを繰り出してみせた。人を攻こう撃げきする事に慣れていないその拳は、当たってもあまり痛そうには見えない。孝太郎はそんな彼女を見て軽く微ほほ笑えむと、首を小さく横に振った。

「いいえ、ルースさんには格闘技よりもこっちが良いんじゃないかと思いまして」

「こっち？」

　ルースは拳を下ろすと、孝太郎に怪け訝げんそうな視線を送る。そんなルースをそのままにして、孝太郎は近くに置いてある荷物へ近付いていった。そこにはスポーツバッグが二つと、野球のバットをしまう為ための革かわ製せいのケースが置かれている。それらは二人の荷物なのだが、孝太郎はその中からバットのケースを手に取った。

　ガシャッ

「バットを………使うのでしょうか？」

　そのケースにはいつも孝太郎の重い木製バットが入っている。ルースの筋トレを手伝いながら、孝太郎はしばしばバットを振っていたので、彼女はその中身を知っていた。だからてっきりルースは、孝太郎がバットを使って戦い方を教えるつもりだと思ったのだ。

「あはは、違いますよ」

　孝太郎は笑いながらケースのファスナーを下ろした。すると中にあるものが露あらわになる。ケースに入っていたのはバットではなく、二本の剣けんだった。一本はフォルトーゼの伝統的な騎き士し剣けんを模したもの。もう一本は騎士剣よりもずっと細い、突ついて使うタイプの剣。どちらも刃はがついていない、練習用の剣だった。

「剣術なのですか？」

「ええ。ルースさんなら、これの方が良いんじゃないかと思いまして」

　そう言いながら、孝太郎は細身の剣の方をルースに手て渡わたした。

　ひゅん

　ルースは手にした剣を軽く一振りする。彼女も騎士の家の出なので、苦手とはいえ一通り剣の心得はある。その扱あつかいに困っている様子はなかった。

　―――やっぱり、この方が良いみたいだな………。

　孝太郎がルースに、格闘ではなく剣を教えようと思った理由は全部で三つあった。

　一つ目の理由は、ルースの身体が小さい事だった。ルースが望むように実戦レベルで戦えるようにする為には、徒と手しゆ空くう拳けんよりも武器を使う方が合理的だった。ルースは騎士なので、武器は自然と剣になる。そして剣を使うならば細剣がいい。フォルトーゼ様式の伝統的な騎士剣は、身体の小さいルースではバランスが悪くて使い難にくいからだ。

　二つ目の理由は、孝太郎が格闘よりも剣の方が得意だったからだ。過去のフォルトーゼにおける経験が、孝太郎の剣の技量を大きく引き上げている。このため我が流りゆうで体得した格闘の技よりも、ティアから正規の訓練を受け、実戦で培つちかった剣の技の方が得意になっていたのだ。

　最後の理由は孝太郎が細剣の達たつ人じんであるフレアの太た刀ち筋すじを覚えていた為だ。孝太郎がフォルトーゼに居た頃、毎日のようにフレアと一緒に剣の技を磨みがいた。おかげで彼女の太刀筋は誰だれよりもよく知っている。それをそっくりそのままルースに教えれば良い、という訳なのだ。

　これら三つの理由から、孝太郎はルースに格闘ではなく剣を教えようと決めた。フレアの剣の技をルースに伝える。それは孝太郎にとって、懐なつかしくも心躍おどる行こう為いだった。










　ルースの振り回す剣が、早朝の寒々しい空気を切きり裂さいていく。その動きはまだたどたどしいが、剣の重さに振り回されている様子はない。それは今日まで続けた体力作りに、ルースが真ま面じ目めに取り組んできた成果だった。

「こんな、かんじで、よろしいので、しょうかっ？」

「その調子です。ただし、突く時に肘ひじが下がり過ぎないように」

「はいっ、サトミ様っ！」

　孝太郎はルースの正面に立って彼女の素す振ぶりを見ながら、そのフォームが記き憶おくの中にあるフレアのものと同じになるように少しずつ修正していく。

　―――やっぱりよく似てるんだよな………。

　その容姿はもちろん、剣を振るうその姿も。ルースは孝太郎の記憶の中のフレアとよく似ていた。今のルースの技量は、達人だったフレアとは比べるべくもない。だがそれでも時折、想おもい出での中のフレアの姿に一いつ致ちする瞬しゆん間かんがある。おかげでルースに向けられる孝太郎の表情は自然と綻ほころんでいた。

「あ………」

　孝太郎が浮うかべている表情に気付いたルースは、思わず剣を止めてしまっていた。

　この時の孝太郎の表情は、これまでルースが見た事がない種類のものだった。優やさしく、穏おだやかで、しかしどこか寂さびしげで。ずっとその笑顔に包まれていたいと思うのだが、同時に何とかしてあげなければならないとも思う。それはルースの気持ちを大きく揺ゆさぶる、不思議な笑顔だった。

「どうしました、ルースさん？」

　動きが止まったルースを不思議に思い、孝太郎は彼女に声をかけた。

「あっ、ごっ、ごめんなさいっ、サトミ様っ！」

　孝太郎の表情が別のものに変わってしまった事もあり、ルースはすぐに我に返った。

「あのっ、そ、その、なんだか妙みような感じだなって………」

　とはいえ孝太郎に見み惚とれていたとも言えず、慌あわてて誤ご魔ま化かした。

「気持ちは分かりますよ」

　孝太郎はルースの意図には気付かず、素す直なおに頷うなずいた。ルースの苦くるし紛まぎれの一言は、孝太郎にも実感があったのだ。おかげで孝太郎は、奇き妙みようなくらい赤くなっているルースの表情には、気付かず終じまいだった。

「俺おれはルースさんから剣を習ったのに、今は教えている。確かに妙な気分です」

　ルースはこれまで、戦いの時には大きな剣を使っていた。だがそれはフォルトーゼの高度な科学技術が作りあげた半自動兵器なので、彼女自身の技量は殆ほとんど関係なかった。そしてティアが演劇の役作りの為に孝太郎に剣を教えた時には、ルースはその剣を使って相手役を務めた。言ってみれば、孝太郎にとってルースは剣の先生にあたるので、この状じよう況きようがとても奇妙に感じられているのだった。

「………あれは剣が強いだけですから」

「ルースさんもきっと強くなりますよ」

「だといいのですけれど………」

　幾いくつか言葉を交かわす間に気持ちを立て直し、ルースは再び剣を構えた。それを見た孝太郎は、自身も剣を構えてルースと相対した。

「サトミ様？」

「ちょっと俺に攻撃してみて下さい。その方がルースさんの実力が分かりやすいので」

　孝太郎はそう言いながら自分の目に意識を集中する。するとルースの身体にぼんやりと白い光が重なって見えるようになった。その光はルースの発している霊れい波はだ。孝太郎は攻撃する時のルースの霊波の動きを見て、フレアとの違いをより正確に把は握あくしようと考えたのだ。

「でも、危なくないですか？」

「平気ですよ。練習用の剣なんですから」

　孝太郎は笑いながら自分の剣の刃の部分に触ふれる。孝太郎とルースの剣はどちらも練習用なので、刃の部分が柔やわらかな素材に取とり換かえられていた。おかげで身体に当たっても怪け我がをする心配はなかった。

「分かりました、やってみます」

　ルースはこくりと頷くと、真しん剣けんな表情を作って細剣を中段に構え、その切っ先を孝太郎へと向ける。孝太郎に教えられたとおりの、美しいフォームだった。

　―――ふむ………フォームは良いけれど、狙ねらいに迷いがあるな。それに………。

　ルースの発する霊波は、孝太郎の隙すきを探さぐるようにふらふらと揺れていた。フレアの場合、向かい合った時点で明確に狙いが定まっていた。これは経験の差なので、孝太郎は仕方がないと感じていた。

「行きます！」

　ルースが前に出る。その足の運びは、年とし頃ごろの少女にしては速い。体力作りの成果は、ここでも十分に発揮されていた。

　―――やっぱりそうか………。

　しかし孝太郎はルースの放つ霊波から、ある問題点を感じ取っていた。それは狙いが定まらない事以上に、問題であるように思われた。

「ルースさん、もっと真面目に」

「真面目にっ、やってますっ！」

　ルースは素す早ばやい動きで踏ふみ込こむと、腕うでを伸のばして突きを繰り出した。孝太郎はその動きに合わせて自分の剣を僅わずかに傾かたむける。

　キィン

　するとルースの突きは孝太郎の剣の腹に当たって弾はじかれた。

「これでっ、精せい一いつ杯ぱいっ、ですっ！」

　一いち撃げき目を防がれても、ルースは止まらない。話をしながらもルースは次々と攻撃を繰り出していく。それは突きだけでなく、斬ざん撃げきを交えた連続攻撃で、紛れもなく今のルースにできる精一杯の攻撃だった。そんな彼女の霊気の流れを読んで攻撃を防ぎつつ、孝太郎はどう説明したものかと首をひねった。まだ練習を始めたばかりのルースなので、孝太郎には彼女の攻撃を受け流しながらでも考え事をしている余裕があった。

「そういう意味じゃなくて………ええと、俺を本気で突き殺すぐらいのつもりで」

　何度目かの突きを受け流しながら、孝太郎はルースにそう説明する。考え事をしていても、話しながらでも、孝太郎の動きは滑なめらかだった。

「サトミ様を突き殺すつもりで………？」

　だが言われたルースの方は、完全に動きが止まってしまった。彼女は剣を構えたまま、困ったように眉まゆを寄せる。

「そうです。ルースさん、俺が怪我をしないようにしてるでしょう？」

「それは………そうなのですけれども………」

　ルースは剣を下ろし、一いつ瞬しゆんだけ手の中の剣に視線を落とした後、考え込むようにしながら孝太郎をじっと見つめる。だがすぐに彼女は首を横に振った。

「難しいです。サトミ様は敵ではありませんし………」

「練習用の剣だから大だい丈じよう夫ぶですって」

「そう言われましても………」

　ルースはすっかり困っていた。孝太郎を信しん頼らいしている彼女には、孝太郎に本気で剣を向けるのは難しいのだ。

　実はこれが孝太郎の感じていた問題点だった。ルースの剣は優し過ぎる。狙いが迷っているのは経験の問題だとしても、その優しさが狙える場所をさらに狭せまくしている。おかげで経験以上に、彼女の剣けん技ぎの幅はばを狭せばめてしまっているのだった。

「じゃあこうしましょう。俺が突とつ然ぜん裏切って、ティアを襲おそっているぐらいの気持ちでやって下さい」

　少し考えた孝太郎はそんな風に提案した。ルースが優しいのは大きな美点だが、このままでは練習に支障を来きたす。孝太郎は練習の時ぐらいは、ルースに優しさを忘れていて欲ほしかった。

「ありえません、そんな事」

　しかしルースはこれにも首を横に振った。彼女にとって、孝太郎がティアに剣を向けるなど、もっともありえない状況だった。そうでなければ孝太郎に、ティアに仕えて欲しいなどと頼たのみはしないのだ。

「参ったなぁ………」

　孝太郎は苦く笑しようしながら頭を掻かく。ルースの信頼は嬉しいのだが、剣を教えようというこの状況では、困った問題だった。

　―――ルースさんはゆりかと同じで、根本的に戦いに向いてないんだよな………。相手が俺じゃなくても同じだろうし………。

　ルースの相手が孝太郎でなくても、例えばゆりかや早苗、キリハであっても、きっと彼女の剣は鈍にぶる。ルースは優し過ぎるのだ。

「じゃあ、こうしましょう。相手を俺じゃなくて、ティアを狙う暗殺者かなんかだと思って下さい」

「でしたら、その………お顔と目元を隠かくして頂けないでしょうか………サトミ様のお顔を見ていると、自然と気が緩ゆるんでしまうようで………」

　ルースにも孝太郎の言っている事の意味は分かる。それでもティアと同じくらい信用している相手に本気で剣を向けるのは難しかった。

　―――サトミ様は無む茶ちやを仰おつしやいます。あんなに優しいお顔で襲ってくる暗殺者がいる筈がないじゃありませんか………。

　ただでさえルースには孝太郎に敵意を向けるのが難しい。しかもルースが剣を構えていると、孝太郎は不思議な眼まな差ざしを向けてくる。懐かしいものを見るような、酷ひどく優しい瞳ひとみ。それでいてどこか寂しげで。そしてそういう孝太郎の視線が、ルースの敵意を掻き消してしまう。呆あつ気けないほど簡単に、戦いとは無む縁えんの気持ちにさせられてしまうのだ。この意味においては、孝太郎ほどルースの剣の師し匠しように向かない人間もなかった。

「そんなに面おも白しろい顔をしてますかねぇ？」

　孝太郎はルースの気持ちを知らず、呑のん気きに自分の顔を触さわっている。そんな孝太郎を見ていると、思わずルースの気持ちが言葉になって溢あふれ出でた。

「………ばかぁ………」

　それはいつも控ひかえ目めなルースらしからぬ、甘あまえの言葉だった。この時のルースは、孝太郎に自分の気持ちを明かして、困らせてやりたくて仕方がなかった。

「なんて言ったんですか、ルースさ―――」

　だが結局ルースが気持ちを明かす事はなく、訊きき返した孝太郎の言葉も最後までは紡つむがれなかった。そんな事をしている余裕がなくなってしまったのだ。

　―――敵っ!?

　突とつ然ぜん、孝太郎の意識に飛び込んできたものがあった。強い敵意が一つ、そしてそれが放つ六つの攻撃の意志。それを感じた瞬間、孝太郎は動き出していた。

　―――狙そ撃げき!?　攻撃は六回っ、敵は上かっ!?

　ルースには出来なかった強い敵意を向けられ、戦場で鍛きたえられた孝太郎の感覚が働き始めた。全身の血液が沸ふつ騰とうし、それに沿うようにして霊れい力りよくが全身を駆かけ巡めぐる。早苗がしばしば孝太郎を強化するのに使う霊力の回路は健在で、手の中の剣は神経が命ずるよりも早く、霊力に命じられて動き始めた。そして剣の切っ先は、ルースの目の前に無造作に差し出される。

　キィンッ

　すると差し出された剣の腹に、飛来した銃じゆう弾だんが激突した。

「きゃあっ!?」

　目の前に差し出された剣と、そこへ命中した銃弾の音を聞いて、ルースはようやく自分達たちが攻撃されている事を悟さとった。だが完全に気を抜ぬいていたせいで驚おどろきが深く、ルースはそれ以上のリアクションを取る事が出来ない。やはりルースは戦いとは無縁の少女なのだった。

　―――残るはっ！

　一方、孝太郎はそのまま動き続けていた。右手で剣を振り回しながら、身体を大きくひねる。

　キュンッ

　するとそれまで孝太郎の右みぎ肩かたがあった位置を銃弾が通り過ぎ、河川敷の地面を大きくえぐった。その直後、孝太郎の剣が垂直に上を向き、顔の前に差し出される。

　キキィンッ

　するとそこへ二発の銃弾が命中した。場所は剣の先せん端たん近くと、柄つかの近く。頭と身体を狙った攻撃だった。

　―――あと二発っ!!

　攻撃の意志はまだ二つ残っていて、正確に孝太郎を追っている。狙いは右足と胴どう体たい。そこで孝太郎は左足で踏み切ってジャンプ。すると一発目の到とう達たつよりも早く右足が攻撃の範はん囲いから抜け出し、二発目は孝太郎が移動した事で狙いが外れ、脇わき腹ばらを掠かすめただけで通り過ぎていった。

「これで六発っ!!」

　孝太郎はそうやって六発の狙撃全すべてを防ぎ切ると、素早く頭上を見上げた。するとそこには一人の少女の姿があった。少女は両手で大きな銃を構え、何の支えもなしに宙に浮かんでいる。それは奇妙な光景だったが、孝太郎がその姿に驚く事はなく、宙に舞まう少女に笑いかけた。

「朝から随ずい分ぶんな挨あい拶さつだな、クラン」

　空に浮かんでいる少女の名前は、クラリオーサ・ダオラ・フォルトーゼ。通つう称しようはクラン。ティアと同じフォルトーゼの皇族で、孝太郎とは浅からぬ縁えんのある相手だった。

「驚きましたわ、ベル―――おっとっと、コータロー、あなた鎧よろいなしでも銃弾を防ぎますのね」

　クランは苦笑しながら高度を下げた。クランが空を飛ぶのに使っている装置は、彼かの女じよ自身が作りあげたものだった。その性能は高く、クランは着ているドレスの裾すそが僅かも乱れないほど優ゆう雅がに着地した。

「防ぐっていっても、俺の力はあんまり関係ないんだがな」

　早苗がくれた霊視の力がなければ防げはしない。孝太郎も苦笑しながら肩かたを竦すくめる。それと同時に、孝太郎の傍そばにいたルースが着地したばかりのクランに剣を向けた。

「クラン殿でん下かっ!!　まさかまたサトミ様を狙って!?」

　孝太郎には向けた事がない、明確な敵意。これまで何度か攻こう撃げきされた事があるので、ルースは厳しい表情でクランを睨にらみつけていた。

「………大丈夫ですよ、ルースさん」

　孝太郎はルースに笑いかけると、その手に触れて剣を下ろさせた。

「しかしサトミ様っ！」

「今のは挨拶代わりです。………まぁ、多少悪あく趣しゆ味みですけれど」

「あなたに悪趣味と言われたくありませんわ」

　悪趣味と言われたクランは憮ぶ然ぜんとした表情で眼鏡の位置を直すと、右手首にはまっている腕うで輪わに命令を与あたえた。

「『揺ゆり籠かご』、武器を回収なさい」

『仰おおせのままに、マイプリンセス』

　するとクランのすぐ傍に漆しつ黒こくの円えん盤ばんが出現する。この円盤はクランの宇宙船『揺り籠』と繋つながっている時空の穴で、彼女がその穴へ銃を押おし込こむと、出現した時と同じように音もなく消え去った。後に残ったのはドレスと眼鏡を身に着けたクランだけ。孝太郎とルースを狙撃した物ぶつ騒そうな武器は跡あと形かたもなく消きえ失うせていた。

「ルースさん、今後の練習の時は、今の感じで俺を攻撃して下さい」

「サ、サトミ様？」

　戸と惑まどうルースに笑いかけると、孝太郎は彼女を後に残してクランに近付いていく。剣けんを構えるでもなく、その姿はまるっきり無防備だった。

「鎧を着ていなければ倒たおせるかと思いましたけど、どうやら無理のようですわね」

「今のが全部実じつ弾だんだったら、剣ごと叩たたき折ってたろ」

「嘘うそおっしゃい、白々しい。最初からわたくしだと分かっていたくせにっ」

　そんな孝太郎に対し、クランも攻撃を仕し掛かける様子はなかった。多少の不満は向けているのだが、それはあくまで一定以上の友好関係にある人間に対して行う、当て付けでしかなかった。

「私が敬愛してやまないクラリオーサ殿下におかれましては、その陰いん険けんさゆえに挨拶に実弾を使う事もあるのかなー、なんて思いまして」

「こっ、このっ、次は絶対に実弾で挨拶させて頂きますわっ!!　もぉぉっ、ぜったいですわっ!!」

「ほらな？　やっぱり実弾で挨拶するんじゃないか」

「くぅっ、ああ言えばこう言う！　憎にくたらしいったらありゃしないっ！」

「皇女殿下直々にお褒ほめ頂き、身に余る光栄です」

「褒めてませんわっ!!」

　孝太郎とクランの息の合ったやりとりが続いていた。それを見守るルースは、戸惑いの気持ちが隠せなかった。

　―――これは一体………どういう事なのでしょう………？

　時空の果てに飛ばされた孝太郎とクランが、この世界へ帰ってくる為ために協力し合ったという話は聞いている。とはいえ元々敵対関係にあったので、二人が地球へ戻もどってきた段階で敵同士に戻っても良い筈はずだった。しかし今の二人はとてもそういう風には見えない。孝太郎とクランのやりとりは、孝太郎とティアのやりとりに極きわめて近い。数日前までは殺し合いも辞さない勢いで戦っていた二人なので、ルースにはそれがとても奇妙に思えた。

　―――それにサトミ様の剣の実力………以前とは比べ物にならないぐらいに上がっているような………。

　そしてもう一つルースを戸惑わせていたのが、孝太郎の高過ぎる剣の技量だった。

　孝太郎は演劇の為にティアから正規のフォルトーゼの剣けん術じゆつを習っている。早苗のおかげで霊視の力も使える。それに元々活発で喧けん嘩かが得意だった。

　だがそれらの条件を合わせても、生身で狙撃を防げるほどではなかった。実際、孝太郎が数日前にクランと戦った時には、青あお騎き士しの鎧を着ていてようやく戦えていた程度の実力だったのだ。

　なのに今、あれからそう時間は経たっていないというのに、孝太郎は鎧の力なしにクランの攻撃を防ぎ切った。使ったのは練習用の剣だけ。それはつまり、鎧の力を補えるくらいに、剣の技量を高めたという事なのだ。

　―――サトミ様に、一体何が起こったのでしょうか………いえ、それ以前に、あの数分の間に、サトミ様達たちは何ど処こへ………？

　クランとの関係の変化、急激な剣の実力の向上。

　それらはルースを、ただただ戸惑わせるのだった。

「そんな事より、頼んでいたものは出来たのか？」

「そんな事ってなんですのっ、そんな事って!!　あなたでなかったら、とっくに不敬罪で終しゆう身しん刑けいですわよっ!?」

「怒おこるなよ。お前にしか頼めない事なんだから」

「………その言い方、ずるくて嫌きらいですわ。まったく………」
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　ルースの思いを知らずに、呑気に言い合いを続けていた二人だったが、ここへ来てようやく本題に立ち返った。

「『揺り籠』、例のものを出しなさい」

『仰せのままに、マイプリンセス』

　クランは腕輪に命じて、自身の宇宙船から大きな箱を呼び寄せた。そして孝太郎の目の前で箱を開かい封ふうする。孝太郎はクランと向かい合うようにして箱の中を覗のぞき込こんだ。

「これか？」

「ええ。あなたの要求通りに作りましてよ」

　箱の中には五つの金属製の玉が入っていた。玉の大きさは大小様々。大きいものはスイカほどのサイズで、小さいものは野球のボールほど。玉はそれぞれ結構な重量があり、小さなものでも手に持つとずしりと重かった。

　クランはこの玉を孝太郎に届ける為にやってきた。孝太郎はルースの訓練を先に進めるにあたり、クランにこの玉の製作を依い頼らいしていたのだ。

　実はこの五つの玉は剣術の練習用の装置だった。玉は立体映像を投とう影えいしながら空中を動き回り、攻撃の的になったり、反はん撃げきをしたりする。つまり剣術の練習相手を務めてくれる装置なのだ。玉の大きさの違ちがいは、投影できる映像の大きさや、移動速度に影えい響きようする。

　クランはこれまでの経いき緯さつから白兵戦の戦せん闘とうデータを沢たく山さん持っている。そのデータを解かい析せきしてこの装置を作った。もちろんフレアの戦闘データも入力済みなので、ルースがこの装置を使って練習すれば、いずれフレアと同等の剣技を身に付ける事も可能だった。

　また、この装置は孝太郎の訓練にも使えるように設計されている。この平和な日本では、なかなか剣を使う機会はない。だから剣の腕を磨みがく為には、どうしても多様な練習相手が必要だった。

　孝太郎は侵しん略りやく者しやの少女達の力を借りられるので今でも十分に強いが、それは自分が弱いままでいいという意味ではない。孝太郎は自分一人が飛とび抜ぬけて強い必要はないと考えているが、誰だれかに力を貸せるぐらいには強くなっておきたかった。

　そういった理由から、孝太郎はクランに剣術の練習の為の装置を作ってくれと依頼した。クランはそれを快かい諾だくして製作を開始。そして今日、完成した装置を持ってやってきた、という訳なのだ。

「それで、どうやって使うんだ？」

「あなたの腕輪から操作できるようにしてありましてよ。鎧に命令するのと同じ感じで大丈夫ですわ」

「分かった。後で試ためしてみる。分からない事があったら連れん絡らくする」

「………まったく、フォルトーゼの皇女を便利屋扱あつかいするのは、あなたぐらいですわ」

　利用の仕方まで説明を終えると、クランは腕うで組ぐみをして軽く頬ほおを膨ふくらませ、不満を漏もらした。その不満が練習弾での狙撃という悪いた戯ずらになった訳だ。そのあたりの事は十分に分かっているので、孝太郎は軽く肩を竦めるとクランに笑いかけた。

「仕方ないだろ。俺おれの知り合いには、お前ほど凄すごい科学者はいないんだ」

「そう言われると悪い気はしませんわね」

「ともかく助かったよ、クラン」

「もっと言葉に尊敬の念を込めて」

「御ご助じよ力りよくに感謝致いたします、クラリオーサ皇女殿下」

「ふふっ、お安いご用ですわ」

　クランの不満は仲間内での遊びぐらいの意味しか持たない。本気の不満ではないので、孝太郎が素す直なおに礼を口にした時点で、彼女は笑え顔がおに戻った。

「これで貸し一つですわよ？」

「分かってる分かってる」

「絶対に分かってませんわ、その顔………さて」

　用件を終えたクランは、ちらりと孝太郎の背後に目をやった。そして悪戯っぽい笑みを浮うかべると、くるりと孝太郎に背を向けた。

「パルドムシーハが怖こわい顔で睨んでいるので、そろそろおいとま致しますわ」

　クランのその言葉を聞き、孝太郎は背後に目をやる。するとそこでは確かに、ルースがクランに厳しい視線を送っていた。

　―――そっか。俺にとっては数ヶ月でも、ルースさんにとっては攻撃を受けてから何日も経ってないんだよな………。

　孝太郎とクランが共に過ごした時間は長い。しかしそれは他の者達にとっては数分間の事でしかない。ルースが気持ちを改めるには、もっと沢山の時間が必要だった。だから孝太郎は無理にクランを呼び止めたりはせず、別れの言葉をその背に投げかけた。

「じゃあな、クラン。また連絡する」

「面めん倒どう事は御ご免めんですわよ？」

　クランはちらりと孝太郎に目をやりながら軽く地面を蹴けった。するとその身体はふわりと宙に浮かぶ。豪ごう奢しやなドレスを着た少女が、朝日を浴びて宙に舞う姿は、まるで妖よう精せいのようだった。

「馬ば鹿か、そういうの抜きでだ」

「ふふふっ、それなら許して差し上げましてよ。では、これにて失礼致しますわ」

　最後にクランは楽しげな笑顔を残すと、早朝の青い空に溶とけるようにして消えていった。彼女の発明品の一つ、姿を隠す装置を作動させたのだ。いくら人の少ない朝であっても、女の子が空を飛んでいては嫌いやでも目立つ。そこでクランは自身の発明品で姿を消し、隠かくれ家がの宇宙船へと帰っていったのだった。
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　クランが帰っていった後も、ルースの頭の中は孝こう太た郎ろうとクランの謎なぞでいっぱいだった。おかげでその後にやった剣の訓練にも身が入らず、失敗を繰くり返かえしていた。

　そしてそれは吉きつ祥しよう春はる風かぜ高校に登校してからも変わらず、ルースは朝から授業そっちのけで、孝太郎の姿を目で追い続けていた。

　その孝太郎はルースの疑ぎ惑わくの視線に気付く事もなく、昼休みの残り時間をクラスメイトとの呑気な会話に費やしていた。

「それで里さと見み、お前は幾いくつぐらい貰もらえそうだ？」

「俺もお前らと大差ないぞ。仮に貰えたとしても、義理チョコ一つ二つが良いトコだろうな」

　二月の二週目に差さし掛かかり、週末にバレンタインデーが迫せまっていた。十四日は日曜日なので、春風高校ではその直前の登校日である十二日の金曜日にチョコレートが飛とび交かう事になる。今日は八日の月曜日だが、校内は既すでにバレンタインムード一色だった。

「おめーはまだましだぞ里見。たとえ義理でも別格だ」

「あん？　どういう意味だ？」

「とぼけんなよっ!!　アライア姫ひめの義理チョコなら、そこらの奴やつのとは格が違うだろうがっ!!　ちょっとした本命クラスのスーパーアイテムだぞっ!?」

「桜さくら庭ば先せん輩ぱいかぁ………確かに先輩は義ぎ理り堅がたいし優やさしいから、くれるかもしれんが。でも、所しよ詮せんは義理だぞ？　詳くわしい事は言えんが、先輩はそれはそれはモテるんだから」

「アライア姫だもんなぁ………流石さすがに本命チョコは競争率が高過ぎるか………」

「知ってるか？　人の夢って書いて、儚はかないって読むんだ」

　だがそんなバレンタインムードにいまひとつ染まり切れないのが、孝太郎も所属している非モテ系同盟の男達だった。

　彼かれらは決まった交際相手を持たず、さりとて勉強やスポーツ、芸術などで飛び抜けた能力を持っている訳でもないので、ファンになってくれる女の子が居る訳でもない。

　そんな彼らにとって、バレンタインデーというイベント自体が、極めて居い心ごこ地ちの悪いものだった。そのため毎年この時期になると、こうして教室の片かた隅すみに集まって愚ぐ痴ちを零こぼすのが定例行事となりつつあった。その数、実に八人。誰もがやさぐれていた。

「それになんて言えばいいのかな、桜庭先輩には、本当に好きな人と仲良くなって欲ほしいっていうか」

「あー、分かる分かる。アライア姫の役のイメージだよなー」

「って事は、結局みんな義理が一つか二つ………どこも台所事情は同じか………」

「本命はみんなあの非国民が吸い上げちまうからな」

「くっ………マッケンジーの野や郎ろう………」

「何もかもあいつのせいだ！」

「知ってるか？　あいつ、この間も新しい女の子と歩いてたぞ」

「なんだとぉうっ!?」

「本当なのか里見ぃっ!?」

　彼らの不満は毎回最後は決まって賢けん治じへと向かう。

　賢治は長身で顔立ちが整っており、スポーツが得意で、流行に敏びん感かんで、気配りが出来、女の子に優しく、成績も悪くない。演劇部でも活かつ躍やく中の彼は、今年も大量の本命チョコを貰うであろうと目されていた。おかげで毎年この時期になると、賢治は非モテ系同盟の男達から、前世からの敵とでも言わんばかりの勢いで恨うらまれる事になるのだ。

　だが実は彼らのこの恨みがましい姿勢こそが、女の子達から敬遠される原因なのだが、若い彼らはその事には気付いていなかった。

「こらぁっ、コウ！　妙みようなでまかせを言うんじゃないっ！」

　そんな時、孝太郎の言葉を聞き付けて当の賢治が猛もう然ぜんと抗こう議ぎしてきた。賢治にとってはいい迷めい惑わくだった。

「それは苦しい言い訳だなぁ、マッケンジーくぅん」

　やってきた賢治の肩に手を回すと、孝太郎はニヤリと底意地の悪い笑みを浮かべた。

「な、なんだよ？」

「一昨日おととい、俺は見たんだぞ。駅前のお洒しや落れなカフェとやらから可愛かわいい女の子と一いつ緒しよに出てくるお前の姿を。この間まで仲良くしていた演劇部のあの子はどうしたのかなー？」

　孝太郎がそう囁ささやくと、賢治は顔色を変えた。そして大おお慌あわてで言い訳を始める。普ふ段だんはスマートな印象がある賢治も、この時ばかりは必死だった。

「あっ、あれはだなっ、中学時代の後こう輩はいでっ、久しぶりに会ったんで話をしただけで、別にやましい事など何も―――」

「分かってる分かってる、そういう事にしようやマッケンジー。今の時期は難しいよなぁ、お前の場合………」

　動どう揺ようする賢治を楽しそうに眺ながめながら、孝太郎は賢治の肩を何度も叩いた。まるで自分こそが賢治の一番の理解者だと言わんばかりだった。

「それでマッケンジー、同じ手口で何人騙だましたんだ？」

「違うって言ってるだろう！」

「男の風上にもおけない奴め！」

「いくつ本命チョコを貰うつもりだっ、この非国民っ!!」

「だから、そんなつもりはないんだってっ!!」

　非モテ系同盟はここぞとばかりに賢治に集中砲ほう火かを浴びせる。そんな事をすればますます女の子達の反感を買うだけなのだが、そこに気付かないからこその非モテ系同盟なのだった。

「………いい気味だ」

　孝太郎は言い合いを続ける男達の様子に満足すると、食べかけだったポテトチップを口に運ぶ。その味にも満足だった。

　―――やっぱりこの身体からだに悪い味が一番だなぁ………。

　長い間食べる機会に恵めぐまれなかった為、ここ何日間かはコンソメ味のポテトチップとコーラが手放せない孝太郎だった。

　ガサッ

　そんな時だった。孝太郎の隣となりから細い腕うでが伸のび、ごく自然な感じで袋ふくろの中からポテトチップを数枚掴つかみだしていく。

「ねぇ、里見君、なんだったら私が本命のチョコレートを作ってあげましょうか？」

　カリッ

　言い終わると、その人物はポテトチップを口に放ほうり込こんで噛かみ砕くだく。そして口の中のポテトチップを飲み込んだ後、にっこりと孝太郎に笑いかけた。

「材料費と手間賃をくれるなら、ですけど」

「いらんわ、そんなもん。それより藍あい華かさん、勝手に食うなよ、俺のポテチ」

「あら、美お味いしい………冬季限定コンソメスペシャル？　私も買ってみようかな」

　ポテトチップ泥どろ棒ぼうの名前は藍華真ま希きという。彼女は最近孝太郎と仲良くなった、クラスメイトの女の子だった。彼女は孝太郎の抗議も意に介かいさず、再びポテトチップに手を伸ばした。

「ああっ、こらっ!?」

「ふふっ」

　ガサッ

　笑顔の真希が掴み出したポテトチップの量はさっきよりも大分多い。孝太郎はその事に抗議しようとしたが、口を開けたところに真希がポテトチップを押し込んでしまったので、口から出る筈だった抗議の言葉はポテトチップを噛み砕く音に入いれ替かわってしまった。

　バリバリッ

「そんな意地を張る事なんて無いじゃありませんか。予算に見合うだけの、立派なチョコレートを作りますよ？」

　大半を孝太郎の口の中に押し込んだので、真希が自分の口に入れたポテトチップはさっきと大差ない量だった。そのかわり、真希は孝太郎のコーラのペットボトルに手を伸ばした。

「ふぐっ」

　それを見た孝太郎は、思わずポテトチップを喉のどに詰つまらせてしまう。ポテトチップを飲み込もうとした時に、真希がコーラに手を出したので、驚おどろいてしまったのだ。そして息が出来なくなった孝太郎は、何度も繰り返し自分の胸を叩いた。

「はい、里見君」

「ふぐぐっ」

　そこへすかさず真希がペットボトルを差し出す。孝太郎はボトルを受け取り、コーラを一口含ふくむ。すると喉に詰まっていたポテトチップが胃の方へ落ちていった。

「ふいー、助かった………」

「子供みたいですね、里見君」

「ほっとけよ」

「ふふ」

　真希は一息ついている孝太郎の手からボトルを取り上げ、当然の権利と言わんばかりにコーラを飲んでしまう。そんな真希に孝太郎は文句を言いたかったが、喉が詰まった時に助けて貰ったので、結局何も言わずに彼女の自由にさせた。

「………なぁ、コウ」

　いつの間にか、賢治は孝太郎の方を見ていた。その顔にはどこか呆あきれたような、怒ったような表情が浮かんでいた。

「ん？」

　孝太郎は賢治の表情の意味が分からなかったので、不思議そうに首を傾かしげる。それと同時に再びポテトチップが差し出されたので口を開ける。すると開いた口に真希がポテトチップを押おし込こんでいく。

「………いや、なんでもない」

「ほうか？　へんらやちゅめ」

　だが結局、賢治は何も言わなかった。意味が分からない孝太郎は、口の中のポテトチップを噛み砕きながら、再び首を傾げる。そんな孝太郎に、真希が再び笑いかけた。

「それで里見君、チョコレートはどうします？」

「分かってないな、藍華さん」

　孝太郎は不ふ機き嫌げんそうに指を左右に振ふると、ポテトチップをかじっている真希に反論した。

「俺おれ達たちが欲しいのはチョコの味でもデザインでもない！　モノは関係ないんだ！　なぁ、そうだろうっ、みんなっ！」

　孝太郎は力強く言い切ると、近くにいる非モテ系同盟の男達に同意を求めた。孝太郎が欲しいのはあくまでも本命としてのチョコであって、本命と同じデザインのチョコではないのだ。

「藍華さんっ、俺作って欲しい！」

「俺も俺も！」

　しかし残念な事に、非モテ系同盟の男達は孝太郎と同じようには考えてくれず、真希へのチョコレートの注文が相次いだ。

「はいはいー、まいどありー！　先さき払ばらいでお願いしまーす！」

　真希は営業用のスマイルを浮かべながら、先さき程ほどの授業で使ったプリントの裏側に各員からの注文を記入していった。

「ああっ、馬ば鹿か野や郎ろうお前らぁっ!!　そこまで落ちぶれたのかっ!?」

「プライドよりも目先のチョコだ。藍華さん、俺も頼たのむわ」

「俺は三つ頼む。できれば三つともパッケージを変えて」

「それだと二つがオプション料金になるけど」

「この際だ、金に糸目は付けん。気にせずやってくれ」

「はいー、よろこんでー！」

　真希の有料本命チョコレートは大人気だった。注文はあっという間に二十を超こえ、なおも増え続けていた。

　本命がまったく貰えないぐらいなら、お金を出してでも真希のチョコが欲しい。豪ごう華かな手作りチョコを食べて、本命を貰った気分になりたい。非モテ系同盟の男達は、そこまで追おい詰つめられていたのだ。

「おっ、お前ら………」

「それでコウ、お前はどうするんだ？」

「いらん！」
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「買っとけよ。最後のチャンスかもしれないぞ？」

「黙だまれマッケンジー！　お前には俺の気持ちは分からん！」

　根が真ま面じ目めで意地っ張りな孝太郎なので、有料本命チョコレートは流石に手が出なかった。特に目の前にニヤニヤ笑いの賢治がいるので、その選せん択たくはあり得なかった。

「分かってないのはお前だと思うんだがなぁ………」

「いじっぱりですねぇ………損するばっかりですよ、里見君？」

「やかましいっ！　男の純情で商売しよってっ！」

　おかげで今年の孝太郎のバレンタインデーは、寂さびしい結果に終わりそうだった。










　そうやって孝太郎は大声でクラスメイトと喋しやべり続けている。ルースはその様子を見ながら、物もの想おもいにふけっていた。

　―――こうして見た感じでは、以前とあまり変わらない御ご様よう子すですけれど………。

　朝からずっと孝太郎を眺め続けたルースは、最終的にそう結論付けた。孝太郎の様子はクランと一緒に姿を消す前と大きな変化は見当たらない。普段と変わらず元気で、楽しげで、クラスメイトと仲がよかった。

　―――でも、変化がない筈はないんですけれど………。

　しかし孝太郎には何かしら変化が起こっている筈だった。そうでなければあれほどの短期間で剣けん術じゆつの腕が向上する筈がないし、クランとの関係が改善する筈がない。そしてそれらを必要とする程ほどの大きな事件が、その背後に隠かくれている筈だった。

　―――直接尋たずねても、サトミ様は教えてはくださいませんし………。

　以前ルースが孝太郎に事情を尋ねた時は、おおよそのあらましが聞けただけで、肝かん心じんの部分の情報は全く得られなかった。

　クランと一緒に別の世界に飛ばされて、協力しあって帰ってきた。その過程でクランと友達になった。

　何度尋たずねても孝太郎はそう答える。ルースが知りたいのはもっと突っ込んだ内容なのだが、孝太郎は決してそれを口にしない。孝太郎の口を開くには、何か突とつ破ぱ口こうになるような情報が必要だった。それが欲しくて、ルースはずっと孝太郎を観察しているのだが、それらしい情報は得られていないのが現状だった。

『ねぇルース、あんた孝太郎と何かあったの？』

　考え込んでいるルースの視界に、突然上下逆さになった早さ苗なえが割り込んできた。幽ゆう霊れいゆえに自由に飛ぶ事が出来る早苗は、上下逆にあぐらをかきながら、ルースと向かい合っていた。

「きゃあっ!?」

　突然の事に驚いたルースだったが、すぐにそれが馴な染じみの顔である事に気付き、笑顔を取とり戻もどした。

「サ、サナエ様でしたか」

『朝からおでこにこーんなしわを寄せて、呪のろい殺しそうな勢いで孝太郎を睨にらんでてさ。ケンカ？　それともストーカーごっこ？』

　早苗は他人が発している霊気が見えるので、人並み外れて感情の変化に敏感だ。そのためルースが孝太郎に向けている疑惑の視線に真っ先に気付いたのだ。

「ええと………」

　何と答えたらいいのか迷ったルースだったが、ここでふと、早苗なら孝太郎の変化に気付いているのではないかと思い至る。ルースの疑惑の視線に気付く早苗だから、その可能性は高いように思われたのだ。

「別にケンカをした訳ではないのですが………その、サトミ様の雰ふん囲い気きが少し変わったかな、と思いまして」

　そこでルースは言葉を選びながら、早苗に話を振ってみた。すると早苗はくるりと半回転してルースに並ぶと、孝太郎に目をやった。

『ああ、その事かぁ』

「やはり、お気付きでしたか？」

『うん』

　早苗は笑顔で振り返ると、こっくりと頷うなずいた。ルースの想像通り、早苗は孝太郎の変化に気付いていたのだ。

『孝太郎の中の感じが少し変わったよ』

「中の感じ、ですか？」

　早苗の説明にルースは困こん惑わくする。いきなり中の感じと言われても、ルースには分からなかった。

『ごめんごめん。ほら、あたしってよく孝太郎の中で寝ねてるでしょ？』

「ああ！」

　ぽむ

　ルースはそれで意味を悟さとり、両手を軽く打ち合わせた。

　幽霊の早苗は実体がないので、他人の身体の中に入る事が出来る。早苗のお気に入りは孝太郎で、しばしば孝太郎の身体に潜もぐり込こんで眠ねむっていた。ルースはこれまで何度もその状態の二人に遭そう遇ぐうした経験があるので、早苗の言わんとする事がすぐに理解出来た。孝太郎の身体から早苗の頭や手足が生えている光景は、すぐに忘れられるようなものではないのだ。

『寝ね心ごこ地ちが良いのはこれまで通りだけどね、最近ちょっと広くなってる気がするんだ』

「広く？」

『うん』

　早苗は頷くと両手を大きく広げて、その大きさを表現する。

『前はあたしが中に入るとそれだけでもう狭せまい感じだったけど、今は他に何人か入っても大だい丈じよう夫ぶだと思うよ』

　早苗の大きな身み振ぶり手て振ぶりからすると、その広さは一〇六号室くらいの広さはありそうだった。孝太郎の中身が、押し入れサイズから、六ろく畳じよう間まサイズに拡張した、という意味だろう。

　―――サトミ様の中が広くなった。それは心理的に成長した、あるいは器うつわが大きくなった、という意味でしょうか………。

　ルースは早苗の話をそのように解かい釈しやくする。

　以前の孝太郎の心には、孝太郎自身の他にはもう一人か二人しか入り込む余地がなかった。しかし今はそうではなく、より多くの人間の居場所がある。それはつまり、孝太郎の心の許容量が大きくなって、成長したのだと言えるだろう。

『そうだ、ルースも今度一いつ緒しよに孝太郎で寝ようよ』

「い、いえ、わたくしは………。その、幽ゆう体たい離り脱だつは出来ませんし」

『そぉ？　あったかくてきもちいいのに』

　孝太郎の中に入れば新たな手て掛がかりが得られるかもしれないので、早苗の提案はルースにとって魅み力りよく的てきだ。だがルースには幽霊になる事が出来ない。死ぬ訳にもいかないので、諦あきらめる他はなかった。

　―――とはいえ、やはりサトミ様とクラン殿下に、何か重大な事件が起こっていた事だけは間ま違ちがいないようですね………。

　早苗のおかげで、孝太郎は剣けんだけでなく、内面をも大きく成長させているらしい事が分かった。それが何の前まえ触ぶれもなく起こったと考えるほど、ルースは楽天的ではない。この早苗との会話を通して、ルースはまた一つ孝太郎への疑惑を深めたのだった。










　桜庭晴はる海みという少女にとって、今年のバレンタインデーは特別な意味を持っている。これまでは本の中でしか知らなかった、恋こいというものを自分自身で体験してから、初めて迎むかえるバレンタインデーだったからだ。もちろん晴海もチョコレートを用意するのは初めてではない。毎年、家族や病院の子供達たちの為ためにチョコレートを用意する。しかしいわゆる本命のチョコレートを用意するのは今年が初めて。その為、晴海は万が一にも失敗がないように、慎しん重ちように調査を進めていた。

　―――ああっ、もっと前から準備を進めておくべきだった！

　晴海は部室の机の上に置かれたお茶受けのお菓か子しの山を眺めつつ、内心で焦あせっていた。二月のこの時期、相変わらず放課後の部室は寒々しいが、焦る晴海にはそれを感じている余よ裕ゆうはない。おかげで自身の編み物すら、殆ほとんど進んでいない始末だった。

　実は晴海が自分には本命のチョコを渡わたす相手がいると気付いたのは最近の事だった。

『桜庭先せん輩ぱいはぁ、やっぱりぃ里見さんにぃ、本命チョコを渡すんですかぁ？』

　先週ゆりかにそう指し摘てきされ、ようやく今年の自分は今までとは違ちがうのだと気付いた。今年も例年通り、家族や子供達に渡すものを作るだけのつもりでいたのだ。

　今の晴海には相手に面と向かって好きだと告白する勇気はない。しかしチョコレートなら義理と本命の境界があいまいなので、思い切り自分の気持ちを表現できる。そんな訳で晴海としては是ぜ非ひチョコレートを用意したかったのだが、反面、絶対に失敗したくなかった。自分に作れる最高のチョコレートを用意するのはもちろんだが、相手が貰もらって嬉うれしいものを用意したかった。独り善がりのチョコレートは嫌いやだったのだ。

　そんな訳で渡す相手のお菓子の好みのリサーチを開始した。しかし始めたのが先週だった為に、時間はあまりなかった。どんなチョコレートが好きですか、などと直接訊きく訳にもいかない。晴海が焦っていたのはそういう訳なのだった。

「そうそう、こないだマッケンジーの奴やつが、バイト中にこんな事を言ってましてね」

　これまで熱心に編み棒を動かしていた孝太郎がその手を止めた。そしてついさっき晴海が淹いれたばかりの、まだ湯気を立たち昇のぼらせている紅茶のカップに手を伸ばす。

　―――今度はどうだろう………。

　晴海は孝太郎の手元に注目する。編み棒と編み地は机の上。左手には紅茶のカップ。右手は空っぽ。孝太郎はその右手をお茶受けのお菓子に伸ばした。

　―――きた！

　それは晴海が待っていた行動だったので、彼かの女じよは思わず息を飲みながらその行方ゆくえを見守った。

「桜庭先輩にまた演劇に出て貰いたいそうなんです。どうやら内外でよっぽど評判が良かったみたいですね」

　ガサッ

　孝太郎は晴海の思おも惑わくなど露つゆ知らず、お菓子を一つ掴み取った。そしてそれを口の中に放り込む。

　―――またミルクチョコレートに一票、と。

　晴海は孝太郎の食べたお菓子を忘れないように心に刻み込む。この時、孝太郎が食べたのはチョコレートを使ったスナック菓子だった。お茶受けのお菓子は晴海が用意したもので、せんべいやポテトチップなどに加えて、さりげなくチョコレートを使ったお菓子が並べられていた。

　チョコレートのお菓子は全部で三種類。どれも同じスナック菓子なのだが、コーティングに使っているチョコレートの種類が違う。甘あまくて食べやすいミルクチョコレート、砂糖やミルクを使っていないビターチョコレート、そしてそれらの中間のハーフビターチョコレート。今回孝太郎が食べたのは、ミルクチョコレートのものだった。

　―――これまでの感じだと、どうやら里見君は、ミルクチョコレートを好んで食べているみたい………。

　晴海は先週からこうして、孝太郎のお菓子の好みをこっそりとリサーチしている。直接尋ねてしまうとぶち壊こわしになるので、こういう回りくどい方法に頼たよらざるを得なかった。また、チョコレートだけを並べてしまうとバレてしまいそうなので、他のお菓子も並べなければならない。結果的にリサーチに長い時間がかかってしまい、晴海は焦っていたのだった。

　―――ということは、ミルクチョコレートを使って、遊び心のあるお菓子に仕上げるのがいいのかな………。

　先週に行ったリサーチで、孝太郎が遊び心のあるお菓子に目がない事は分かっている。粉や水、シロップを混ぜ合わせて、自分の好きな形に飴あめを成形して遊ぶお菓子をさりげなく置いておいた時には、目を輝かがやかせながら真っ先にそれを開かい封ふうしていた。そして今日までの継けい続ぞく的てきなリサーチで、どうやらミルクチョコレートが好みらしい事も分かった。

　そこで晴海はこれまでのリサーチ結果を踏ふまえて、頭の中でああでもない、こうでもないとレシピを考え始めた。

「桜庭先輩、桜庭先輩」

　天てん井じようを見上げるようにしてレシピを考えていた晴海の視界に、突とつ然ぜん孝太郎の顔が飛び出してくる。

「はっ、はいっ!?」

　急に目の前に現れた孝太郎に動どう揺ようした晴海は声を上うわ擦ずらせる。完全に予想外のタイミングだったので、そのまま椅い子すごと後ろに倒たおれてしまいそうなくらい驚いていた。

「な、なんですかっ、えと、さ、里見君っ」

「聞いてなかったんですか？」

「ごっ、ごめんなさいっ、ちょ、ちょっと考え事をしていたものですから………」

　晴海は心の中で落ち着けと繰くり返かえしつつ、大おお慌あわてで孝太郎に詫わびる。こんな事で孝太郎に嫌きらわれてはたまらなかった。

「ぶっ、くくくくっ、あははははははっ！」

　その孝太郎は晴海の予想に反して笑い始めた。晴海がびっくりして必死に言い訳を繰り返す姿が、あまりに可愛かわいらしくてユーモラスだったので、我が慢まんできずに吹ふき出だしてしまったのだ。

「さ、さとみくん？」

　この孝太郎の思わぬ反応に、晴海はきょとんと目を丸くする。それが更さらにおかしくて、孝太郎は腹を抱かかえて笑い始めた。

「わはははははははっ、なっ、なんすか桜庭先輩っ、その、かっ、顔っ！　ぶはははははははははっ!!」

「んもうっ、里見君ったらぁっ!!」

「だっ、だってっ、わははははっ、かっ、かおがっ、かおがっ!!　ぶふはははははははははっ!!」

　晴海はすぐに孝太郎が自分の顔を見て笑っている事に気付いたのだが、その時は既すでにあとの祭りだった。孝太郎は息も絶え絶えの状態で爆ばく笑しようし続けていた。

「………ほんとにさとみくんはいじわるなんだからぁ………もぉ………」

　恥はずかしさ五、親愛四、怒いかり一の割合で構成された晴海の怒おこり顔がおのレシピでは、孝太郎を笑わせる事しかできないのだった。










　そうやって孝太郎が馬ば鹿か笑わらいをしている頃ころ。最近仲良しの早苗とゆりかは、二人で一緒に駅前のスーパーマーケットにいた。

『うわぁ～、チョコがいっぱいあるねぇ～』

「手て頃ごろなのがぁ、あると良いんですけどぉ～」

　このスーパーではバレンタインデーに合わせ、チョコレート製品のセールを実じつ施ししている。それを目当てに、二人はいつもはあまり利用しない駅前のスーパーまで足を伸ばしていたのだ。

『せこい事考えてんじゃないわよ。年に一度のお祭りなのに』

　早苗は上じよう機き嫌げんでチョコレートをひとつひとつ眺ながめていく。早苗が見ているのは比ひ較かく的てき高額の製品が並んでいる棚たなのあたり。幽霊の早苗は基本的にお金を使う事が少ないので、孝太郎から貰っている小額のおこづかいの範はん囲いで十分にやれている。足が出るのは、時々アニメ関連のグッズを買う時ぐらい。そんな訳で早苗は今回、高めのチョコレートを買うつもりでいた。

　―――でも、あんまり高いのだと、孝太郎が美お味いしいって思わないかもしれないし、このへんがイイかな………。

　一いつ旦たんは一番高額な輸入チョコレートのあたりまでふわふわと漂ただよっていった早苗だが、結局は折り返して戻ってきた。

　早苗は孝太郎にチョコレートをあげるつもりでいる。そして孝太郎がチョコレートを食べる時に背中にしがみつき、感覚を共有して一緒にチョコレートを味わうつもりでいる。だからあまり食べ慣れないものを買っていっても、孝太郎が美味しいと思ってくれなければ、早苗にちゃんと味が伝わってこない。それに早苗は孝太郎が嬉しい時に発する霊れい波はを浴びているのが好きなので、無理に高級品を買う意味はどこにもなかった。

　結局早苗は、お馴染みの国内メーカーが作っているチョコレートの中から、バレンタイン限定のちょっとだけ豪華なものを選んだ。

〝誰だれもが知っているあの味を少しだけ上品にして、貴女あなたの大切な人にお届けします〟

　その商品のキャッチコピーは、早苗の感覚に上う手まくフィットするものだった。

「でもでもぉ、高いチョコレートを買っても、お腹なかは膨ふくれないじゃないですかぁ」

　比較的高額の棚の方に行った早苗とは反対に、ゆりかは低価格帯の商品のあるあたりにいた。右の方にゆりか、左の方に早苗。左右に綺き麗れいに分かれた格好だった。

　ゆりかはフォルサリアから出ている魔ま法ほう少女の給料を使って生活している。しかし最近の円高傾けい向こうと、過去に壊した建物の修理費用などで給料は大おお幅はばに目減りし、厳しい生活を強しいられていた。にもかかわらず、愛読している少女漫まん画がを買うのは止やめないので、お金の余裕は殆どない。一〇六号室に住まわせて貰えていなければ、今いま頃ごろは史上初のホームレス魔法少女となっていたに違いなかった。そんな訳で、ゆりかは棚の右側にいるしかないのだった。

　―――十円のチョコを十個買うかぁ、五十円のチョコを二個買うかぁ、それとも百円のチョコを一個だけ買うかぁ………。あうぅ、どうしたらいいんですかぁ………？

　ゆりかは百円の使い方で悩なやんでいた。安いチョコを沢たく山さん買うか、高いチョコを一つだけ買うか、それともその中間にするか。自分で食べるなら間違いなく安いチョコを沢山買うのだが、一応孝太郎や他のみんなにあげる手前、安過ぎるのはまずい気がした。しかし高いものでは数が揃そろえられない。困ったゆりかは、三十円のチョコ二つと十円のチョコ四つなど、様々な組み合わせを検討し始めた。

「………にくいっ、びんぼうがにくいぃっ………」

　少女漫画好きのゆりかなので、バレンタインデーには強い憧あこがれがある。ゆりかだって好きな男の子に大きなチョコを渡してみたい。しかし市場原理と現代社会のゆがみが、ゆりかにそれを許さない。ゆりかは百円玉を堅かたく握にぎり締しめ、奥おく歯ばをぎゅっと噛かみ締める。今の彼女が自分を支えるには、そうするしかないのだった。

「バッ、バレンタインデーなどぉ、ほろびてしまえばいいのにぃっ………」

　そうやってゆりかがチョコを見比べながら涙なみだに暮れていた時の事だった。

『ゆりかゆりか』

　自分のチョコレートを大事そうに抱えた早苗が、ゆりかをつっついた。

「ふぇ？」

　ゆりかが早苗の方を向くと、彼女はゆりかの背後を指さしていた。

「アレってこのあいだあんたが言ってたやつじゃない？」

「ええっ、なんですかぁ？」

　ゆりかは素す直なおに早苗の指す方向に顔を向ける。

「はぐわっ!?」

　その瞬しゆん間かん、ゆりかは硬こう直ちよくした。

〝新発売！　関東海の苔りしょうゆラーメン　一袋ふくろ七十八円〟

　そこにあったのは、ゆりかが以前から発売を待まち侘わびていた、新しいインスタントラーメンだった。










　早苗とゆりかがいるスーパーマーケットには、他にも二人、一〇六号室の関係者がやってきていた。しかしその二人はお菓子売り場ではなく、別の売り場にいた。

「キリハさん、こっちこっち」

「ありがとう、静しず香か。助かった」

　その二人、静香とキリハは、お酒の売り場にいた。といっても二人の目的は飲む為のお酒ではない。二人が必要としていたのは、料理用のお酒だった。

「お礼なんていいのよ。私にも買う物があるんだし」

　静香はこのスーパーには詳くわしくないキリハをお酒の売り場まで案内してきた。そしてそのまま自身も売り場へ入っていく。キリハだけではなく、静香もここで買いたいお酒があったのだ。

「リキュールリキュールっと、あったあった」

　静香が買おうとしているのは、調理用のリキュールだった。普ふ通つうの料理に使うような調理用のお酒なら商店街の酒屋でも事足りる。しかしお菓子に使うリキュールは、料理好きの静香の目に適かなうものはここまで足を伸のばさなければ手に入らなかった。このスーパーには調理酒専門のコーナーがあるので、料理の種類に合わせて多くの中から選ぶ事が出来るのだった。この時、静香が手に取ったのは調理用のヨーグルトリキュール。この店にしか置いていない、お気に入りの一品だった。

「静香、汝なんじはそれで何を作るのだ？」

「ふふ、実はチョコレートケーキの隠かくし味あじに使おうと思って」

「なるほど、ケーキか。それは美お味いしそうだ」

　自身も料理が得意なキリハは、すぐに静香の意図を察した。ヨーグルトリキュールを入れて作ったスポンジを、チョコレートでコーティングしたケーキを作る。そうすればスポンジがすっきり爽さわやかな仕上がりとなり、チョコレートのしつこさを緩かん和わしてくれる。上手な工く夫ふうだった。

「イチゴあたりとも相あい性しようがよさそうだ」

「あはっ、イチゴのリキュールならウチにあるから、やってみるわ」

　二人は料理談義を続けながら、売り場を少しだけ横に移動する。キリハの目的の品はそこにあった。

「料理用のブランデーはこの辺ね」

「さて、どうしたものか………」

　調理用のリキュールだけでなく、調理用のブランデーもその数は豊富だった。キリハは手近なものを手に取ると、説明書きを読み始める。自分の用よう途とにあったものを選ぶ必要があった。

「ブランデーは、チョコレートに入れるのよね？」

「うむ。少し大人の味に仕上げようと思っている」

「って事は、チョコはビター？」

「そのつもりだ」

　キリハはチョコレートに入れる為のブランデーを探していた。甘さを控ひかえ、お酒にも合う、少し大人向けのチョコレートを作る為だった。

　キリハは本命チョコレートを作ろうとしている。だからチョコは、大人が食べて嬉しいように工夫するつもりだった。キリハが十年前に出会った初はつ恋こいの男性は、今は恐おそらく三十近い年ねん齢れいの筈はずだから。

　だが不幸にしてまだ初恋の男性は見付かっていない。キリハは色々手を尽つくして調べているし、自分でも時折心当たりの場所を巡めぐっているのだが、その足取りは掴つかめていない。にもかかわらず、キリハは本命チョコレートを作らないではいられない。キリハは今も変わらず、初恋の男性を愛しているのだった。

　―――ふふ、孝太郎には執しゆう念ねん深ぶかいと笑われそうだが………。

　キリハ自身、自分が馬ば鹿かな事をしている自覚はあった。しかし今のキリハはそれを虚むなしいとは思わない。今のキリハには、そんな彼女を理解してくれる親友がいる。たとえ用意した本命チョコレートを初恋の男性に渡せなくても、親友と一いつ緒しよに馬鹿な事をしたと笑い合えば良い。そして一緒にチョコレートを食べれば良い。何一つ無む駄だになりはしない。だからキリハは、今年のバレンタインが楽しみだった。

　当日の事を思って小さく微ほほ笑えんだキリハの前に、調理用ブランデーの小さな瓶びんが二つ差し出された。

「だったらこれかこれじゃないかな。チョコレートの苦みを引きたてるか、逆に苦みを抑おさえて食べ易やすくするか」

　辛から口くち仕上げのブランデーを使ってチョコレートの苦みを更に引き立てるか、逆に口当たりのいいブランデーを使って食べ易くするか。静香のお勧すすめはそのどちらかだった。

「ふむ、どちらにしたものかな」

　キリハは自分が持っていたボトルを棚に戻すと、静香の提示する二つのボトルを見比べる。キリハの料理の経験からも、そのどちらかが良いと感じられた。

「そういえば………」

　そんな時、キリハの脳のう裏りをちらりと親友の顔がよぎった。キリハは再び小さく微笑むと、どちらにするのかを決めた。

「こちらにしよう」

　キリハが手にしたのは、口当たりが良い方のブランデーだった。彼女はチョコレートを食べ易いように仕上げるつもりでいた。

「へぇ………キリハさんならこっちを使う気がしたんだけど」

　静香は手の中に残った辛口のボトルを軽く振ふってみせる。静香の頭の中では、キリハは大人の女性のイメージが強い。だから辛口で仕上げると思っていたのだ。

「みんなにおすそわけする時に、食べ易い方が良いと思ってな」

　キリハの親友は、大分子供っぽい味覚をしている。きっと口当たりが良い方で仕上げても、苦いと言って変な顔をするだろう。キリハの目的は口当たりが良くても十分に達せられる。だとしたら、わざわざ辛口で仕上げる事はない。同世代の友人達みんなで食べる時には、その方が良い筈だから。

「そっかぁ………そういえば、今年は食べてくれる人がいるんだよね………」

　静香はそう言って嬉しそうに目を細める。その表情は本当に嬉しそうで、そして同時に少しだけ寂さびしそうだった。人の心に通じたキリハには、その顔だけで十分だった。

「そういえば、汝の家は御ご両りよう親しんが」

　静香は両親を亡なくし、一人でころな荘そうを切り盛りしている。誕生日、ハロウィン、クリスマス、年末年始、バレンタインデー。世間がイベントで沸わき立たつ度たびに、静香は一人きりで寂しい思いをしてきた。

「うん。でも、今年はみんながいるでしょう？　だから楽しくって」

　しかし孝太郎がころな荘に引ひっ越こしてきてから、静香の生活は一変した。誕生日、ハロウィン、クリスマス、年末年始、バレンタインデー。それらのイベントを、一緒に過ごす相手が出来たのだ。今までは自分の部屋で一人寂しく過ごしていたのだが、もうそうする必要はない。階段を降りてドアを開ければ、そこには沢山の笑え顔がおが待っている。だから静香はケーキを作る。そこにある笑顔を、もっと大きくしたいから。

「あまりおおっぴらには言えないが………我もそう思う」

　キリハも笑顔を作ると、大きく頷いた。似たような事をキリハも感じていたのだ。

　キリハは早くに母親を亡くし、やはり寂しい思いをしてきた。加えてキリハは族長の娘むすめだから、あまり他人に弱さを見せられずに生きてきた。だからキリハも静香と同じように、裏表のない笑顔を毎日沢山見ていられる生活を、幸せだと感じているのだった。

「ふふふっ、そのくらい、秘密にしてあげるわよ」

「頼たのむ。我にも立場というものがあるのでな」

　そうして笑い合うと、二人はチョコレート談義を再開する。

　そんな二人の笑顔がいつもより輝いているのは、二人の間にある友情が、少しだけ大きくなった証あかしなのだった。










　そうやって一〇六号室の関係者の多くが、バレンタインデーの準備を進めている頃。ただ一人、そのお祭りムードに背を向けている人物がいた。

「はぁ………」

　その人物は静まり返った一〇六号室の隅すみで、膝ひざを抱えて座すわっていた。そして抱えた膝に顎あごを乗せ、時折深い溜ため息いきをつく。顔は伏ふせ気ぎ味みになっているので、豊かな金きん髪ぱつが邪じや魔まをして、その表情を窺うかがい知しる事は出来ない。しかしその表情が、手入れの行き届いた金髪ほどには輝いていない事は明らかだった。

　ティアミリス・グレ・フォルトーゼ。

　彼女は広大な銀河の海を旅して、この小さな和室を侵しん略りやくする為にやってきた、異星人の少女だった。

「どうして………どうして、こうなってしまったのじゃろう………」

　ティアの弱々しい声が、狭い六畳じよう間に響ひびき渡る。普ふ段だんの彼女は誇ほこり高たかく、力強い。身体こそ小さいが、常に大きな力と存在感を示し続けていた。だがこの時の彼女からは、誇りも強さも感じられない。その存在感も、身体よりずっと小さい。それはまるで幼い少女のようだった。

　ティアが落ち込んでいる理由は、彼女の小さな胸を占しめる悩みが、とてもとても深いものだったからだ。

「最初は………ただの原始人だと思っていたではないか………」

　ティアが地球へやってきた頃、彼女は地球の人間を文明の遅おくれた、野や蛮ばんな原始人としか思っていなかった。おかげで孝太郎や他の侵略者達たちとの衝しよう突とつを繰り返し、到とう底てい友好的な関係とは言えなかった。

　しかし部屋の支配権を巡る争いが長期化し時間が過ぎていく中で、侵略者達それぞれの事情や心に触ふれ、次し第だいに互たがいの事を尊重するようになっていった。そしていつしかこの生活を、楽しいと感じるようになっていた。

　フォルトーゼに居た頃は、ティアは常に政治的な駆かけ引ひきの中におり、気が抜ぬけない生活を送ってきた。そんな彼女にとって、この一〇六号室での生活は、かけがえのない時間となっていた。

　そしてそんな日々の中で、ティアは気付いた。自分が地球人の少年に、恋こいをしているのだという事に。それは当初、彼女が原始人と呼び、力をもって屈くつ服ぷくさせようとした相手だった。これまで、ただただ殴なぐり合あい、罵ののしり合う毎日だった。今もそれは変わらないかもしれない。事あるごとに殴り合い、罵り合う関係が続いている。しかしそこに込められているものは、すっかり様変わりしていた。

　生の感情をぶつけ合う事が楽しかった。対等の立場で扱あつかってくれるのが嬉しかった。自分が皇女である事を忘れていられた。

　ティアとその想おもい人の関係は、今も衝突を繰り返す激しい関係のままだ。しかし今のティアにとって、それは甘えやスキンシップの一いつ環かんでしかない。いつの間にか敵対的な感情は消きえ失うせ、幸せや愛情を確かく認にんする行こう為いでしかなくなっていたのだ。

「相手は異星人じゃ………なのにどうしてそれを忘れる………最初から分かっていた事ではないか………」

　だがそうやって想いを自覚した事で、表面化した問題があった。それはティアが異星人であるという現実だった。

　仮にティアが想いを遂とげ、想い人と結ばれたとしよう。しかし二人は違う星に生まれた男女。すると多くの問題が噴ふん出しゆつしてくる。違う生き物である事はもちろんの事、ティア自身の地位も問題だろう。そういった問題を一つ一つ順に考えていくと、それがどれだけ非現実的であるかが分かってくる。

「わらわは、あやつとは決して結ばれぬ………」

　決して結ばれる事がない相手を好きになってしまった。

　それがティアの悩み。

　言葉にするとシンプルだが、それだけに簡単には片付かない問題だった。

「ははっ………『ティアミリスの青あお騎き士し』だなどと、浮うかれているからこれだ………青騎士と皇女は決して結ばれぬというのに………」

　乾かわいた笑いが口から漏もれ、大おお粒つぶの涙が頬ほおを伝う。

　ティアはかつて『ティアミリスの青騎士』という称しよう号ごうを密ひそかに想い人へ贈おくった。

　だが、フォルトーゼの伝説に出てくる青騎士は、白銀の姫ひめと結ばれる事はなかった。白銀の姫は青騎士を愛していたが、彼かれはフォルトーゼを去った。

　その伝説をなぞり、ティアと彼女の青騎士は結ばれない。今のティアには、そんな風にしか思えないのだった。










　関係の長い主従なので、ルースはティアの様子がおかしい事に気付いていた。

　―――このところ、またティア殿でん下かの御ご様よう子すがおかしいようですけれど………。また何か問題を抱えておいでなのでしょうか………？

　しかしルースはその原因までを正しく理解していた訳ではなかった。スキー旅行の時にティアと孝太郎の関係が好転していたので、ルースは二人の間で新たな問題が生じたとは考えなかった。不幸にしてティアは、ルースの思考の盲もう点てんに落ちていたのだ。

　―――とはいえサトミ様との事ではないのですから、あまり心配はいらないのかもしれませんね。とりあえずは、これで元気付けて差し上げられれば良いのですが………。

　ルースはティアの為ために、チョコレートを手作りする準備を進めていた。

　ルースはバレンタインデーという地球の風習を知ると、ティアをそこに参加させたいと考えた。チョコレートをプレゼントする事で、日ひ頃ごろの感謝と愛情を伝えるという風習は、不器用な主人の恋れん愛あいをうまく進展させてくれるかもしれないと思ったのだ。またその過程が、暗い顔をしているティアの気晴らしに繋つながる事も期待していた。

　―――いえ、むしろ心配はサトミ様の方かもしれませんね………。

　ルースの見たところ、孝太郎は重要な何かを隠かくしている。おかげでもしその何かが表面化した場合に、孝太郎がどう行動するのかが読めない。ルースの勘かん―――というよりも願望に近いのだが―――では、孝太郎がティアの敵になる事はまずない。だが話がおかしな方向に転ぶとまずい。クランによる引き抜きなども警けい戒かいすべき問題だった。孝太郎のように間ま違ちがいなく信しん頼らいできる味方は手放したくない。ルースと一緒にティアを守って貰もらわなくては困るのだ。だからティアと孝太郎の関係を強めるような行事には、進んで参加すべしというのがルースの考えだった。

　そんな訳で、ルースは材料や道具が詰つめ込こまれた紙かみ袋ぶくろを両りよう腕うでに抱え、宇宙戦せん艦かんの『青騎士』にあるキッチンへ向かっていた。ティアのチョコレート作りは当日まで秘密にしておきたいので、一〇六号室で作る訳にはいかないのだった。

　ガシャッ

　ルースが抱えてきた紙袋は重い。キッチンの調理台に載のせると、中に入っている金属製のボウルや器具がぶつかり合って、重々しい音を立てる。しかしそれを抱えてきたルースは疲ひ労ろうを感じさせない軽かろやかな足取りで調理台から離はなれると、そのほっそりとした指を顎に当てて軽く考え込んだ。

「あとは殿下をお連れすればいい訳ですけれど………やっぱり夕食後の方がよろしいでしょうね」

　夕食の後には、いつも六畳間を巡る領地争いのゲームが行われるのが通例だ。それなりに時間がかかるので、チョコレートを作るならその後からの方がいい。そう判断したルースは、荷物に背を向けるとキッチンを後にする。孝太郎と続けてきた体力作りのおかげもあり、その足取りは踊おどっているかのように軽やかだった。

「今夜は何を作ってさし上げましょうか………ふふ、少しあっさり目にして、週末の殿下のチョコレートに備えましょうか………」

　ルースの頭の中には、食事をする孝太郎の姿が浮かんでいた。ルースは彼女が作った料理を美う味まそうに食べる孝太郎を見ているのが好きだった。時には喉のどにつっかえそうになりながら、孝太郎は次から次へとかなりのスピードで料理を食べていく。ティアが食べてくれる姿も好きだったが、それとはまた別の趣おもむきがあり、ついつい毎回の料理に力が入ってしまうのだった。

「鶏とり肉にくを一度蒸したものを焼いてさしあげれば、食たべ応ごたえと量を確保しつつ、カロリーを減らす事が―――」

　そしてルースが一〇六号室へ続く通路に入ろうとした、まさにその時だった。

　ぶぅぅぅん

　ルースの右みぎ腕うでにはまっている腕うで輪わが小さく振しん動どうしはじめた。

「あら？」

　それは腕輪に何かの情報が届いた合図。ルースは腕輪を顔の前まで持ち上げると、届いた情報を呼び出した。

「………パルドムシーハから超ちよう空くう間かん通信？」

　腕輪が表示した情報を見て、ルースは不思議そうに首を傾かしげる。

　それはルースの実家から、連れん絡らくが入った事を告げるメッセージだった。







貴族の問題　二月八日（月）







　ころな荘そう一〇六号室では、夕食後に毎日ゲームが行われる。そしてこのゲームの勝敗によって、ポイントの奪うばい合あいをしている。このポイントは六ろく畳じよう間まの支配権を表しており、最終的にポイントを全すべて集めた者がこの部屋の支配者となる。いわばこれはゲームによって平和裏に行われている、侵略戦争なのだ。

　この穏おだやかな侵略戦争で行われるゲームの種類は実に様々だ。トランプであったり、パーティゲームであったり、時にはゲーム機のそれであったりもする。ゲームには得手不得手があるので、特定の人間に有利になったりしないように、孝こう太た郎ろうと侵略者の少女達たちが毎日持ち回りでゲームの内容を決めている。おかげでポイントは緩ゆるやかに推移していて、開始から十ヶ月が過ぎた今日に至っても、決着はついていなかった。

　だがやはり本人の資質か、ある人物のポイントはじりじりと減り始めていた。

　虹にじ野のゆりか。

　先日、ようやく魔法少女としての地位を確立した、第二の侵略者だった。

　作戦や知識が問題になるようなゲームでは、ゆりかはめっぽう弱い。そもそも目先のものに弱く考えが浅いという問題もあるのだが、素直過ぎて考えが顔や視線に出てしまうのだ。おかげで駆け引きのあるゲームでは殆ほとんど勝てない。春はる頃ごろよりは大分マシになっているのだが、孝太郎達がゆりかの性格を熟知した事もあり、勝率が向上するまでには至っていなかった。最近は運頼みのゲームが好調なおかげで何とか盛り返してはいるが、それがなければとっくにゆりかのポイントはゼロになっていてもおかしくない状じよう況きようだった。

「ふっふっふ、これならきっとだいじょうぶですぅ～」

　それに危機感を覚えたゆりかは、今日のゲーム―――成り上がり街かい道どう・戦国編―――を始めるにあたり、ある作戦を実行に移した。

　今は運頼みのゲームが好調だが、それがいつまで続くかは分かったものではない。ゆりかは自分の運が落ち始める前に、何とか駆け引きのあるゲームでの勝率を上げたかったのだ。

「いざぁっ、尋じん常じように勝負ぅっ！」

　おかげでゆりかの今日のゲームに対する入れ込み具合は半はん端ぱではなく、ちゃぶ台に身を乗り出すようにしてゲームの開始を今か今かと待っていた。

「………ゆりかよ、お前、それで勝って………本当に嬉うれしいか？」

『孝太郎の言う通りだよゆりかっ！　そんなの魔ま法ほう少女がやっちゃ駄だ目めだってぇ!!　ラブラブハートならぜったいにしないよっ!?』

『ホー！　ゆりかちゃんそれで銀行を襲おそうホー？』

『コラマ、戦国編には銀行は出て来ないみたいだホー！』

　だがこのゆりかの作戦、一〇六号室の住人達には不評だった。

「これのどこがおかしいっていうんですかぁ!?　立派な作戦ですよぉ!?」

　ゆりかは魔法少女の衣装をはためかせながら力説する。彼かの女じよは今日の作戦には絶対の自信を持っていた。

　駆け引きのあるゲームで負けるのは、表情と視線を読まれてしまうから。

　そう考えたゆりかは、顔を隠す為に目だし帽ぼうを、視線を遮さえぎる為にサングラスを、それぞれ身に着けていたのだ。

「わっ、分かりましたぁっ!!」

　バンッ

　ゆりかは興奮して大声を出すと、両手でちゃぶ台を叩たたく。

「私にポイントを奪われたくないからぁ、そんな事を言ってるんですねぇっ!?」

　目だし帽とサングラスは期待通りの効果を発揮していて、この時ゆりかがどんな顔や目をしているのかは、誰にも見えていなかった。もっともそれは見えていないというだけで、誰もがその表情を想像できていた。

「………ゆりか………」

　そんなゆりかを見ているのが切なくて、孝太郎は憐あわれみに満ちた表情を作ると、最大限優やさしい声で語りかけた。

「なぁ、ゆりか。ポイントが欲ほしいならくれてやる。さしあたって、二十ポイントぐらいでいいか？」

　キュッキュッ

　孝太郎は油性のペンを使って、壁かべに貼はられている得点表の数字を書かき換かえた。孝太郎のポイントを二十点減らし、ゆりかのものを同じだけ増やす。

「はりゃっ？」

　予想外の孝太郎の行動に、ゆりかの声が裏返る。恐らく表情も声の調子と似たような状態なのだろうが、相変わらず目だし帽とサングラスの効果は絶大だった。

「ゲームもお前が勝ち易いのに変えてやるから」

　今日のゲームは、孝太郎が決める権利を持っている。孝太郎は普通にやってもゆりかが勝ち易い、トランプのゲームに変えてやるつもりだった。

「だからそれを脱ぬげ、ゆりか！　お前はただの魔法少女で良いんだ！　いくら勝つ為でも、そこまでおかしな格好をする事はないっ!!」

『よく言った孝太郎ぉっ！　男前っ！　勝ち方に拘こだわってこその日本男児ぃっ！』

「あれを倒たおすのはだな、いくら俺おれでも流石さすがに気が引ける」

『………そうだね』

　戦いの気合いを入れる為に魔法少女の衣装を着て、表情を読まれないように目だし帽とサングラスを着ける。その意味はよく分かるのだが、どこからどう見ても奇き妙みよう極きわまりない姿だった。

　そして孝太郎には自信があった。多分、この格好でも結果はいつもと変わらない。半年ぐらい前であればいざしらず、表情が見えないぐらいで結果が変わるような時期は、とっくに過ぎている。そこまで浅い付き合いの十ヶ月ではなかったから。

　ゆりかはこの格好をしてなお負ける。そして押おし入いれに逃にげ込こみ、声を殺して泣き始める。目だし帽とサングラスを買うんじゃなかった、特売のカップラーメンにするべきだった、と。
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　その状況を想像するとあまりに哀あわれで、孝太郎にはゆりかをこのままにはしておけなかった。孝太郎にとって、ゆりかは大切な友達なのだ。

「ばっ、ばかにしてぇっ！」

　ようやく孝太郎の意図を察したゆりかは、猛もう然ぜんと抗こう議ぎし始める。

「そのあまさをっ、あとでぜったいにっ、こうかいさせてあげますぅっ！」

　しかしそう言いつつも、ゆりかは極きわめて素す早ばやい動きでサングラスを外し、目だし帽を脱いだ。

『ゆりか、不満なら孝太郎にポイント戻もどしたげるよ？』

「いえ、貰えるものは貰っておきますぅ♪」

　そして御ご機き嫌げんの笑顔でサングラスと目だし帽を投げ捨てると、ちゃぶ台に広げられていたゲーム盤ばんを丁てい寧ねいに箱の中へと戻していった。ゲーム盤は必要ない。今日のゲームは他のものに変わるのだ。

「………ゆりかちゃん、ああいう人生で大だい丈じよう夫ぶかしら………」

　ズズッ

　鼻歌混じりにゲーム盤の片付けをしているゆりかの姿を眺ながめながら、静しず香かは食後のお茶をすする。最近の静香は二階の自分の部屋にいるよりも、一〇六号室にいる事が多くなっていた。

「我には、ゆりかはああ見えて、その実したたかに生きていきそうに思えるのだが」

　ズズッ

　傍そばにいたキリハも同様にお茶を飲みながら、静香に笑いかける。

「近くに里さと見み君みたいな男の子がいる限りは、きっと大丈夫でしょうね」

「………前ぜん途とは多難だな、里見孝太郎」

　なんだかんだでゆりかが見捨てられない孝太郎。静香とキリハは、ゆりかの生活は孝太郎がいる限り安あん泰たいだろうと考えていた。というよりも、安泰であって欲しい。孝太郎には、ゆりかを見捨てないでやって欲しかった。

「意外とゆりかちゃんみたいなタイプが、里見君とくっつくのかもね」

「ありうるな。里見孝太郎は、自分から貧びん乏ぼうくじを引くタイプだ」

　多分ゆりかは、孝太郎みたいな人間が傍にいなくてはまずい。普ふ通つうの生活が立ち行かない。顔を見合わせて微笑みを交かわしながら、二人はそんな事を思うのだった。

『それで孝太郎、今日は何にするの？』

「そうだなぁ、ババ抜きとかならゆりかでもそこそこ勝ち目があるだろ」

『でも、ゆりかはポーカーフェイス出来ないよ？』

「そこは俺の隣となりに座らせてだな、顔を見ないようにやってやろうと―――だからゆりか、それはやめろというにっ!!」

「えええぇ～～～？」

　ババ抜きと聞いてゆりかは再び目だし帽とサングラスを手に取ったのだが、孝太郎に強く言われて渋しぶ々しぶ手放した。

「じゃあじゃあ里見さん、ちゃんと悪いカード引いて下さいよぉ？」

　ババ抜きこそ、目だし帽とサングラスが役に立つ筈なので、ゆりかは不満だった。ゆりかは恨うらみがましい視線で孝太郎に不満をぶつける。

「甘あまえるな。そこまでしてやる義理はない」

「んも～、里見さんってば、照れなくて良いじゃないですかぁ。本当は私の事好きなくせにぃ、もぉ～～～」

『あんた、本当に良い性格してるわね………』

　様々な意見はあったが、孝太郎は今夜のゲームをババ抜きに変へん更こうする事に決めた。今夜のゲームの決定権は孝太郎にあるのだが、急な話なので、一応他の二人の参加者にも意見を聞いてみる事にした。

「キリハさん、ティア、ババ抜きに変えるけど良いか？」

「うむ。汝なんじの思う通りにするといい」

　キリハはおかわりのお茶を湯ゆ呑のみに注ぎながらコクリと頷うなずく。彼女は地底の住人達の暴走を防ぐために、一〇六号室の争いの長期化を狙ねらっている。当然、ゆりかが負けてしまうのは望ましくないので、ババ抜きへの変更に異存はなかった。

「その代わりと言ってはなんだが、戸と棚だなの奥おくに隠してあるようかんを所しよ望もうする」

　だが、黙だまって従うのも面おも白しろくない。そこでキリハは交こう換かん条件を出した。

「あっ、あれは今度こっそり食べようと思っていた秘蔵の一品だぞ!?」

「だからこそ所望するのだ」

　思わぬ要求に慌あわてる孝太郎。キリハは目を軽く細めて、余よ裕ゆうたっぷりに孝太郎に笑いかける。相手が親友だからこその、ちょっとした悪戯いたずら。実のところ、キリハは別にようかんがそれほど食べたい訳ではない。慌てる孝太郎の顔が見たいだけなのだ。

『ようかん!?　黒練り!?　栗くり蒸しっ!?』

「ようかんがあるなんて初耳ですよぉっ、里見さぁんっ!!」

　むしろようかんを食べたいのは早さ苗なえとゆりかだ。美お味いしいものが食べたい早苗。何でも良いからとにかく食べたいゆりか。二人はようかんという単語を耳にした途と端たん、目を輝かがやかせて孝太郎ににじり寄ってきた。

　―――だから黙ってたのになぁ………。

　孝太郎は苦く笑しようしつつ頭を掻かくと、渋々このキリハの要求を呑のむ事にした。

「………分かった分かった、好きなだけ食え」

　このようかんはバレンタインデーにチョコレートが一つも貰えなかった時に備えて、孝太郎が自分自身を慰なぐさめる為に用意した品だった。しかしこの期ごに及およんで、目の前の二人に駄目とも言えない。

『やったー！　孝太郎っ、太っ腹っ！　それでこそ日本男児っ！』

「これで一食分浮きますぅっ！　ありがとうございますぅっ、里見さぁんっ！」

「ふふ、カラマ、コラマ、頼む」

『はいホー！』

『お任せだホー！』

　ババ抜きのお供がようかんに決まると、カラマとコラマ、二体の埴はに輪わがキッチンの方に走っていく。その小さな背中を見送った孝太郎は、今度はキリハの向こう側に座っているティアに意見を求めた。

「ティア、お前は？」

「………」

　しかしティアからの返事はない。打てば鳴るのがティアなのに、これは奇き妙みようだった。

「おい、ティアってば」

　孝太郎は手を伸のばし、ティアの顔の前で軽く振った。

「きゃうっ!?」

　するとティアは驚おどろき、反射的に僅わずかに身体からだを後ろに反らした。続けてティアはまるで尻しり餅もちをついた直後のように、後ろに倒れないように両手で身体を支える。そしてティアはまるで怯おびえる小動物のように、呆ぼう然ぜんと孝太郎を見上げた。

「な、なんじゃ………？」

「何って………今夜のゲームの内容を変えたいから、お前の意見が訊ききたかったんだけど………お前、どうかしたのか？」

　そんな何ど処こか弱々しい、ティアらしからぬ姿を見て、孝太郎は心配になっていた。

　―――体調でも悪いのかな？

　スキー合宿の前もティアは今と同じように表情を暗くしている事があった。合宿中は笑顔を見せていたのだが、結局今はこうして元に戻ってしまっている。

　パッと思い付くのは皇位継けい承しよう権けんがらみのトラブルだが、その原因になりそうなクランには、既すでにティアを攻こう撃げきする理由がなくなっている。クランはシグナルティンを皇家に取とり戻もどす為に、孝太郎に自身の皇位継承権の放ほう棄きを条件に出したくらいなのだ。

　そうなると次に孝太郎が思い付くのは、ティアが病気になったのかもしれない、という事ぐらいだった。

「い、いや、なにもない、なにも、な………」

　ティアは首を横に振り、孝太郎の視線から逃げるように顔を伏ふせる。

　―――あるいは、俺が何か気に障さわる事でもやっちまったか、だな………。

　トラブルや病気なら、目を逸そらされるような事ではない。ティアはいつだって人の顔を正面から見て話す。だから孝太郎自身が知らないうちに、よっぽどの事をやらかしてしまっているという可能性も捨てられなかった。

「今日は、そなたにゲームを決める権利がある。好きにするがよい」

「ああ………」

　ティアは視線を背そむけ、顔を伏せたまま、孝太郎の質問に答えた。だがこの時の孝太郎は質問の答えよりも、ティアの事が気になり始めていた。

　―――そうだ、ルースさんなら………。

　ルースは誰だれよりもティアの事情に通じている。彼女なら何かしらのヒントをくれるかもしれない。そう考えた孝太郎は、ティアの横に座すわっているルースに目をやった。

「………」

　しかしそのルースも、顔を伏ふせ気ぎ味みにして何かを考え込んでいた。その表情は真しん剣けんで、何か思おもい詰つめているかのようにも見える。

　―――どうしたんだろう、二人とも。後で話を聞いてみるか………。

　孝太郎は二人の様子が気になったが、みんなの前で事情を訊くのは流石に気が引けた。フォルトーゼの事情に踏ふみ込こむような話かもしれなかったからだ。

「よし、とりあえずは今日のゲームを始めよう」

　そこで孝太郎はまず、やるべき事を片付けてしまう事にした。二人から話を聞くのは、ゲームが終わってからの方が都合が良かった。










　この日のババ抜きは全部で五回行われ、合計すると冷静にゲームを進めたキリハが一番多くのポイントを獲かく得とくしていた。続く順位は早苗、孝太郎、ティア、ゆりかの順となっている。

　あれだけ意気込んでいたにもかかわらず、ゆりかは多くのポイントを失った。終始上の空のティアにすら勝てずに終わった。

「や、やっぱりぃ、目だし帽とサングラスを、使うべきでしたぁ………」

『いいじゃない別に。孝太郎に貰った二十点がまるごとなくなっただけなんだし』

「そおですけどぉ～、顔と目を隠したらぁ、何点か手元に残ったかもしれないじゃないですかぁ～」

『………それでも残んなかったと思うなぁ、あたしは………』

「うっうっうっ」

　惨ざん敗ぱいして悔くやし涙なみだを流すゆりか。それを横目に見ながら、早苗は変動したポイントを壁に貼られた表に書き込んでいく。だがその途と中ちゆうで早苗はある事を思い付き、その手を止めた。

『そーだ、孝太郎孝太郎』

「うん？」

『あたしのポイント、十点孝太郎にあげるよ』

　早苗はそう言いながら、手の中の油性ペンを魔法少女のステッキのように振る。宙を舞まう早苗がそうしていると、泣なき崩くずれたゆりか以上に、魔法少女のようだった。

「なんでだ？」

『ゆりかにあげた二十点、あたしが半分もったげる』

「大丈夫だって。まだまだポイントには余裕があるんだから」

　孝太郎の目的は、既に部屋の支配権を握にぎる事ではなくなっていた。今の目的は、侵略者の少女達が抱かかえた問題を解決する事。その為には、現状において誰かが負けてしまうのは好ましくなかった。ゆりかにポイントを分けてやったのは大半がその為なので、早苗にポイントを分けて貰う必要はないのだった。

『いいんだよ。あたし今日は勝ってるんだし。それにね、あたし大和やまと撫なで子しこを目指す事にしたんだっ♪』

「なんのこっちゃ」

　しかし早苗は孝太郎の思おも惑わくを無視して、ポイントを書き換えてしまう。早苗は自分のポイントを十点減らし、その分だけ孝太郎のポイントを増やした。

　―――んふふ、孝太郎が日本男児なら、あたしは大和撫子じゃないと。守られて嬉しい、格調高い守しゆ護ご霊れいになるんだもん♪

　早苗は既に、孝太郎の事を休戦中の敵とは考えていなかった。早苗は孝太郎の事を、いつも一いつ緒しよの特別な友達、あるいは実の兄のように慕したっている。だから負けて欲しくないし、尊敬しているし、同じ事を真ま似ねしてみたい。そんな思いが、このポイントの寄付に繋がっていた。

「ありがとう、早苗」

『礼はいらぬ。武士の情けじゃ。ふぉっふぉっふぉっ』

　上じよう機き嫌げんで笑う早苗の笑顔を見て、孝太郎は好きなようにさせてやる事にした。

　―――早苗が負けそうになったら、ポイントを戻してやればいいんだし………。

　早苗が慕ってくれているのは孝太郎にも分かっている。だから孝太郎はその好意を素す直なおに受け取る事にした。それに孝太郎と早苗は協力体制にあるので、孝太郎にポイントが移動したところで、早苗が不利になるような事もない。ポイントの移動は、見かけ上のものでしかないのだ。

　―――それよりも、だ。

　ゲームが一段落した事で、孝太郎は自分がやるべき事を思い出していた。

「………」

　それは今もなお顔を伏せて何かを考えている、ティアの事だった。

　―――まずはやっぱり、ルースさんをどこかに連れ出して、話を聞くのがいいかな？

　孝太郎はそう判断すると、下を向いているティアから、その後ろに控ひかえるルースに視線を移した。

「………」

　そのルースも先さき程ほどからずっと黙って俯うつむいていた。ティアだけでなく、ルースまでそうしていると、孝太郎の胸の中には大きな不安が渦うず巻まき始める。孝太郎にとって、ティアの力強い顔と、ルースの穏やかな顔は、二つセットで揃そろっているべきものなのだ。

「ル―――」

「サトミ様」

　そして孝太郎がルースに声をかけようとした、まさにその時の事だった。まるでその機先を制するかのように、ルースが孝太郎を呼んだ。ルースはいつの間にか顔を上げ、真まっ直すぐに孝太郎を見つめていた。

「はい？」

　僅かに驚きながら、孝太郎はルースの顔を見返す。彼女は真剣な表情で孝太郎を見つめていた。その瞳ひとみは何かを訴うつたえかけるように、静かに揺ゆれている。また、その手は膝ひざの上に置かれ、固く握にぎり締しめられていた。それは何か、大きな覚かく悟ごを感じさせる姿だった。

「………実は折り入って、御ご相そう談だんしたい事があるのですが………」

「構いませんけれど」

　孝太郎が頷くと、ルースは僅かに安あん堵どの表情を覗のぞかせた。

　―――まさか………ティアはよっぽどまずい状況なのか？

　そんなルースの様子に、ティアの危機を予感する孝太郎だった。

「………それでは………」

　そしてルースは一呼吸おいてから、ゆっくりと話し始めた。










　つい先程、宇宙戦せん艦かんの『青あお騎き士し』に長ちよう距きよ離りの通信が届いた。その通信はフォルトーゼからのもので、差出人の所にはルースの両親の名前が記されていた。

　通信の中身は、ルースの両親が彼女に宛あてたビデオレターだった。内容はルースの仕事ぶりや健康状態を尋たずねるもの。両親が遠くにいる娘むすめに出す手紙としては、ごく当たり前の内容だった。しばらくぶりに見た両親の元気そうな顔のおかげで、ルースは自分自身も元気になっていくのを感じた。ビデオレターの最後に何気なく語られた、その話を聞くまでは。

『そうそう、これは本来お前がフォルトーゼへ帰ってから進めるつもりでいた話なのだが………ルース、お前の見合いが決まったぞ』

「え？」

　それはルースにとって全く予想外の方向からやってきた不意打ちだった。ルースは文字通りの意味で、耳を疑った程だった。

『実は先方が乗り気でな。殿でん下かの試練の途中だが、是ぜ非ひ直接お前に会って話がしたいと仰ってな』

　ルースの父親、パルドムシーハ卿きようが語ったのは、およそ次のような内容だった。

　これまでルースには知らされていなかったが、実は水面下で彼女の縁えん談だんが進められていた。相手は科学・工業関係に強い総合企き業ぎようの跡あと取とり息子むすこ。民間の出身だが、長く続く正騎士の名家であるメルケムハウン家の縁えん戚せきに連なる人物だった。

　この人物は、ルースの縁談相手として申し分のない相手だった。

　メルケムハウン家の縁戚という生まれはもちろん、彼かれ自身がとても優ゆう秀しゆうな人物だった。彼は数年前に父親の後を継つぎ、若くして企業のトップに就任。その後の業績は好調で、急激な成長を続けていた。また慈じ善ぜん家かとしての側面も持っており、自社の成長に比例して、巨きよ額がくの寄付を行う事でも有名な人格者だった。

　ルースが彼と結けつ婚こんすれば、パルドムシーハの力を強めると共に、ティアを守る大きな力となるだろう。

　まず、これまでパルドムシーハ家とは疎そ遠えん気味だったメルケムハウン家との関係を強化する事が出来る。メルケムハウン家はティアの属するマスティル家とは別の皇家との結びつきが強い。この縁談がまとまれば、そちらを経由しての働きかけが出来るようになる。これは政治的に大きな力となってくる筈はずだった。そしてもちろん、彼の巨大な経済力も大きな力となる。加えて彼の慈善家としての評判も、世論を味方に付ける力となってくれるだろう。

　そしてルースはそれらの力を使って、ティアを守れるようになる。この縁談はルースにとって最良の条件が揃っていた。もちろんそれは皇家への忠誠篤あついパルドムシーハ家にとっても同じだった。

　だからルースの両親は、相手が縁談を早めてすぐに見合いをしたいと申し出てきた時に反対しなかった。むしろ歓かん迎げいして、ルースにビデオレターを送ったのだった。










　ルースの話は孝太郎が期待していたティアの話ではなかったが、話を聞いた全員を驚きよう愕がくさせる程の重大な内容だった。

「見合いを………それはまことなのか？」

　それはこれまでずっと俯いていたティアも例外ではなく、彼女は大きく目を見開いて、長い付き合いの忠臣に視線を注いでいた。この時のティアの驚きは深く、自分の抱えている問題を一時的に忘れていた程だった。

「………はい、殿下」

　ルースはティアに向かってゆっくりと、しかししっかりと頷いた。だがその表情は暗い。縁談を歓迎している様子はなく、むしろ表情には迷いの色が色いろ濃こく刻まれていた。

「して、そなたはどうするつもりなのじゃ？」

　ティアに尋ねられ、ルースは答えに迷った。そして彼女はその気持ちを、素直に打ち明けた。

「それは………実はまだ迷っております。この縁談を進めた方が、後々の為だというのは分かっているのですが………」

　ルースにも状況は分かっている。それがどれだけ自分やティアの力になるのか。そして断ってしまった場合に、どれくらいの影えい響きようが出るのかも。

　ルースは伝統ある騎士の家に生まれた。だから自分の結婚が自由にならない覚悟はしていた。いずれは家の為に、知らない誰かと結婚する事になるのだろう、と。

　だからこそ、孝太郎にはティアの家臣になって欲しかった。ルースが結婚すれば大きな力を得るだろうが、今のように常にティアの傍に居る事は出来なくなるかもしれない。その時にこそ、孝太郎を味方にした事に大きな意味が出てくる。孝太郎がルースの代わりにティアに仕えてくれるなら、安心して結婚する事も出来る筈だった。

「でも、その、なかなか踏ふん切ぎりがつかなくて………それで、サトミ様や皆みな様さまに、御ご意い見けんを頂けないものかと………」

　だがそうした事を全すべて分かっているというのに、ルースはこの縁談に乗り気ではなかった。むしろその反対に、抵てい抗こう感すら感じていた。そう感じてしまう理由は一つ。彼女の胸の中には、既に一人の男性が住み着いてしまっていたからだった。

「それで………皆様は、どのように思われますか？」

　必要な事は既に話し終えた。この場にいる者は全員、ルースの事情を理解している。今度はルースの知りたい事を教えて貰もらう番だった。

「うーん………まだ早いんじゃない？」

　真っ先に答えを口にしたのは静香だった。彼女は自分達の年ねん齢れいを指折り数えつつ、首を横に振ふった。

「まだ高校一年、十五歳さいか十六歳。将来を決めるには早過ぎると思うんだけど」

　それはあくまで地球に住む人間としての考えだったが、静香はフォルトーゼでもそう大きく違ちがわないだろうと考えていた。実際その通りで、フォルトーゼでもルースの年齢で結婚するのはあまり多くないケースだった。

「我は条件付きで賛成だ」

「えぇっ？　どうしてよ、キリハさん！　絶対に早いわよ！」

　キリハの意見は結婚に賛成。それを聞いた静香は、驚いてその事情を尋ねた。

「ルースが結婚すれば、ティア殿どのを取り巻く状況が変わる。そうすればルース自身にとって有益な結果となるかもしれない」

　キリハの意見は、政治家としての視点から導かれたものだった。結婚して得られるメリットが大きいなら、それを選せん択たくしない理由はないというものだった。

「だからって、その為ために妥だ協きようで結婚しろっていうの？　そんなの酷ひどいわよ！　ルースさんの気持ちだってあるんだし！」

　静香の意見はあくまで一人の女性としてのものだった。年齢が若く、またルース自身の気持ちの問題もある。それゆえキリハの言葉は受け入れられなかった。

「あまり興奮するな、静香。だからこそ条件付きで、と言ったのだ」

　興奮気味に詰つめ寄よってくる静香。その様子にキリハは苦笑した。

「………じゃあ、どういうことなの？」

　キリハの苦笑を目にして、静香は多少の落ち着きを取り戻した。しかし納なつ得とくした訳ではないので、その目は物問いたげだった。

「ルースが気に入らない相手と結婚しても、心的な負担が増すだけだ。その差し引きがマイナスになるようなら意味がない」

　先日、キリハも父親から結婚を勧すすめられた。それによって政治的な基き盤ばんを強くして、反体制勢力を抑おさえ込こむ為だった。しかしキリハはそれを拒きよ否ひした。その理由はキリハには好きな男性がいたからだ。だからルースが相手でも同じ判断を下す。いくら大きな力を得られるとしても、後こう悔かいするような選択は勧められない。結局、キリハも大おお枠わくで見れば静香と同じく、女性としての判断を下しているのだった。

「そのあたりはどうなんですかぁ？　相手の方がぁ、カッコ良いとかぁ、カッコ悪いとかぁ」

　ゆりかはまた別の視点を持っていた。お金持ちの御おん曹ぞう司し、貴族でこそないが、血筋は入っている。これで見た目が整っていれば、ゆりかの大好きな少女漫まん画がに出てきそうな、理想の結婚相手だった。そんな訳で、ゆりかの瞳はきらきらと輝いている。これには彼女が貧乏であるという事情も多分に含ふくまれていた。

『ゆりかぁ、気に入るって顔の事じゃないよぉ、もぉ………』

「ええっ、そうなんですかぁ？」

『そりゃ、あんたの大好きな少女漫画では、美系の男の子は性格も問題ないケースが多いけどさぁ。現実はそうじゃないんだよ？』

　早苗はすっかり呆あきれ顔がお。早苗にはゆりかの男性観についていけなかった。早苗にとって大事なのは顔ではない。もちろんお金でも地位でもない。早苗が重視しているのは心。より正確に言うと魂たましいだった。

　幽ゆう霊れいである早苗にとって、顔の見た目はそれほど問題ではない。どちらかというと光よりも霊波の方が沢たく山さん見えるので、顔形の良さよりも、放射されている霊波の方が重要になる。また、早苗は身体に浴びて不快な霊波が嫌きらいだ。欲望まみれの霊波は浴びていて嫌いやな気分になる。それよりは真っ直ぐで裏表のない、悪く言えば単純な霊波が好きだ。そして幽霊にはお金も地位も意味がない。

　早苗はこうした実に現実的な理由から、人間は心や魂が大事と考えているのだった。

『美形だけど陰いん険けんなのと、孝太郎だったら、あたしは孝太郎が良いな。寝ね心ごこ地ちが良いもん』

「ちょっと待て早苗!!　それじゃ何かっ!?　俺は不細工だって事かっ!?」

『ゆりか、あんたはどう？』

「聞けっておいっ！」

「えっとぉ、ご飯を食べさせてくれるのはぁ、どっちですかぁ？」

『陰険なのがあんたに理由もなくご飯くれる訳ないじゃない。んで、孝太郎にはいつも食べさせて貰ってるでしょ？』

「じゃあ里見さんがいいですぅ！　ご飯をくれない美形はいらないですぅ！」

『でしょ？』

「だからそれはどういう意味だっ!!」

　当初、早苗とゆりかの男性の趣しゆ味みはすれ違っていた。しかし最終的に極めて現実的な部分で意見の一いつ致ちをみた。『陰険じゃない人』イコール『ご飯をくれる人』。ゆりかにとって、見た目はご飯以上に重要な要素ではない。ゆりかは夢見がちな半面、貧乏ゆえにそれが夢だと分かっている現実主義者でもあった。

「いくら顔が良くてもご飯は食べられないんですぅ。里見さんでいいですぅ」

『やったね孝太郎っ、大人気だよ！』

「お、お前らなぁ………」

　遠まわしに二人から美形ではないと言われた孝太郎。それは自分でも分かっている事なのだが、チョコレートに絡からんで荒すさみ気味の心には、鋭するどく突つき刺ささる言葉だった。

『いいじゃない、孝太郎。人間中身で勝負だって』

「………中身だけのお前が言うと説得力あるな」

　この一言が、孝太郎に出来た唯ゆい一いつの反はん撃げきだった。

『うふふふふ～、あたし今はこんな愛くるしい幽霊だけど、実は生きていた頃ころは不細工だったかもしれないよ？』

「どうだっていい、そんなこと」

『あはは、孝太郎だってしっかり分かってるじゃない』

　早苗は嬉しそうに目を細めると、その目をルースに向けた。

『………それでルース、そのお見合いの相手って実際どうなの？』

　そして脱だつ線せん気味だった話がようやくルースの所へ戻った。

「そうだよね、結局はそういう事よね」

「我もそこが訊きたい。好きでもない相手と結ばれる事ほど悲しい事はないからな」

　早苗の言葉に、静香やキリハも同意する。見合い相手はルースの好きなタイプなのかどうか。六ろく畳じよう間まの少女達たちの意見は、概おおむねそこへと集約し始めていた。

「人ひと伝づてに大変素す晴ばらしい方だとは聞きき及およんでおりますが、実際にお会いした事はないので、それ以上の事は分かりません」

　ルースはそう言って首を横に振った。

　相手は名のある企業の最高経営責任者。慈じ善ぜん事業でも有名な人物でもある。ルースも社会知識としてそれを知っていたのだが、直接向かい合って話をした事がある訳ではなかった。

「今度、こちらへおいでになるという話ですから、それまではなんとも………」

『ふぅん。じゃあ、よっぽどの理由がない限り、とりあえずは会ってみるしかないんじゃない？』

　よっぽどの理由。

　ドキッ

　そう言われた瞬しゆん間かん、ルースの心臓が一ひと際きわ大きく脈打った。そして反射的に孝太郎を見てしまう。その孝太郎は顎あごに手を当てて考え込むようにしながら、真剣な眼まな差ざしでルースを見つめていた。

「それであの………サトミ様は、どう思われますか？」

　ルースは助けを求めるような気持ちで孝太郎に意見を求めた。実のところ、ルースが一番知りたいのは孝太郎の意見だった。何な故ぜならルースの心に住み着いている男性は、孝太郎だったからだ。つまり孝太郎こそが、早苗の言う『よっぽどの理由』だったのだ。

　ルースにとってティアは敬愛する主人であるのと同時に、姉妹のように育ってきた大切な幼おさ馴なな染じみでもある。それゆえルースがティアを任せる相手に求めるものは、恋れん愛あい対象に求めるものよりも更に厳しい。自身の恋愛なら間ま違ちがいも良いが、ティアには万が一の間違いがあっては困る。皇女という立場からも、幼馴染という関係からも、双そう方ほうの意味からそうだった。

　そして孝太郎は、ルースがティアを任せられると感じた、初めての人間だった。それはつまりルースが恋愛対象に求める条件は全て満たしているという事でもある。彼女の理想の男性だからこそ、何よりも大切なティアを任せられるのだ。

　ルースはこの本心を孝太郎に明かした事はなかった。ティアと孝太郎の関係の障害になっては困るのだ。しかしこの見合いという状じよう況きように至っては、どうしても孝太郎の言葉が欲ほしかった。それはルースの忠誠心の隙すき間まから漏もれ出だした、一人の女の子としての気持ちだった。

「俺は………」

　孝太郎は逡しゆん巡じゆんする。この時、孝太郎の脳のう裏りを様々な事こと柄がらが駆かけ巡めぐっていた。孝太郎のこれまでの経験からすると、考えなければならない事は決して少なくなかった。

　―――サトミ様………。

　そんな孝太郎を、ルースは祈いのるような気持ちで見守っていた。

　一言で良い。ルースには一言で良かった。

　どんな理由でも構わないから、孝太郎に見合いなんて止やめろと言って欲しかった。それだけでルースには見合いを止める十分な理由になった。

　―――サトミ様が止めろと仰おつしやって下さるなら、わたくしはそれだけで………。

　ルースは自分の想おもいが届かない事を知っている。何故なら、孝太郎にはティアを守って貰わなくてはならない。ルースの理想通りに事が運べば、孝太郎はティアのパートナーになる。だからどっちに転ぼうがルースと結ばれる事はない。だがそれで構わなかった。一緒にティアを守れれば良いと、そう思っていたのだ。そういう愛情の形があっても構わない、そんな風に思っていた。

　でも、それでも。

　ルースは願ってしまう。孝太郎がほんの僅かでも良いから、ルースに価値を見み出いだしてくれる事を。そうすれば報むくわれる。ずっと一緒にやっていける。それはルースのエゴだが、エゴと言うにはあまりに小さく、ささやかな願いだった。

「………俺おれからは、何も言う事はありません」

　だがルースの願いは届かなかった。

　結局孝太郎は、ルースに見合いを止めろとは言わなかった。










　孝太郎の答えを聞いた途と端たん、ルースは両目から涙を溢あふれさせていた。

「サトミ様………」

　溢れていたのは涙だけではない。胸の奥おくからは身体を大きく震ふるわせる程ほどの、深くも激しい悲しみが溢れ出してきていた。じっとしていると、その悲しみに押おし潰つぶされてしまいそうだった。

「………すっ、すみませんっ、すこしっ、ひとりでかんがえてきますっ」

　だからルースは部屋を飛び出した。うずくまって泣く姿を見せたくなかった。零こぼれ落おちる涙を見られたくなかった。そんな気持ちが、彼女の両足を動かしていた。それはルースのプライドで、そして孝太郎の枷かせになりたくないという想いからだった。

「ルースッ！」

　ティアが立ち上がったのと、ルースが玄げん関かんから飛び出していったのは同時だった。

「待つのじゃルースッ！　何処へ行くっ！」

　ルースがティアを大切に思うように、ティアもまたルースを大切に思っている。ティアはこれまで、ルースがこんな風に飛び出していくのを一度も見た事がなかった。だから分かるのだ。ルースがどれだけ大きなショックを受けているのかが。だからティアは迷う事なく部屋を飛び出した。泣きながら夜の闇やみへ消えていった、姉とも慕う大切な幼馴染を、追いかける為に。

　ルースとティアが飛び出していった後、一〇六号室は沈ちん黙もくが支配していた。それはルースの行動に驚いたからなのだが、時間の経過と共に驚きは理解へと変化していった。

「里見君っ！　どうしてあんな風に言ったのよ！」

　沈黙を破ったのは静香だった。静香は最近では珍めずらしく、その表情に大きな怒いかりをたたえていた。この時の静香の怒り方は、かつて侵しん略りやく者しやの少女達が一〇六号室で暴れた時と、同じ性質のものだった。彼かの女じよはその激しい怒りを、全力で孝太郎に叩たたきつけていた。

「………大家さん」

「大家さん、じゃないわよっ!!　里見君にだって分かってるでしょうっ!?　ルースさんは里見君に止めて欲しかったんだってっ!!」

「ええ」

　だが炎ほのおのように燃え盛る静香の怒りを前にしても、孝太郎はあくまで冷静だった。先程からの真剣な顔のまま、きっぱりと頷いた。

　―――すみません、ルースさん………。

　そしてルースとティアが飛び出していった玄関の方に目を向けて、心の中で小さくルースに詫わびる。理由はどうあれ、彼女を泣かせてしまったのは事実だった。

　―――ティアの件もあるからなのは、分かるんですが………。

　静香の言うように、孝太郎にもルースの意図は分かっていた。そうでなければ相談などはしないのだ。そして彼女は縁談に反対する役目を孝太郎に求めた。

　孝太郎はルースがその役目を自分に求めたのは、単に友人として信用されているからというだけでなく、かつて彼女からティアに仕えてくれと頼たのまれた事に関係していると思っていた。ルースが結婚するとなれば、孝太郎がティアに仕える事の意味や必要性が大きく変化してくる。だからここで孝太郎が意見を言わないという事は、ルースはティアに仕える事まで含めて拒きよ絶ぜつされたと感じたのかもしれない。ルースの信しん頼らいと願いが、孝太郎には届かなかったのだ、と。

　孝太郎はルースの気持ちの全てを理解していた訳ではない。しかしこうして、確かに彼女の気持ちを理解していた。分かっていてなお、その気持ちに応こたえなかった。

「だったらどうして!?　分かっていたならどうしてあんな、突つき放はなすような事を言ったのよ!?」

　静香の怒りは小さくない。頻ひん繁ぱんに一〇六号室に出入りするようになって、毎日を楽しいと感じていた静香。彼女はルースもまた似たような感情を抱いだいているに違いないと確信していた。だからこそ孝太郎の残ざん酷こくな言葉が許せなかった。それゆえに静香は、侵略者の少女達が両親の遺のこしたころな荘そうを傷付けた時と同じように、激しい怒りに包まれていた。今の静香は、ころな荘と同じくらい、侵略者の少女達が好きだったのだ。

「………」

　怒おこる静香に、孝太郎は何も言い返さなかった。

　一部とはいえルースの気持ちを理解していたのに、孝太郎は何も言わなかった。あの時、孝太郎にはどうしてもああ答えるしかなかった。そのせいで考えていた以上にルースを傷付けてしまったようだが、孝太郎は彼女にああいう風に答えた事を後悔していなかった。

　そしてだからこそ、静香の批判を甘あまんじて受けようと思った。他に答えようがなかったとはいえ、ルースを傷付けたのは事実なのだ。

「そう孝太郎を責めないでやってくれ、静香」

　何も弁解しない孝太郎に助け船を出したのはキリハだった。彼女は穏おだやかな表情をしながらも、悲しげに軽く目を細める。人の感情に通じたキリハだから、ルースの気持ちも、静香の気持ちも、そして孝太郎の気持ちも理解していたのだ。

「でも、あれじゃあルースさんが可哀かわい想そうだわっ!!　たとえ恋愛対象じゃなくったって、信頼できる身近な人に止めて貰いたい時ってあるのよっ、里見君っ!!」

　ルースは迷っているから、不安だから相談した。それなのに、信頼しているごく親しい人間から興味がないとでも言わんばかりの言葉を返された。ルースはこの場所で育はぐくまれた絆きずなに縋すがったのだというのに。孝太郎が止めていれば、ルースが部屋を飛び出すような事はなかった。彼女が悲しむ事もなかった。静香は分かっていてそれを行った孝太郎がどうしても許せないのだった。

「………」

　それでもやはり孝太郎は何も答えない。孝太郎自身、静香の批判はもっともだと思っていたのだ。

「静香、孝太郎はそれも重々分かっているのだ。分かっていて何も言えなかったのだ」

　何も言わない孝太郎に代わって、キリハが再び助け船を出した。

　―――本当に不器用な男だな、里見孝太郎………。どうしてそうやって、あえて真っ直ぐ茨いばらの道を行く？　もっと器用に生きれば良いだろうに………。

　キリハの事情を知った時の孝太郎の選択を思えば、ルースの相談に孝太郎が何を思うのかは明らかだ。だからキリハは、孝太郎が不当に非難され続けるのを見ていられなかった。そしてキリハは、孝太郎の行く手にある茨を刈かり取とるのが、親友としての自分の務めだと考えていた。

「どうしてよ!?」

「それは―――」

「いいよ、キリハさん。その先は俺が自分で言う」

　だがキリハが気持ちを代弁してしまう前に、孝太郎が彼女の言葉を遮さえぎった。孝太郎はルースの望みを叶かなえなかった理由は黙だまっているつもりでいたが、キリハに言わせるくらいなら自分で言った方が良いと判断したのだ。

「孝太郎………分かった。出過ぎた真似をした」

　キリハはバツが悪そうに孝太郎に詫びた。この時、キリハ自身も少し興奮している自分を自覚しており、その事を反省していた。キリハには誰の気持ちもよく分かる。だからこそ、すれ違う感情が悲しくて、どうしても黙っていられなかったのだ。

「いや、構わないさ。ありがとう、キリハさん」

　それはキリハの優やさしさだ。だから孝太郎には、彼女を責めるつもりはなかった。

「それでぇ、どういうことなんですかぁ？」

『せめて何か意見を言ってあげた方が良かったと思うんだけど』

　怒り心頭の静香に代わって、ゆりかと早苗が孝太郎に先を促うながした。二人にしてみても、孝太郎のあの発言は不可解だった。

「最近、俺自身も忘れそうになるんだけど、さ」

　そう前置きして、孝太郎は話し始めた。その表情は硬かたく、いつになく真剣だ。それはこれまで孝太郎が一〇六号室ではした事がない種類の表情だった。

「ルースさんも、ティアも、この星の人間じゃない。しかも本来は俺おれ達たちとは接点がない、素晴らしく身分の高い子達だ。おいそれとその人生に口出しはできない」

　孝太郎が心配していたのは、ルース達が異星人、そして極きわめて身分の高い少女達であるという事だった。

「そんなの、今の私達には、なんの関係もない事じゃない！」

　しかしそれだけでは静香は納得しない。ルースが何を望んでいたかは分かっている。ルースにしろ、静香にしろ、この場における関係性を重視していたのだった。

「確かに、そうかもしれません」

「だったら！」

「大家さん、ルースさんは友達だから、彼女が居なくなるのが寂さびしいから、彼女の縁談に反対する。確かに俺達はそれで良いのかもしれない」

　孝太郎にもそれは分かっている。孝太郎自身、反対したくて仕方がなかった。ルースとの関係は、既すでに簡単に別れられるほどの浅いものではなかったから。

「しかし………その先で彼かの女じよ達たちが直面する問題が、一体どんなものなのか想像がつきますか？」

　それでも孝太郎が縁談に反対しなかったのは、ルースとティアの未来を思えばこそだった。この部屋の今ではなく、ずっと先の、彼女達の未来の為に。孝太郎は自分の気持ちをぐっと抑え込み、ああいう風に答えたのだった。

「それは………」

　孝太郎の言葉は、静香の怒りを大きく削けずり取とっていた。静香が考えていたのは、あくまで目の前の事だけ。ずっと先の事は、少しも考えていなかった。

「俺達には分からない。フォルトーゼの事も、彼女が縁談を断る事の意味も。もしかしたら相手の男性が、今以上にティアを守る力になるのかもしれないんです」

　孝太郎には現在のフォルトーゼの情勢は想像もつかない。ティアが危あやうい状態にある事は知っているが、それを肌はだで感じて理解している訳ではない。ルースが結婚したらどうなるのか、逆に断ったらどうなるのか。そこには国を揺るがすほどの違いが、存在している筈だった。だがその差を正しく理解していない。アライアの時のように、一緒にフォルトーゼを駆かけ抜ぬけた訳ではないのだ。

「でも俺達の何気ない反対が、彼女達をより困難な運命に踏ふみ込こませるかもしれない。そうなった時に、果たして俺達で何とかできるのか………感情のままに、ルースさんに決断を強しいた責任を、取れるのかどうか………」

　孝太郎が恐おそれたのは、自分の個人的な感情が、ルースとティアをより困難な道へ追いやってしまう事だった。

　そして追いやってしまった場合に、その責任が取れるのかどうか。結婚するのと同じかそれ以上のメリットを、自分達が提示出来るのかどうか。

　この判断を誤れば、ルースとティアはフォルトーゼの巨大な権力構造を相手に、大きなハンデを負う事となる。その判断を、孝太郎は自分の感情を提示する事で、歪ゆがめてしまう事を恐れたのだ。

　―――これで良い筈。そうですよね、アライア陛下………。

　孝太郎がそう判断するのは、やはり過去のフォルトーゼでの経験ゆえだった。

　過去のフォルトーゼでは巨大な力同士が激げき突とつする様子を肌で感じる事が出来た。そしてその狭はざ間まで揺れる、アライアという少女の生き様を見てきた。

　アライアは自身の幸せよりも、国民の幸せを優先した。孝太郎はそんな彼女の願いを背せ負おっている。託たくされたシグナルティンは、与あたえられた木製の階級章は、孝太郎にとって決して軽いものではない。ルースとティアの幸せはもちろんだが、フォルトーゼという国にも、悪あく影えい響きようを出したくはなかった。言うなれば孝太郎は、アライアがするであろう選択をしたのだ。

「里見君………」

　既に静香の怒りは完全に鎮ちん火かしていた。それは孝太郎が静香自身よりも深く、ルースやティアを思いやっている事を理解したからだった。おかげで彼女の顔を覆おおっていた怒りは消きえ失うせ、代わりに悲しげな感情に覆われていた。静香は自分が目先の事しか見ていなかった事を、申し訳なく思っていたのだ。

「俺はルースさんをただの友達以上に大事な人だと思います。だからあの人が何を選ぼうと応おう援えんするつもりです。でも、決断はあくまであの人が自分でしなければならない。他でもない、ルースさんの人生なんですから。決して後悔のないように………」

　ルースの人生における決断は、あくまでルースがしなければならない。孝太郎は決してそこへ立ち入るつもりはなかった。夕食のメニューを決めるのとは訳が違う。

　だがルースが何を選ぼうと、孝太郎はルースを、そしてその主人であるティアを守るつもりでいる。その未来を、守りたいと願っている。

　何故ならそうする為に、孝太郎はフォルトーゼから一〇六号室へと帰ってきたのだから。そしてシグナルティンと階級章は、孝太郎にそれを望んでいる筈なのだから。










　時計は夜の十時を回り、街かい道どうには人通りが殆ほとんどなくなっていた。気温はどんどん下がり続け、身を刺すような寒さだった。

　キィ、キィ、キィ

　ころな荘そうからそれほど遠くない場所にある小さな児童公園。そこに金属同士のこすれ合う、小さな音が響ひびいていた。

「………わ、わたくしは………」

　その小さな音は、ルースが微かすかに揺らすブランコの鎖くさりから出ていた。その音は酷く寂しげで、まるで子供のすすり泣きのようにも聞こえる。そして音はルース自身の泣き声と一緒になって、無人の児童公園に木こ霊だまするのだった。

「………どうして、こんな………」

　ルースは自分の胸の中から溢れてくる、深い悲しみの感情に翻ほん弄ろうされていた。それはブランコの鎖に掴つかまっていなければ、身体を支えていられないほどの激しい感情だった。

　―――サトミ様………。

　ルースは孝太郎に、縁えん談だんに反対して欲しかった。一人の女性として扱あつかわれていなくても構わない。友達として、仲間として、同居人としてで構わない。お別れは寂しいと、言って欲しかったのだ。

　―――なのに、どうして………。

　しかし今、ルースの胸を占しめているのは孝太郎への強い思し慕ぼの念と、同じ大きさの強い悲しみ。ルースは孝太郎の答えを聞いて、初めて理解したのだ。自分が孝太郎に、女性として扱って欲しいと考えていた事を。そしてそう願ってしまう程に、孝太郎に想いを寄せていたのだという事を。

「どうして、こんな………馬ば鹿かな夢を………見てしまったのでしょう………」

　孝太郎はティアのパートナーで構わない。しかし気持ちだけは、ルースの方にも幾いくらか向けて欲しかった。時々で構わないから、料理の腕うでやファッションの変化を褒ほめて欲しかった。

『………俺からは、何も言う事はありません』

　しかし孝太郎の答えは、ルースの願望とはかけ離はなれたものだった。

　無関心。

　それはルースにとって、悲し過ぎる答えだった。愛してくれとは言わないが、せめて関心を持っていて欲しい。それがルースのささやかな願い。だがその願いは、孝太郎には届かなかった。先さき程ほどの孝太郎の言葉は、ルースにはそんな風に感じられていたのだ。

　キィ、キィ、キィ

　そんな時、ブランコの鎖の音が増えた。新しい音はルースのブランコの音に重なり合うように鳴っている。悲しみに揺れるルースだから、初めはその事に気付かなかった。だがルースが涙なみだを拭ぬぐおうとして顔を少し動かした時に、視界の端はしを金色に輝かがやく何かが掠かすめていった。それを見てようやく、ルースは自分の隣となりのブランコに、別の人間が乗っている事に気付いた。

「殿でん下か………」

　隣のブランコに乗っていたのはティアだった。ティアはルースが自分の方を向いた事に気付くと、小さく微ほほ笑えんだ。

「………主従揃そろって、同じ間違いを犯おかすか………」

　ティアは一度ルースを見失ったが、腕うで輪わの発するポジションシグナルを追ってこの場所へやってきた。そしてここでルースの姿を見付け、一緒になってブランコを揺らし始めたのだった。

　キィ、キィ、キィ

　揺れるブランコが二つになったので、鎖の音は倍になっている。ブランコの揺ゆれ幅はばは小さいので、その変化は僅わずかなものだ。しかしその分だけ寂しげな印象は薄うすれていたし、同じだけルースの気持ちも軽くなっていた。ティアが追ってきてくれた事は、ルースにとって少なからず嬉うれしい事だったのだ。

「聞いてくれ、ルース」

　そしてティアはブランコを揺らしながら、再びルースに笑え顔がおを向けた。それは楽しい笑顔というよりは、失敗を報告する時のバツの悪い笑顔だった。

「最近………わらわは浮うかれておった。自分が異星人である事をすっかり忘れて、コータローとの明るく楽しい未来を………勝手に思おもい描えがいておったのじゃ」

　一〇六号室を自分のものにして、孝太郎に忠誠を誓ちかわせる。そして孝太郎をフォルトーゼに連れて帰り、今と同じ生活を続ける。そしていつか皇こう帝ていとなって、その傍そばには孝太郎とルースがいる。あるいは孝太郎と結ばれるのかもしれない。

　ティアが想い描いていたのは、そんな夢だった。

「………それは………わたくしもでございます………」

　それはルースも同じだった。

　並んで進むティアと孝太郎の後を、ルースは一歩下がって追いかけていく。そして二人は時折振ふり返かえってルースに笑顔をくれる。そしてティアと孝太郎が結ばれる時には、ルースは最前列で二人を祝福するつもりでいた。

　そうやってティアとルースは、全く同じ一つの夢を思い描いていたのだ。

「じゃが………わらわがコータローを選ぶという事は、マスティル家の血が絶える事を覚かく悟ごせねばならぬ」

　ティアはフォルトーゼの人間。孝太郎は地球の人間。

　全く別の星に発生した生き物である以上、その間に子供が出来る可能性は全くと言っていいほどない。地球の中ですら、近親種に子供が出来る事は稀まれだ。それが別の星ともなれば、いくら見た目が似ていようが、その可能性は無いも同じだった。

　そんな二人が結ばれる。

　その事が意味するのは、ティアが引いているマスティル家の血を、その歴史と長い伝統を、絶えさせるという事なのだった。

「それは………はい………」

　この時ルースは、ティアに言われて初めてその問題を意識した。ルースもまたティアと同じように、いつの間にか孝太郎の事をフォルトーゼの人間と同列に扱って考えるようになっていたのだ。

「そしてそれ以上に、あやつに故郷を捨てさせる覚悟をせねばならぬ。あやつに新たな家族を与えてやれぬ事を、覚悟せねばならぬ」

　孝太郎を騎士として連れ帰るという事。それは孝太郎に故郷を捨てさせるという事。そして子供が作れない以上、孝太郎に家族が増える事もない。孝太郎はフォルトーゼで一人、孤こ立りつする事になるのだ。

「どれだけ想っても、われらは所しよ詮せん、異星人なのじゃ………」

「それで………ここ数日、落ち込んでおられたのですね？」

　孝太郎を騎士としてフォルトーゼに連れ帰るなら、孝太郎が孤立する事を覚悟しなければならない。つまり孝太郎を不幸にすると分かった上で、連れていかなければならないのだ。ティアにはそれが大きな過あやまちに思えた。それがここ数日の間、ティアを苦しめていた悩なやみだった。

「………そうじゃ。しかしルース、それはそなたも同じであろう？」

「はい………わたくしも自分が異星人である事を忘れて、サトミ様に止めて欲しいと思っておりました………」

　ルースは頷うなずく。

　ルースも以前のティアと同じだった。ルースの願望が何を引き起こすのかを、ティアに指し摘てきされるまで、深く考えてはいなかったのだ。

　―――そうか………それでサトミ様は………。

　だからここでルースは、孝太郎が自分の意見を言わなかった理由に思い至った。それは無関心だったからではない。ルースが考えずにいた事を、孝太郎は考えていたからだったのだ。

「じゃが、コータローには止められぬ」

　ティアは孝太郎を想いながら苦く笑しようする。それは出来の悪い兄弟へ向けるような、優しげな苦笑。今のティアには、孝太郎の気持ちは手に取るように分かるのだ。

「あやつは口では色々言うし、間違いなく異星人じゃが………馬鹿が付くほどに、フォルトーゼの騎士じゃ。決して無責任な事はせぬ………わらわ達が最良の選せん択たくをするように、とな………」

「はい………」

　ルースは異星人だ。その縁談に対して意見を求められても、孝太郎はフォルトーゼの事情に通じている訳ではないから、感情に根ざした発言をする事しか出来ない。そしてルースは孝太郎に、その感情的な発言を求めていた。しかし孝太郎はそれをよしとしなかった。だからまるで無関心とも取れる発言をした。

　孝太郎は無関心であったのではない。むしろ大きな関心を持ち、様々な事を考え合わせた上で、自分の意見は言うべきではないと判断した。ルースが忘れていた事を、孝太郎は忘れずにいたのだ。

　それを悟さとったルースは、気持ちが大きく和やわらいでいた。だが和らいだといっても、半分だけだ。孝太郎には手が届かないという現実は、今も彼女の中でくすぶり続けている。

「あやつがもう少しだけ………後先を考えない身勝手な男であれば………わらわ達はこんなに悩まずに済んだのかもしれぬの………」

「………しかしその場合、わたくしも殿下も、これほどまでにサトミ様を必要だとは思わなかった事でしょう」

　ティアとルースが孝太郎を家臣にしたいと願うのは、自分達にとって孝太郎は、青騎士を上回る最高の騎士だと考えているからだ。そして最高の騎士だからこそ、ティアやルースの立場を危うくするような事は口にしない。つまり二人が最も重要視している部分こそが、個人としてのティアやルースの願望を妨さまたげてしまっているのだ。

「われらが愛する男じゃからこそ、という事か………」

「はい………」

　それは二人にとって大きなジレンマだった。解決策は容易には見付からない。

　キィ、キィ、キィ

　だからブランコは揺ゆれ続ける。時が流れて深夜を過ぎ、周囲の音が何も聞こえなくなっても、鎖の軋きしむ音だけは小さな公園に響き続けるのだった。







ルースのいない日　二月十日（水）







　その日、孝こう太た郎ろうが目を覚ますと、既に朝食の匂においが六ろく畳じよう間まに漂ただよっていた。おなじみの味み噌そ汁しる、そして焼き魚の匂い。普ふ段だん通りの朝だった。

『孝太郎、起きたかホー！』

『最近、ちょっと寝ね起おきが良くなったホー！』

「………おはよう、カラマ、コラマ」

　だが、この日はいつもとは少し違っていた。ここ数すうヶか月げつ、孝太郎を起こしに来るのはティアとルースの役目だった。基本はルースが揺すって起こすのだが、駄だ目めな時はティアが踏む。そうした僅かな差はあれど、二人が揃って起こしに来るのは同じだった。

　しかしこの日、孝太郎を起こしたのはカラマとコラマ、二体の埴はに輪わ達たちだった。

　―――どうしたんだろう？

　起おき抜ぬけで頭が働かない孝太郎は、ボーッとした頭のまま部屋を見回す。思わずその姿を探してしまうほど、孝太郎にとっては二人が起こしにくるのが当たり前の事になっていたのだった。

　―――キリハさんしかいない………？

　孝太郎が見付けたのは目の前にいる二体の埴輪と、台所で料理をしているキリハ。そして孝太郎の身体からだに潜もぐり込こんで寝ねている早さ苗なえの顔だけ。いつもなら優ゆう雅がに紅茶を飲んでいるティアと、キリハを手伝っているルースの姿がある筈だった。起こしに来なかっただけでなく、部屋には二人の姿が見当たらなかった。

「………ティアとルースさんは？」

　孝太郎は眠ねむい目を擦こすりながら埴輪達に質問する。すると二体の埴輪達は布ふ団とんの上でぴょんぴょん飛とび跳はねながら、両手を頭上に向けた。

『ティアちゃんとルースちゃんは「青あお騎き士し」だホー！』

『ルースちゃんの縁談相手が来るって言ってたホー！』

「そっか、そう言えばそんな話をしていたような………」

　今日はルースの実家から連れん絡らくがあった日から数えて二日後、十日の水曜日。

　本来、フォルトーゼと地球を行き来するには、最速の宇宙船を使っても数日の時間を要する。二日では到とう底てい辿たどりつかない。だが気の早い縁談相手は、ルースの両親が連絡する前にフォルトーゼを出発していた。その為、到着がこのタイミングとなったのだ。

　―――やっぱり、いつもの顔がないと寂しいよな………。

　朝食の用意をしているのはキリハ一人きり。彼女の振るう包丁の規則的な音が六畳間に響いていた。他には目立った音は聞こえない。ルースが歩く時のスリッパの音も、ティアの使う茶器の音も、今日は聞こえなかった。普段とは少し違う朝。いつもの顔が二つないだけで、孝太郎にはどこか物悲しく感じられていた。

「起きたか、孝太郎」

　キリハが孝太郎に気付き、部屋の入り口から顔を出した。

「今朝はルースがいないので、朝食はもう少し待ってくれ」

　キリハはそう言って小さく苦笑すると、台所の方へ戻もどっていく。この時のキリハの顔が寂しげに見えたのは、孝太郎の見み間ま違ちがいではない。キリハもルースの事情には色々と思う事があったのだ。

　―――ルースさんが結けつ婚こんしたら、きっと毎朝こうなんだろうな………。

　孝太郎はキリハにトラブルが生じた時にも、似たような事を感じた覚えがあった。今日は丁度その反対の構図だった。

　ルースがこの部屋にいなくなれば、お茶を用意する人間がいないので、ティアもいなくなる。ティアがこの部屋に姿を現す頻ひん度どは大きく減るだろう。それは一〇六号室に関係する誰だれにとっても、寂しい事なのだった。

　―――そうなんだよな………みんながいてくれるからこそ、俺は毎日楽しく過ごせてるんだよな………。

　孝太郎はこの部屋に一人きりになった時の事を想像する。

　部屋に憑ついた幽ゆう霊れいはおらず、押おし入いれには居い候そうろうの部屋はなく、畳たたみをひっくり返しても地下道はなく、壁かべには宇宙船へ続く通路はない。

　それは引ひっ越こしてきた当初と同じ、ごく当たり前のアパートの姿だ。しかし今の孝太郎にとっては、酷ひどく寂しい場所に思えてならない。引っ越しの翌日から、次々と押し寄せてきた侵略者の少女達。彼女達を追い出そうと必死に毎日を過ごしていくうち、いつの間にか彼女達の存在を必要とするようになっていたのだ。

　―――だとしたら………俺には一つだけ、ルースさんに言ってあげられる事があったんだな………。

　孝太郎はルースに意見を求められた時に何も答えなかった。それがルース達にとって一番良い事だと思ったからだ。しかし人数の足りないこの部屋を見て、孝太郎は何も言わなさすぎたかもしれないと感じ始めていた。

『んー………こーたろー、もーあさぁ？』

　そんな時、孝太郎の胸むな元もとから顔を出している早苗が、くしゃくしゃっと目元を擦った。彼女も目を覚ましたようだった。

「ああ。でも、朝飯はもう少し先みたいだから、まだ寝てていいぞ」

『あい』

　早苗は手を引っ込めると、再び目を閉じる。

『こーたろー、いつもよりちょっとさむいから、きあいいれてあったかくして』

「………ああ、やってみる」

『んー、おねがい………』

　目を閉じた早苗は、幾らも経たたないうちに再び寝ね息いきを立て始める。孝太郎は自分の身体を寝ねぶ袋くろのように使って眠る早苗の顔を眺ながめながら、小さく苦笑する。

「そっか………俺の中は、いつもより少し寒いのか………」

　どうやら孝太郎は、自分で思っているよりもずっと強く、ルースとティアの不在を寂しいと感じているようだった。
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　その頃、ルースとティアの姿は、宇宙戦せん艦かん『青騎士』の着ちやつ艦かんデッキにあった。ルースの縁談の相手の出で迎むかえをする為ためだった。宇宙船としては『青騎士』の方が遥はるかに大きいので、縁談の相手が乗ってきた宇宙船ごと、艦内に招き入れる事になっていたのだ。

「あれがＤＫＩの御おん曹ぞう司しか………」

　ティアは値ね踏ぶみするように目を細める。

　着艦デッキに停てい泊はくした小型の宇宙船から姿を現したのは、地球の年ねん齢れいに換かん算さんして二十代前半の青年だった。この人物はフォルトーゼでも名の知られた大企き業ぎよう、ドラゴンナイトインダストリーの若き総そう帥すいだった。

　ドラゴンナイトインダストリー。その頭かし文らも字じを取ってＤＫＩと呼ばれるこの企業は、メルケムハウン家の血筋に連なる人物の手によって設立された総合企業だった。そして設立者が真しん竜りゆうの鱗うろこを家宝としていた為に、竜りゆう騎き士しという社名がつけられたといわれている。

　当初は商社としてスタートしたこの企業も、世代交代をしながら規模を拡大。今では商社として商品を売るだけでなく、自分達でも商品を開発するようになっていた。そうした方が大きな利益が出るほどに、事業の規模が拡大していたのだ。その結果、今日ではあらゆるものを手て掛がける総合企業として、フォルトーゼでも有名な存在となっていた。

「はい、殿下。エゥレクシス・ボランナム様です」

「見たところは優やさ男おとこ風だが………それだけではなさそうじゃな」

　そうしたＤＫＩの舵かじ取とりを一挙に引き受けているのが、現在の最高経営責任者、エゥレクシス・ボランナムだった。そしてこの人物こそが、ルースの縁談の相手だった。

　エゥレクシスは学業を修めた翌年から、父親に代わってＤＫＩの経営者となった。この頃ころＤＫＩは成長が鈍にぶり始めていたのだが、エゥレクシスの就任直後から急成長を再開。そこから今日までの数年に亘わたり、ＤＫＩはフォルトーゼの関連星系全体で大きな躍やく進しんを続けていた。こうした事情から、エゥレクシスは若く優ゆう秀しゆうな企業家として、名の知られる存在となっている。

　また、エゥレクシスは企業家としてだけでなく、慈じ善ぜん家かとしても知られていた。彼かれはＤＫＩの生み出す利益に比例して、毎年個人で莫ばく大だいな寄付を行っていたのだ。

　更さらにエゥレクシスは『大きな利益は、健全な社会から生まれる』という哲てつ学がくを掲かかげ、ＤＫＩ自体でも大規模な社会貢こう献けんを続けている。おかげで出資者と衝しよう突とつする事も少なくないのだが、エゥレクシスの業績と人気を前に、彼らは渋しぶ々しぶ口を噤つぐまざるを得ない状況となっていた。

　こういった事情により、エゥレクシスは騎士の名家・パルドムシーハの愛まな娘むすめの縁談の相手として、十分な資質を備えていた。貴族としての籍せきこそ持っていないが、メルケムハウン家の血筋である事も大きい。エゥレクシスは有力な貴族が望んでも、そうそう得られないほどの、有望な結婚相手なのだった。

「初めてお目にかかります。エゥレクシス・ボランナムにございます。皇女殿下におかれましては、御ご機き嫌げん麗うるわしゅう」

　やってきたエゥレクシスは、まずティアに挨あい拶さつをした。彼はルースの縁談相手だが、挨拶の順序はやはり皇女が先になる。

　近くで見ると、エゥレクシスは優美な男だった。高めの身長、着ている服や靴くつ、アクセサリー、果ては金色の髪かみに至るまで。一つ一つが洗練されていて美しく、紳しん士し的てきなイメージを作り出していた。そのイメージを更に後あと押おしするのが、力強さと鋭するどさを感じさせる容姿だろう。細身の顔に、頭の良さを感じさせる切れ長の瞳ひとみ。そこからは確かに、多くの人間を率いる者独特の雰ふん囲い気きが感じられた。

「遠い所をよくやってきてくれた。構わぬから、もっと近くに来るがよい。そこでは話も何もなかろう」

　ティアはエゥレクシスの姿を一いち瞥べつすると、彼を招き寄せた。数メートルの距きよ離りを挟はさんでいては、縁談は前進も後退もしないのだ。

　―――コータローとは正反対の男じゃな………。

　それがティアの第一印象だった。エゥレクシスと孝太郎では、似ているのは背の高さぐらい。後はことごとく反対の印象を持っていた。

「もったいないお言葉です」

　エゥレクシスはティアに礼を言うと、後ろを振ふり返かえる。そこには黒い制服に身を固めた五人のボディーガードの姿があった。

「………君きみ達たちはそこに居てくれたまえ。ここではガードは必要ないよ」

「はっ」

「なんなら船に戻っていても構わないが」

「それは流石さすがに。任務ですので」

「はははっ、真ま面じ目めすぎると損をするよ、君達」

　エゥレクシスはボディーガード達に笑いかけると、ゆったりと余よ裕ゆうの感じられる足取りでルースとティアの近くまでやってきた。それを受け、今度はルースが口を開いた。

「エゥレクシス様。ルースカニア・ナイ・パルドムシーハにございます」

「初めまして、ルースカニア様」

「わたくしの事は、ルースとお呼び下さい」

「それでは私の事はエゥルとお呼び下さい、ルース様」

　エゥレクシスはそう言って微笑むと、片かた膝ひざをついてルースに従属の姿勢を取る。エゥレクシスの家系は貴族籍を捨ててしまっているので、身分では大きく劣おとるのだ。

「お立ち下さい、エゥル様。長旅でお疲つかれでしょう」

「ありがとうございます、ルース様」

　エゥレクシスはルースを見上げて微笑むと、ゆっくりと立ち上がる。背の高い彼は、間近で向かい合うと幾らか威い圧あつ感がある。ルースは無意識に半歩下がってから、エゥレクシスの顔を見上げた。

　―――この方が、わたくしの縁談の相手………。

　ルースはこの時、自分がエゥレクシスに何の感情も抱いだいていない事に気付いた。初めて会うので当たり前ではあるが、ここ数日彼女の頭の中を占めていたのは、他の人間の事だったのだ。

「ルース様は映像で拝見したお姿よりも、実際のお姿の方が凛り々りしく、可か憐れんであらせられる。これは急いでお会いしに参上した甲か斐いがありました」

　対するエゥレクシスはルースを前にして上じよう機き嫌げんだった。エゥレクシスは一目でルースを気に入り、遠路遥はる々ばる会いに来た。結果的に両者の間には、感情の面で大きな温度差があった。

　―――いけない、折せつ角かく遠い所を会いに来て下さったのだから、失礼がないようにしなくては………。

　ルースにとって急な話だったし、突とつ然ぜんの来訪ではあるのだが、両親が納なつ得とくしている縁談の相手なので、失礼があってはいけない。縁談を進めるにしろ、断るにしろ、真しん摯しに向かい合う必要があった。そこでルースは気持ちを引ひき締しめ直し、改めてエゥレクシスと向かい合った。

「ありがとうございます、エゥル様。遠い所をようこそおいで下さいました」

「いささか性急すぎるかとも思ったのですが、これまでの仕事の経験上、良いお話というのは放っておくと逃にげてしまう事が多々ございまして。それゆえ、仕事を放ほうり出だして参上した次し第だいです」

　エゥレクシスの様子から、ルースにも彼がこの縁談に前向きである事が感じられた。話が流れてしまわないように、早く先へ進めたいというのは、実にやり手の経営者らしい考え方だった。

　―――気に入っていただけているようだし、良い方だとは思うのだけれど………。

　少し強ごう引いんな所はあるようだったが、それが悪い方向に働いていない。またボディーガードとの関係も良好で、ルースにはエゥレクシスは評判通りの好人物であるように感じられた。しかしルースには少しだけ気になっている事があった。

「ルース、こんな場所で立ち話もなんじゃろう。エゥレクシス殿どのを部屋に案内したらどうじゃ」

　この『青騎士』の中には、来らい賓ひん用の応接室が存在している。着艦デッキで立ち話をするよりも、よっぽど落ち着いて話の出来る場所だった。

「殿下………そうですね」

　ルースはティアの意図を察すると、すぐに賛同した。そしてエゥレクシスに着艦デッキの出口を指し示す。

「エゥル様、こちらへ。御ご案あん内ないさせて頂きます」

「いや、わらわが案内致いたそう」

「殿下!?」

「よいよい、気にするな」

　ルースが先頭に立って歩き出そうとした矢先、ティアがルースを追おい抜ぬいて、先導し始めてしまった。主人に先導させるのは、ルースには抵てい抗こうがあった。

「………そなたにも色々と考える事はあろう」

「殿下………」

　だが追い抜きざまにティアが囁ささやいていった言葉がルースを納得させた。ティアが先導を買って出たのは、主従の関係から出たものではなく、幼おさ馴なな染じみの気き遣づかいから出たものだったから。

「ティアミリス殿下、お気遣い頂き、ありがとうございます」

「なに、ルースの客はわらわの客も同じじゃ。それに今日のわらわは脇わき役やくじゃからの」

　ティアが先へ立って着艦デッキを進む。その後から、ルースとエゥレクシスが肩かたを並べて続く。そしてルースは目の前のティアの背中と、隣に居るエゥレクシスの姿を眺めながら、ぼんやりと物もの想おもいにふけっていた。

　―――エゥル様は良い方だと思うのだけれど………この光景は………何かが違ちがっているような………。

　ティアが先を行き、ルースとエゥレクシスが続く。もしルースとエゥレクシスが結婚したなら、こういう形で歩く事が普ふ通つうになるだろう。だがルースの気持ちの中で、何かが噛かみ合あわない。こういう未来がうまく想像出来なかった。先程からルースが気になっていたのは、この事だった。

　―――サトミ様なら………もっと………こう………。

　今、ここに居るのがルースとティア、そして孝太郎であったなら。ルースの心の中にはその時の様子がありありと思い浮かんだ。

　ティアと孝太郎が肩を並べて先を行き、ルースがそれに続く。ティアと孝太郎は激しい言葉の応おう酬しゆうを繰くり返かえし、時には殴なぐり合う事さえある。しかしいつも楽しそうで、健康的な笑顔が溢あふれている。そしてルースは後ろから二人のやりとりを眺めている。ルースにとっては、それだけで幸せだった。それに二人は大おお騒さわぎを続けていても、ルースを忘れる事はなく、時折振り返っては何事かを話しかけてくれる。

　それはいつもの日常風景だった。そして、そのまま先へ続いて欲ほしい未来でもある。

　今のルースにとって、孝太郎との未来ほど簡単に思い描けるものはなかった。そしてその未来の姿が、ルースの感性にぴたりとフィットしている。

　―――積み重ねてきた時間か、それともサトミ様の資質ゆえでしょうか………。

　今、隣を歩くエゥレクシスとの未来は、そこまで明確には思い描く事が出来ない。そして何とか思い描いた未来も、ルースの感性にうまくフィットしてくれない。

　そんな時だった。ルースの靴のかかとが、床ゆかの継つぎ目めに引ひっ掛かかった。

　カツンッ

「きゃあっ!?」

　考え事をしていたルースは、それで完全にバランスを崩くずしてしまい、床に向かって倒たおれ込こんでいった。

「おっと」

　トサッ

　だがルースが床に激突する事はなかった。そうなる前に隣を歩いているエゥレクシスが彼女の事を抱だき留とめたのだ。

　最近は体力作りが功を奏して少なくなっているのだが、元々運動が苦手なルースは時折こうして転びそうになる事があった。そしていつも近くに居る誰かに助けて貰もらっていた。だからルースはいつものように笑みを浮かべ、礼の言葉を口にしようとした。

「ありがとうございます、サ―――」

　だがその言葉は途と中ちゆうで途と切ぎれる。この時、ルースを抱き起こしたのはいつもとは違う相手だったから。

「大だい丈じよう夫ぶですか、ルース様」

「あ………」

　身体からだに回された腕の感かん触しよく。そして目の前にある顔。どちらもいつもとは違う。それを感じた瞬しゆん間かん、ルースの心の中に大きな違い和わ感かんと罪悪感、そして拒きよ絶ぜつの気持ちが芽生えた。

「い、いやぁっ」

　ルースはエゥレクシスを押おし退のけるようにして身体を離した。エゥレクシスが善意で助けてくれたのは分かっている。だが、心の深い所が彼を拒絶した。

　身体に回された腕の感触が違う。いつもはもっと雑で力強い。目の前にある顔が違う。いつもはもっととぼけている。そして間近に感じる気配。いつもはもっと、身を委ゆだねていたいと思わせる安心感があった。そして何より、大切な誰かを裏切ってしまった時のような罪悪感。

　それらがルースにエゥレクシスを押し退けさせたのだ。

「おっと、これは失礼致しました。御ご婦ふ人じんを相手に、いささか無作法でしたね」

　しかしエゥレクシスは気にした風もなく、笑顔でルースから距離を取った。

「い、いいえ、お助けいただき、ありがとうございました」

　ルースはエゥレクシスに対して、申し訳ない気持ちになっていた。

　―――エゥル様は善意でお助け下さったのに………。

　助けてくれたエゥレクシスを反射的に押し退けてしまった自分。その事がルースにはっきりと自覚させる。自分は目の前の人間を、何も見ていない、と。それはせっかく長い旅をして会いに来てくれた人間に対して、とても失礼なことだった。

　―――こんな事じゃいけない………結婚するかもしれない方なのだから………。

　ルースは気持ちを入いれ替かえる。

　今は他の事に気を取られていないで、エゥレクシスに集中すべき時だった。結婚するべきなのか、それともするべきでないのか。きちんとエゥレクシスと対話してこそ、その結論が得られる筈はずなのだから。










　ルースにとって重要だったのは、エゥレクシスとの結婚が、どのような結果をもたらすのかという点だった。

　ルースがエゥレクシスと結婚すれば、ルースはエゥレクシスの経済力と政治的な発言力を、エゥレクシスはパルドムシーハの名前と社会的な信用を、それぞれ手に入れる事になる。これに関してはギブアンドテイクと考える事が出来るだろう。

　しかし問題はそれだけには留とどまらない。ルースには他に三つ、気になっている問題があった。

　まず最初に考えておかなければいけないのが、エゥレクシスが信用出来る人間なのか、という問題だった。直接話をした時、ルースは彼を信用してもいいように感じた。加えてパルドムシーハの情報部門もエゥレクシスの身辺調査は進めている。短期的には問題のない相手と言えるだろう。だが、将来的にはどうだろう？　相手は騎士ではなく、あくまでも商人。常に利益が大きいと見込まれる方に付くからこそ、ＤＫＩは大きく成長してきたのではないだろうか？　今は確かにティアの側に付こうとしているが、今後はどうなのだろうか？　何らかの事情でティアの政治力が衰おとろえた時にも、同じだけ信しん頼らい出来る相手なのだろうか？　言ってみればルースは、エゥレクシスが騎士ではない事に僅かな不安を感じているのだった。

　次の問題は、エゥレクシスの人間性だった。最初の問題と似ているが、こちらはより身近な部分が重要となっている。ルースと結婚すれば、自然とエゥレクシスはティアの傍にいる事が多くなる。その時に、ティアが苦痛を感じるようでは困る。ティアにとって、エゥレクシスは身近においておきたい人間なのかどうか。性格や思想、果ては趣しゆ味みに至るまで、ティアとの相あい性しようは考えておく必要があった。これも一つ目の問題と同様に、小さな懸け念ねん事じ項こうだった。

　そして最後の問題。これこそが一番の難問なのだが、ルース自身がこの縁えん談だんをどうしたいのか、という問題だった。

　ルースにはこの縁談が非常に価値のあるものだという事を理解している。ルースの政治的な力を強化する事で、間接的にティアの力を強めるという、非常に重要な意味を持っているのだ。またエゥレクシスは好感の持てる人物だった。多少押しの強い所はあったが、前向きで優やさしさが感じられた。結婚をしたら、きっと幸せにして貰えると思えた。小さな不安は二つあったが、エゥレクシスの人ひと柄がらからすると心配はないように思える。総合すると、ルースにとってこれ以上に恵めぐまれた結婚相手はいない筈だった。

　だが、それでもなお、ルースの胸の中にはこれでいいのかという想いがある。自分が何かを裏切っているような、そんな気がして。だからルースは、これ以上ないという好条件の相手を前にしているのに、結婚を決めかねていた。

　―――わたくしはエゥル様と結婚した方が良い筈………それは誰の目にも明らか………不安を感じたり、納得できなかったりするのは、きっと急な話だったからにちがいありません………それは時間が解決してくれる筈………。

　断る理由はない。きっと何もかもうまくいく。

　ルースは何度もそう自分に言い聞かせる。何度も繰り返す事で、それが自分にとっての真実になってくれる事を願いながら。










　ルースとティアが吉きつ祥しよう春はる風かぜ高校に登校してきたのは、昼休みも終わりに差さし掛かかった頃ころの事だった。二人は席に着くなり、そのまま黙だまってじっとしていた。二人とも何かを考え込んでいるように見えた。

　孝太郎はそんな二人の姿を心配そうに眺めていた。

　―――悩むよなぁ、そりゃあ………結婚といえば、一大事だもんな………。

　ルースにとっては自身の将来を決める重要な局面。ティアにとっては大事な幼馴染の人生が決まる時。どちらにとっても、簡単な問題ではない。笑顔でいられないのは、孝太郎にもよく分かった。母親を早くに亡なくした里さと見み家では、父親が再さい婚こんをするかどうかで悩んでいた時期があった。その時の事を思えば、孝太郎には二人の気持ちをある程度想像する事ができたのだ。

　―――よし、とりあえず放課後だな。

　孝太郎にはルースに話したい事があった。しかし昼休みが終わろうというタイミングでは時間が足りない。そこで孝太郎は、放課後が来るのを待つ事にした。










　キーンコーンカーンコーン………

　ルースはチャイムの音を聞きながら、黒板の上に据すえ付つけられた時計を見上げていた。時刻は三時を回り、既すでに放課後を迎むかえていた。だがルースの心にはチャイムも時刻も届いていない。午後の授業の内容も、さっぱり思い出せない。ルースの心の中は、今も悩みでいっぱいだった。

　―――いけない、早く帰らないと………。

　チャイムが鳴ってからたっぷり十秒以上が過ぎてようやく、ルースは放課後になった事に気付いた。そして来客中であった事を思い出し、慌あわてて席を立つ。すると丁度それに合わせるようにして、ティアが駆かけ寄ってきた。

「ルース、わらわは先に帰るぞ。エゥレクシス殿が起き出して来るやもしれんのでの。そなたは晩ばん餐さんの用意を頼たのむ」

　ルース達が登校したのは、エゥレクシスがフォルトーゼとの時差の兼かね合いで、休息を取っているからだった。そして彼が起き出してくるまでの間に、晩餐の準備をしなければならない。そこで二人は手分けしてその準備に当たる事になっていた。

「ありがとうございます、殿下。よろしくお願い致します」

「うむ。そなたもしっかりな。なにせ、そなたの客じゃからの」

　ティアは軽く手を振るとそのまま教室を飛び出していく。彼かの女じよはルースほど差し迫せまった悩みを抱かかえている訳ではないので、帰る用意は済んでいた。

「いけない、しっかりしなくては………」

　ルースは浮うき足あし立だっている自分を戒いましめた。

　本当ならティアと一いつ緒しよに教室を出ているべきだった。それが出来なかったのは、自分が動どう揺ようしているから。良くない兆候だった。

　気持ちを改めたルースは、自分の鞄かばんを机に載せ、ノートや教科書を詰つめていく。

「ルースさん」

　孝太郎がルースに声をかけたのは、そんな時の事だった。










　吉祥春風高校の校門を出てからも、孝太郎とルースの間には会話はなかった。

　孝太郎にはルースに話したい事があったが、周りに他人がいるうちは出来ない内容だった。そんな訳で、孝太郎はずっと沈ちん黙もくを守っていた。

　ルースもルースで、孝太郎には複雑な感情があった。

　二日前に今回の事について相談した時、孝太郎は無関心とも取れる言葉を口にした。ティアと話をした事で、今のルースには孝太郎の意図が分かっている。しかしそれでも、あの言葉は彼女にとって悲しいものだった。どうしてもルースの女の子の部分が、もっと何か言ってくれてもいいだろうと思ってしまうのだ。

　そしてもうひとつ。ルースは孝太郎といつも通りに接していては、自分が結婚を決断できなくなりそうで怖こわかった。孝太郎が避さけたいと考えた、安易な決断を下してしまいそうに思えたのだ。

　だから孝太郎もルースも沈黙を守る。二人は言葉を交かわさないまま、ころな荘そうへ向かう道を進んでいた。孝太郎とルースの間にこれほどの緊きん張ちよう感があるのは、かつてない出来事だった。

　そんな状態がしばらく続いた。しかし校門を出てから五分ほど時間が過ぎた頃、ルースがこの沈黙を破った。周囲の人間が減った事に加え、ルース自身がこの沈黙の緊張感に耐たえられなくなったのだ。

「………サトミ様、一体何の御ご用ようなのですか？」

　ルースの声は硬かたい。その声には一いつ切さいの感情が籠こもっておらず、まるで敵へ向けられた声のようだった。それがルースの精せい一いつ杯ぱいの虚きよ勢せいであり、女の子としての意地だった。

「実はルースさんに、お詫わびをしたい事がありまして」

　対する孝太郎はいつもと同じ調子だった。いつもと変わらない呑のん気きな表情で通学鞄を担かつぎ、いつもと同じ歩調で歩いている。ルースにはそれが悔くやしく思えた程ほどだった。

「お詫び？」

　孝太郎の言葉を聞き、ルースは眉まゆをひそめ、厳しい表情を作った。

　―――まさか、殿でん下かの家臣になりたくない、とか………？

　孝太郎が詫びを言いそうな事で、ルースに思いつく事はそう多くはない。真っ先に思いついたのは、かつてルースが孝太郎にティアに仕えてくれと頼んだ事ぐらい。最重要の問題なので、表情は自然と厳しくなった。

「ええ」

　孝太郎は頷くと、朝からずっと考えていた事をルースに話し始めた。

「一昨日、ルースさんに縁談について相談された時の事です」

「えっ………」

　孝太郎が口にしたのは、ルースが予想していない言葉だった。

　―――あの時の………？

　すっかり別の事だと思い込んでいたので、この時のルースは拍ひよう子し抜ぬけして厳しい表情が緩ゆるんでしまっていた。

「あの時の俺おれは………その、ルースさんに言ってあげられる事は無いと思っていたんですが、後になって言わなければいけない事があったなって気付いたんです」

「サトミ様………あっ………」

　ルースはここで自分の気持ちと表情が緩んでしまっている事に気付き、慌てて双そう方ほうを引き締め直した。

「だからまずはお詫びをしたくて。申し訳ありません、ルースさん。あの時はちょっと考えが足りませんでした」

　孝太郎はルースの目を覗のぞき込こむようにしながら、詫びの言葉を口にした。

「え、ええ………」

　困こん惑わく気味のルースは曖あい昧まいに頷く。それを見ながら、孝太郎は思わず苦笑していた。

　―――やっぱり、もう少しだけ俺おれ達たちの事を深く考えるべきだったんだよな。すみません、ルースさん………。

　一昨日の不安そうなルースの姿、そして目の前の困惑気味のルース。彼女の二つの姿は、孝太郎には自分の未熟さの象しよう徴ちようのように思えるのだった。

「これはその………ルースさんの心の中だけに留めて欲しい話なんですが」

　孝太郎はそう前置きすると、視線をルースから外した。孝太郎の視線の先にあるのは冬の高い空。空気は澄すんでいて、何ど処こまでも続く高い空が広がっていた。

「俺の家は早くに母さんが死んで、俺と父さんの二人だけで暮らしてきました。そして丁度一年前、父さんの単身赴ふ任にんが決まって………その時の俺はもう進学が決まっていましたから、一人暮らしをする事になったんです」

　大きな青い空には、小さな雲が一つだけ浮かんでいる。孝太郎はその雲と同じように、この大きな町で、一人きりで暮らす筈だったのだ。

「でも、実際にはそうはならなかった。あの部屋に引っ越しをした翌日から、みんなが攻せめてきたからです」

　ちっぽけなアパート、ころな荘の一〇六号室。その領有権を主張して、四人の少女が姿を現した。孝太郎は自分の生活を守る為に、少女達と戦う羽目になった。少女達はその目的も人柄も実に様々。落ち着く暇ひまもない毎日が始まった。

「サトミ様………」

　ルースには孝太郎が何な故ぜこんな話をしているのかが分からなかった。しかし孝太郎の様子から、これがとても大事な話だという事は分かる。そこでルースは疑問を抑おさえ、孝太郎の言葉に耳を傾かたむけ続けた。

「あれからもう十ヶ月」

　孝太郎は指折り数えながら、ルースに笑いかける。

「その間に、いろんな事がありましたよね？」

「はい………」

　いろんな事。ルースにも思いあたる事は多かった。

　早苗がさらわれたり、ティアがクランに襲おそわれたり、キリハに従わない地底人が攻めて来たり。みんなで演劇をやった事もあった。クリスマスパーティやスキー合宿も大騒ぎだった。

　少し考えただけでこれだけの事が思い出される。細かいものを含ふくめれば、数え切れないほど沢たく山さんの想おもい出でがあった。

「そして………今になって気付いたんです。ルースさんやみんながいてくれたからこそ、俺のこの十ヶ月は、楽しかったんだろうって」

　孝太郎には大変な事ばかりだったこの十ヶ月。しかし今にして思えば、本当に大変だったのは最初の頃だけだった。少女達の事情が見え始めた頃からは、辛つらい事なんて一つもなかった。今の孝太郎には確信を持って言える。孝太郎のこの十ヶ月は、侵しん略りやく者しやの少女達のおかげで、実に楽しかったのだと。

　すぐに調子に乗るゆりかや早苗には言えないが、それは真実だった。そして真実だからこそ、孝太郎は過去のフォルトーゼから帰ってきた。少女達の願いを叶かなえ、この毎日を守る為に。

「サ、サト………」

　孝太郎の言葉が、ルースの胸に染しみ込こんでくる。すると彼女の心臓は、まるで早はや鐘がねのようなリズムで時を刻み始めた。頭の中は真っ白になり、何も考えられなくなる。心の中に築いた大きな壁にも、胸の鼓こ動どうがあっという間に大きな亀き裂れつを入れてしまった。

　―――いけない、これ以上聞いたら、わたくしは………。

　ルースの理性が警告する。だがその警告はあっという間に聞こえなくなる。胸の鼓動は、それほどまでに大きくなっていたのだ。

「ルースさん、あなたがこの十ヶ月をどう感じていたのかは分かりません。でも、もし結婚の事で悩なやんでいるなら、あなたの人生が一番楽しくなる選せん択たくをして欲しいんです」

　孝太郎は侵略者の少女達に感謝している。もちろんルースにも。だとしたら孝太郎がそうであったように、ルースにも楽しい毎日を送って貰いたい。結婚するにしろ、しないにしろ、楽しい毎日がやってくる選択をして欲しかった。

「その為にあなたが何を選ぼうと構いません。でもその代わり、俺はそれがどんな事でも応おう援えんします」

　それが孝太郎の結論だった。

　与あたえて貰ったものを返すという、至し極ごく単純な理り屈くつだ。

「あなたの人生が楽しくなるような、後になって後こう悔かいしないような、そんな未来を選んで下さい。それがルースさんの相談への、俺の答え―――いえ多分、願望です」

　ルースが結婚に不安を感じているなら、感じなくなる方法を考える。ルースが結婚を止めるなら、それでも構わない。その場合もティアやルースを守る為に手を尽つくす。ルースの言うように、ティアの家臣になるのも良いかもしれない。あるいは六ろく畳じよう間まの少女達に相談すれば、より良い方法がひねり出せるかもしれない。

　孝太郎には現在のフォルトーゼの事情は分からないから、余計な事を言ってルースの決断を左右するつもりはなかった。けれど今後のルースが楽しく生きられる選択をして欲しかった。そしてその選択を尊重し、支えてやる。それが与えて貰ったものを返すという事。孝太郎の答えだった。

　また、アライアからシグナルティンを託たくされ、シャルルから階級章を貰った孝太郎にとって、それは義務でもあった。アライアが守りたかったのはシグナルティンではない。この世界に暮らす人々の幸せだった。そして人々の幸せの担にない手てとして、シャルルは孝太郎に手作りの階級章を贈おくった。ならばルースの、ティアの幸せを守らねばならない。孝太郎は今も、アライアとシャルルの願いを、背せ負おっているのだった。

「わたくしは………」

　ルースがもし縁談の事だけを悩んでいたのなら、この時点で彼女はその破は棄きを決めていただろう。孝太郎の答えは、一昨日ルースが望んでいた以上のものであったから。

『そしてそれ以上に、あやつに故郷を捨てさせる覚かく悟ごをせねばならぬ。あやつに新たな家族を与えてやれぬ事を、覚悟せねばならぬ』

　しかし今のルースの心には、ティアの言葉があった。

　―――もし、わたくしがサトミ様と共に歩む人生を望めば、サトミ様はきっと応こたえて下さる………でも、それはサトミ様を不幸にする………それだけはっ!!

　ルースもまた、孝太郎に笑顔で生きて欲しかった。ティアにそれを望むのと同じくらいに。それがぎりぎりの所でルースの気持ちを支えた。縁談を破棄させなかった。

「………お話は、それだけでしょうか？」

　ルースは崩れそうになる気持ちを必死で支えながら、努めて冷静な声を出した。同時に表情が笑顔にならないように歯を食いしばる。

「はい」

　孝太郎はルースが厳しい顔をしていても不思議には思わなかった。一昨日ルースに言った言葉が、彼女を傷付けたと思うから。

「わたくしはこれで失礼致します。これから来客の準備がありますので」

　ルースは硬い表情のまま、孝太郎に頭を下げる。ルースは急いで孝太郎から離はなれたかった。これ以上孝太郎の傍そばに居たら、何かの弾はずみで気持ちが崩れてしまいそうだったのだ。

　―――殿下………殿下は、このようなお気持ちだったのですね………。

　そしてルースはこの時になってようやく、小さな主君の気持ちを理解したのだった。

「それでは」

　ルースは短い別れの言葉を残し、歩くスピードをあげた。

　―――もう大だい丈じよう夫ぶ………ちゃんとやれた………。

　ルースは深く安あん堵どしていた。自分の気持ちが崩れなかった事に。孝太郎を不幸にせずに済んだ事に。その安堵は深い。だから、足元への注意がおろそかになっていた。

　カツンッ

　ルースのつま先が、道路と歩道の僅わずかな段差に引ひっ掛かかった。

「きゃあっ!?」

　丁度歩くスピードを上げたところだったので、ルースの身体はかなりの速度で地面に向かって倒れていった。そのままアスファルトに叩たたきつけられれば、大きな怪け我がを負ったかもしれなかった。

　トサッ

　しかしそうはならない。ルースの身体は地面に激げき突とつする前に、何者かの手によって受け止められた。その手の大きさ、抱き締められた感触、身近に感じる体温から、ルースにはすぐに分かった。

「サトミ様………」

「大丈夫ですか、ルースさん？」

　ルースを抱だき止とめたのは、いつもと同じく孝太郎だった。そして同時に、ルースにはもう一つ分かった事があった。

　―――このかただ………やっぱり、わたくしには、このかたしかいない………。

　ルースの視界の真ん中に、安堵して微ほほ笑えむ孝太郎の顔がある。その孝太郎の顔は、涙なみだで一気に歪ゆがんでいく。

　孝太郎の腕うでに抱かれていると分かった瞬間から、ルースは身体に力が入らなくなっていた。ずっとこのままでいたいと感じていた。

　孝太郎の腕が感じさせる力強さ。その体温が与えてくれる心ここ地ち良よいぬくもり。その気配から伝わってくる安心感。それらがルースに直感させた。

　―――わたくし達の居場所はここなんだ………ここにいれば、わたくしは笑顔でいられる………。ティア殿下だってきっと………。ここなら、わたくし達は絶対に幸せになれる………。

　そしてその直感は、ルースの心を支えていたものを粉々に打うち砕くだいてしまった。

　―――いやだ………このかたじゃないといやだ………エゥル様が嫌いやなんじゃない、このかたじゃないと駄だ目めなんだ………！

　だがそれでなお、ルースは孝太郎から離れようとした。両りよう腕うでに懸けん命めいに力を込め、孝太郎の事を押し退けようとする。

「はっ、放して下さいぃっ!!　お願いですぅっ、サトミ様ぁっ!!　このままだとわたくしはぁっ、わたくしはぁっ!!」

「ル、ルースさん？」

　突然暴れ始めたルースに驚おどろきつつも、孝太郎は腕の力を緩めた。そして彼女が流している涙の理由が分からず、動きを止める。

「あなたはどうして夢を見させるんですかぁっ!!　どうしてぇっ!!　このままじゃ駄目なんだって、分かっているのにぃっ!!　諦あきらめようって、決めたのにぃっ!!」

　孝太郎の腕から逃のがれたルースは、そのまま走り出した。決して後ろを振ふり向むかず、全力で。そうしなければ、自分が罪深い選択をすると分かっていたから。心の壁かべは崩くずれ去さり、その向こう側から溢れ出した想いが、両目から涙となって零こぼれ落おちていく。ルースが足を前に出す度に、大おお粒つぶの涙が舞まい散ちった。

　―――サトミ様っ、サトミ様ぁっ!!　わたくしはぁっ!!

　ルースの身体は孝太郎から離れていく。しかしそれでも、彼女の気持ちは孝太郎の傍に寄より添そったままだった。










　ルースが逃げ込んだのは、『青騎士』にあるティアの私室だった。一〇六号室以外では、異星人の彼女に行ける場所はそう多くない。ルースが頼たよったのは、結局幼馴染の少女だった。
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「でっ、殿下ぁっ………うぅっ、うぐっ、うあぁぁああぁぁぁぁぁっ!!」

「ルース!?　そなた、一体どうしたというのじゃっ!?」

　部屋に飛び込んでくるなり座すわり込こんで泣き出したルースを見て、ティアはやっていた仕事を放り出し、ルースに駆け寄った。

「申し訳ございませんっ、殿下ぁっ、申し訳ございませぇんっ！」

　ルースは座り込んで肩を落とし、床を見つめて泣き続けていた。それはまるで、土下座をしているかのような姿だった。

「一体何を謝あやまっておるのじゃ？　泣いていては分からぬ、説明せよ！」

　ティアはルースの傍にしゃがみ込んだ。するとルースは床に敷しかれたカーペットに両手を突つき、ティアを見上げた。その顔は涙と悲しみに濡ぬれ、いつもの優しげな表情はどこにも見当たらなかった。

「わたくしにも分かっているのですっ！　今後の事を思えば、エゥル様と結けつ婚こんするのが一番良いのだと！　サトミ様には、地球に残って頂くのが一番の幸せなのだとっ！」

　ルースは抱えた想いを残らずティアにぶつけた。隠かくす必要はない。これまで二人はずっとそうやって生きてきたのだ。

「でっ、でもぉっ、分かってしまったんですっ！　わたくしには、あのかたしかいないのだとっ！　他の誰かでは、駄目なのだとっ！」

「ルース………」

　ティアはルースの言葉を聞くと軽く目を細め、いたわりの眼まな差ざしを向ける。ルースの言葉はティアには痛いほどよく分かる。ティアもまた、ルースと同じ気持ちを抱えていたから。

「この縁談を受け入れれば、殿下のお力を強める事ができるのにっ！　あのかたをフォルトーゼにお連れすれば、不幸になると分かっているのにっ！　なのにわたくしはっ、わたくしはぁっ！」

　ルースの涙が飛び散り、部屋のカーペットにまだら模様が描えがかれる。そしてそのまだら模様に、ルースの手が押おし当あてられる。やがてやり場のない感情が指に力を与え、カーペットにその指先を喰くい込ませた。

「あのかたの………サトミ様のお傍で、そのぬくもりと気高きお心を、感じていたいと願ってしまうのですぅっ!!」

　理屈では、ルースはエゥレクシスと結婚し、孝太郎は地球に残すのが良い筈だった。それで正しい筈だった。しかしその理屈を、ルースの心が拒絶する。理性と感情が対立し、ルースの心は引ひき裂さかれた。そしてルースは、心が引き裂かれた痛みで、泣なき叫さけぶ事しか出来ないのだった。

「いくら言葉を尽くしても、愛しておらぬふりは出来ぬか………」

　カーペットに食い込む指を一本ずつ外し、ティアはルースの手を取った。そしてルースの手を包み込むようにして、胸むな元もとにしっかりと抱だき締める。

「殿下………も、申し訳………ございません………」

「構わぬ。その気持ちは、わらわにもようわかるでな………」

　ティアはルースの手を抱き締めたまま、そっと微笑みかける。ティアが悲しんでいる時に、いつもルースがしてくれたように。ティアはルースが泣き止やむまで、そうして一緒に時間を過ごすつもりでいた。

「じゃが………そなたが少しだけ羨うらやましい」

「えっ？」

　ティアが口にした言葉に、ルースは思わず顔を上げた。そこで再びルースとティアの目が合う。ルースは驚いていて、ティアは微笑んでいる。いつもとは完全に立場が逆転していた。

「そなたの答えはもう出ておる。あとはただ、飛び込めば良い。じゃが………わらわはまだ、そこまで想い切る事ができぬ。そこが少しだけ………羨ましくてのう………」

　ルースは長い歴史と伝統を持つ騎き士しの名家に生まれた。だからその血筋を守る事には大きな意味がある。しかしティアの場合、その意味がより大きく、重い。ティアが孝太郎を選ぶという事は、皇家を一つ潰つぶすという事。しかもティアの属するマスティル家は、白銀の姫ひめ以前より続く、フォルトーゼ最古の皇家。つまりマスティル家の血が絶えるという事は、フォルトーゼの歴史そのものを放ほう棄きするのと同じ意味を持っている。だからティアはまだ、その踏ふん切ぎりがつけられずにいた。

「じゃが、ものは考えようじゃ。そなたがコータローと共に生きるなら、わらわにとって、それほど悪い未来ではないのじゃからの………」

「殿下………」

　ティアが生まれた時にはめこまれた、フォルトーゼという名の枷かせ。それは金色に輝かがやく一方で、ティアが自由に羽ばたけないほどに、重く巨きよ大だいな枷なのだった。










　泣き止んでからも、ルースは一〇六号室には帰らなかった。今はまだ、孝太郎と顔を合わせ辛づらかったのだ。また、予定されていたエゥレクシスとの晩餐も明日に延期された。気持ちが乱れていたし、準備が全く出来ていなかった。

　結果的に時間を持て余したルースは『青あお騎き士し』の格納庫へ向かった。そこに運び込まれたままになっている、孝太郎の鎧よろいを整備するのが目的だった。

　縁談については、既にルース自身の結論は出ていた。ルースにはどうしても、縁談を進める事が出来なかった。しかしだからといって簡単に破棄出来るというものではない。エゥレクシスの両親には直接会って詫びる必要があったし、ルースの両親にも通信一本でおしまいという訳にはいかない。ルースにはどうしても、一いつ旦たんフォルトーゼに戻もどる必要があったのだ。

　そこで問題になったのが、ティアの護衛がいなくなってしまうという事だった。ルースの仕事にはティアの世話だけでなく、護衛も含まれている。だから一時的にとはいえルースがフォルトーゼに帰ってしまえば、ティアを守る者がいなくなってしまう。それではまずいので、ルースは鎧を修理した上で、孝太郎にティアの護衛を頼むつもりでいた。結局のところ、ルースがティアを安心して任せられるのは孝太郎だけなのだった。










　格納庫の中にある整備区画に、青い鎧が直立不動の姿勢で立たち尽つくしていた。その姿勢は鎧に内蔵されているコンピューターがこれまでの運用データから割り出したもので、孝太郎が着て立っている姿とよく似ていた。

　―――青騎士の鎧、か………サトミ様が本物の青騎士であったなら、どれほど良かったか………。

　ルースは立ち尽くす鎧を見上げて、小さく溜ため息いきをついた。

　ルースとティアにとっては、孝太郎は青騎士を上回る存在だった。伝説の英えい雄ゆう・青騎士であればティアの命を守ってくれるだろうが、孝太郎なら命だけでなく心をも守ってくれる。青騎士にそこまでは期待できない。孝太郎が青騎士以上の存在だと思えばこそ、この鎧の胸に〝ティアミリスの青騎士〟と刻まれたのだ。

　だが、それはあくまでティアとルース主従の間での話だった。孝太郎はフォルトーゼの人間にとってはただの異星人でしかない。文明が遅おくれている星の出身だから、ティアがそうであったように、原始人扱あつかいがせいぜいだろう。とはいえ、ティアの家臣になるだけであれば、パルドムシーハの養子に迎えれば問題はなかった。しかし結婚相手ともなれば、話は違う。未開の地の原始人とティアが結ばれるとなれば、フォルトーゼには大きな動揺が走る。きっと国全体で反対の大合唱が起こるだろう。

　青騎士と言わないまでも、孝太郎がせめて騎士の家の生まれであってくれたなら、話はもう少し単純だったのだ。

「いいえ………その場合は、殿下がサトミ様を愛するようには、ならなかったのでしょうね………」

　ルースは最終的にそう結論して首を横に振った。

　ティアが孝太郎を愛するようになったのは、対等のライバル関係であったから。本音でぶつかり合う相手だからこそ、ティアは孝太郎を愛するようになった。だからもし孝太郎が騎士の家に生まれていたなら、それは起こらなかったに違いなかった。

「愚ぐ痴ちっていても仕方がない………作業を進めなくては………」

　ルースは気持ちを切きり替えると、鎧の近くにある整備用のパネルを叩き、鎧のメンテナンスを開始した。

　実はこの日より前の作業によって、鎧のハードウェア的な部分のメンテナンスは終しゆう了りようしていた。ルースは鎧のダメージ個か所しよをピックアップした後、その部分を修理するように、整備用の機器に命令を与えてあったのだ。

　だから今日の作業はソフトウェア的な部分のメンテナンスが主だった。孝太郎が着用した時の運用データと、新規パーツの擦すり合わせを行って、次に着用した時に不具合が出ないようにするのが目的だった。

「こうして改めて見てみると………無む茶ちやなパラメーターが多いような………」

　ざっと鎧の状態を確かく認にんしたところで、ルースは大きな違い和わ感かんを感じていた。

　交こう換かんしたパーツには、全すべて初期値の数値が入っている。しかし交換しなかったパーツにはおかしな数字が入っているものが多かったのだ。

　分かりやすい例は、腕部のモーターだろう。瞬しゆん間かん的てきに最大限の力が出るように設定されていて、長時間の運用には向かない。この設定で回し続けたら三十分ともたずにモーターが燃えてしまうだろう。

　そういったおかしな設定数値が至る所に見られたのだ。

「鎧自体のダメージといい、この無茶な設定といい、一体何と戦うと、こんな事になるのか………」

　鎧の奇き妙みような点は多かった。

　ハードウェア部分には長時間動かし続けた慢まん性せい的てきなダメージの蓄ちく積せきがあり、いつの間にか左ひだり腕うでにキリハの籠こ手てが内蔵されていた。また、装そう甲こうには強力な熱や戦せん闘とうによる損傷が刻まれている。更さらにはソフトウェア部分に奇妙な設定数値が多い。

　―――長期に亘わたって転戦しながら、戦闘用の大型機動兵器と何度か交戦した？

　鎧の状態を見たルースはそう結論付ける。どう考えても、クランと戦っただけのようには見えないのだ。

　数ヶ月前線で使ったせいで慢性的なダメージを蓄積、装甲のダメージは大型機動兵器から受けたもの。ソフトウェアの奇妙な設定数値も、大型機動兵器と戦う為ためだと考えれば納なつ得とくがいく。

　映像などの記録が残っていれば謎なぞは解けるのだが、それらは全て消されている。おかげでルースにはもどかしさだけが募つのった。

「サトミ様とクラン殿下は、絶対に何かを隠している………」

　孝太郎とクランの関係も、今のルースには懸け念ねん材料の一つだった。孝太郎をクランに引ひき抜ぬかれでもしたら、ティアの未来に暗雲が立ち込める。そうならない為にも、ルースは孝太郎達たちが隠している事を知りたいと考えていた。

「あら？　これは………」

　そんな時だった。ルースの目が、あるソフトウェアの設定項こう目もくの所で止まった。それは鎧に内蔵されている、翻ほん訳やく機きを制せい御ぎよしているソフトウェアだった。

「おかしいな………フォルトーゼの下位古代語の処理優先度がトップに上がってきている………上位古代語も優先度が四番目………こんな特とく殊しゆ言語がどうして？」

　この鎧やルースの腕うで輪わに搭とう載さいされている翻訳機は、日本語とフォルトーゼの言語を相そう互ごに変へん換かんする事が出来る。ルースがフォルトーゼの言葉で喋しやべったら、それをルースの声のまま日本語に変換したり、その逆をしてくれたりするのだ。おかげでルース達は地球でも不自由なく生活出来ている。

　この翻訳機はしばらくデータを取れば、およそあらゆる言語に対応する事が出来るのだが、有名な言語は最初から登録されていてデータを取る必要がない。現在のフォルトーゼの共通語や、近きん隣りん星系の言語などがそれにあたる。そしてその中に、フォルトーゼの下位古代語や上位古代語も含まれている。

　だが千年以上前の共通語である下位古代語や、その頃の儀ぎ式しき言語である上位古代語は、滅めつ多たに利用される事がない。そのため相手が喋っている言葉がどの言葉なのかを調べる際には、その順番は後回しにされるのが普ふ通つうだった。にもかかわらず、それが上位に入いれ替かえられている。これはその言語が頻ひん繁ぱんに利用された証しよう拠こで、コンピューターが先に調べた方が効率的だと判断し、その優先順を入れ替えたのだ。

「普通ならフォルトーゼの共通語が上位にある筈………なのに最上位は下位古代語………サトミ様は、なぜ下位古代語で喋っていたのでしょう………？」

　孝太郎はクランと共に行方ゆくえ不明になった。帰ってくる為に協力しあったのだから、クランの話す共通語がもっとも使用頻度が高くなる筈だった。にもかかわらず、下位古代語が最上位に来ている。これは理屈に合わない事だった。

「この事から考えられる事は………」

　孝太郎が共通語ではなく、下位古代語を喋っていた訳。

　そしてそれを隠す為に、クランは鎧のデータを消去した。

　ルースはこの事に論理的な説明を付けようと頭を働かせる。

「そうかっ、サトミ様達たちはもしかしてっ!!」

　たった一つだけ、この不可解な状じよう況きように矛む盾じゆんのない説明を付けられる答えがあった。

　それはにわかには信じ難がたい内容なのだが、ルースは自分の直感を信じた。最初に一つ突とつ飛ぴな事が起こるが、それ以降は自然な成り行きに思えたのだ。

「こうしてはいられないっ！」

　ピッ、ピピピッ

　ルースは大おお慌あわてで鎧の通信履り歴れきを呼び出した。真実の一いつ端たんを掴つかんだ彼女には、どうしても話さなければならない相手がいるのだった。
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　ルースが『揺ゆり籠かご』を訪問したのは翌日の放課後の事だった。

　孝こう太た郎ろうの鎧の通信機には、通信先としてクランの腕輪が登録されている。それを使ってクランに連れん絡らくを取ったルースは、翌日話をする約束を取り付けたのだった。

「それで、大事な話というのはなんですの？」

　クランは身体の周りに浮うかんでいた立体映像を消すと、苛いら立だち気味に眼鏡の位置を直した。クランはルースが訪ねてくる直前まで研究をしていた。それを中断させられたので、クランは不ふ機き嫌げんだった。クランがルースの顔を見るなり単刀直入に用件を切り出したのは、早く話を済ませて研究を再開する為だった。

「話というのは他でもありません」

　ルースにとっても話を急ぎたいというのは望むところだった。ルースは油断なくクランの顔を見ながら、用件を切り出した。

「クラン殿下とサトミ様が、お隠しになられている事についてです」

「かっ、隠している事なんてありませんわ」

　クランの表情が次々に変わる。不機嫌そうだった表情が一いつ瞬しゆんだけ驚きの表情に変わった後、冷静な表情に変わる。

　―――やはり、何かを隠しているのは間ま違ちがいないようですね………。

　ルースはクランの表情の変化からそれを感じ取った。予想外の事を問われて驚いた後、表情を取とり繕つくろったように見えたのだ。

「証拠があるのです」

「そんなものある筈がないでしょう」

　クランはそう言いながらルースに背を向ける。

　―――データは全て消している。パルドムシーハの言っている事は、全て当て推量の筈。証拠など、残っている筈がありませんわ………。

　クランはルースに見えない角度で小さく呼吸を繰くり返かえして自分を落ち着かせると、余裕の笑え顔がおでルースに笑いかけた。

「わたくし達には隠している事など、何もないのですから」

　クランは孝太郎との約束で、過去のフォルトーゼであった事を秘密にする事になっている。その方がフォルトーゼを混乱させずに済むので面めん倒どうが少ないのだ。それにクランとしてのメリットも大きい。この約束のおかげで、現状において誰だれよりもシグナルティンに近い場所にいるのはクランなのだ。ただの皇こう帝ていと、シグナルティンを持っている皇女では、どちらがより意味のある存在なのかを、クランはよく理解している。この圧あつ倒とう的てき優位の状況を、自分から崩すほどクランはお人ひと好よしではなかった。

「まず最初の証拠は、クラン殿下、あなた様がわたくしをこの船に招き入れた事」

　だが余裕のクランを前にしても、ルースは怯ひるまない。厳しい目でクランの反応を確認しながら、ひとつひとつ言葉を紡つむいでいった。

「なんですって？」

　これもまた予想外の指し摘てき。驚いたクランは、思わず表情を変えてしまう。この反応の事も、ルースは重要な手て掛がかりとして記き憶おくしていく。

「クラン殿下はほんの半月前に、わたくし達を殺そうとなさいました。にもかかわらず、わたくしが話をしたいと申し出た時に拒きよ否ひしようとなさらなかった。また、こうして直接向かい合っても、わたくしを殺そうとなさらない。何故です？」

「それは………」

　クランは答えに詰まる。

　クランがティア達を攻こう撃げきしないのは、クランの手札の中に『青あお騎き士し』と『シグナルティン』というカードが揃そろっているから。それは皇位継けい承しよう権けんよりも強いカードなので、現状においてティア達を攻撃する意味が失われたのだ。また、今のクランにとって孝太郎は苦楽を共にした仲間でもある。その友人であるルースを傷付ける発想はなかった。

　しかしそれらの事は明かせない。困ったクランは必死に表情を保ちながら、頭をフル回転させた。

「それは、皇女として相応ふさわしい勝ち方があるだろうと気付いたからですわ。ティアミリスさんの邪じや魔まをするなら、正面から行く事にしましたの。高い山を低くする事は、登山家のする事ではありませんわ」

　幸い、苦くるし紛まぎれにしてはそれらしい言葉が思いついた。

　―――やれやれ、厄やつ介かいな事になってきましたわ………。

　クランはルースの追つい及きゆうをかわした事を安堵しつつも、油断しないように気持ちを引ひき締しめた。

「では、クラン殿下がこの星に留とどまっておられる理由は？　今仰おつしやったようにティア殿下と正面から戦う訳でもなく、さりとてフォルトーゼに帰る訳でもない。ここで一体何をなさっているのですか？」

　ルースはクランの言葉を捉とらえ、更に追及を強める。

「そっ………」

　これもまた、クランにとっては答え辛い質問だった。

　クランがここにいるのは、シグナルティンの研究をする為だった。加えて、孝太郎を自分の家臣にする為でもある。

　もちろんそれを言う訳にはいかない。クランは再び頭をフル回転させなければならなかった。

「それは、ティアミリスさんと戦う武器を作っているのですわ。完成次し第だい、皇位継承権を賭かけて、戦いを挑いどむつもりでおりますの」

「それは嘘うそですね」

　ルースの目が細められる。声も冷たい。ルースはこの言葉が嘘だと分かっていた。

「嘘では、あ、ありませんわ！」

　クランは動揺して声が上ずってしまう。それを聞いたルースは、チャンスとばかりに一気に畳たたみかけた。

「正面から戦いを挑むというのなら『朧ろう月げつ』を呼よび戻もどさないのは何故なのですか？　あの船の方が武装は豊富だし、武器の開発用機材も揃っている筈です。こんな小型宇宙船で開発を続ける理由が何処にあるというのです？」

　クランが現在利用しているのは『揺り籠』という小型の宇宙船だ。これは元々クランの専用宇宙戦せん艦かん『朧月』に搭載されていた多目的宇宙船だった。『揺り籠』は研究用にセンサー類や観測機器などが強化されているので、シグナルティンの分ぶん析せきや研究には十分なのだが、武器を作るという用よう途とにはあまり向かない。それをするならルースの言うように『朧月』をフォルトーゼから呼び戻すのが合理的だった。

「そっ、そんな事っ、あなたに答える必要はありませんわっ！」

　流石さすがのクランも、この追及はかわす事が出来なかった。ティアと戦うつもりなのに、『朧月』を呼び戻さない理由など、咄とつ嗟さには思い付かない。質問に答えないでいるだけで精一杯だった。

　―――間違いありません、クラン殿下とサトミ様は、非常に重大な秘密を隠しておられる！　ここは！

　クランの様子に確信を深めたルースは、とどめを刺さすべく最後の質問を繰くり出だした。

「では質問の仕方を変えさせて頂きます。………サトミ様とクラン殿下は、過去のフォルトーゼで何と戦ったのですか？」

　この質問がルースの切り札だった。ここまでの質問はクランを動揺させる為の前ふり。この質問の答え、あるいは反応がルースの一番知りたい事だった。

「なっ、何故それを!?」

　完全にルースの術中にはまっていたクランは、思わずそんな言葉が口から飛び出してしまっていた。

「やっぱりそうなのですね!?」

　クランの反応を見て、ルースは表情を輝かせる。反対にクランは愕がく然ぜんとしながら両手で自分の口を塞ふさいだ。

　―――し、しまった!?　ひっかけられましたわっ!!

　あれでは過去に行きましたと告白するに等しい。致ち命めい的てきなミスだった。

「サトミ様の鎧に搭載されている翻訳機の設定が、下位古代語を最優先するようになっていました！　日常会話で使わないと優先順位が共通語を上回る筈がありません！　だからもしかしてと思ったのですが………まさか、事実であったとは………」

　ルースは翻訳機の状態や、他の細かい情報を繋つなぎ合あわせ、この結論に辿たどり着ついた。そしてクランを動揺させて隙すきを作り、突とつ如じよ別角度からの質問でカマをかけた。効果は覿てき面めん。クランは思わず口を割ってしまった。だが予想していたとはいえ、これはルースにとっても驚きの答えだった。

　―――そうか、翻ほん訳やく処理の優先順位！　そこまでは思い付きませんでしたわ！

　クランは孝太郎に頼まれて鎧のデータを消したが、流石さすがに鎧よろいに搭載されている機器の個別の設定にまでは考えが及およばなかった。それらの僅かな情報からこの結論が導かれるなどとは誰も思わない。これはクランのミスというより、ルースが優ゆう秀しゆうだったと言うべきだろう。

「クラン殿下、どうかお教え下さい。お二人は何処で何をしていたのですか？」

　この時点でルースに分かっていたのは、古代語が日常会話で使われていた時代のフォルトーゼで、二人が何かと戦ったという事だけ。その先の事がどうしても知りたかった。孝太郎の問題は、将来的にティアとルースの問題にもなりかねない。とても重要な問題だったのだ。

「………何の話をしているのか、わたくしには分かりませんわ」

　クランは手の内を知られた事で、かえって落ち着きを取り戻していた。

　―――パルドムシーハは真相に辿り着いている訳ではない。とすれば、ある程度の事実は認めてやったほうが、パルドムシーハも納得して退くかもしれませんわね………。

　クランは素す早ばやく考えをまとめると、余よ裕ゆうたっぷりにルースに笑いかける。反対にルースは興奮気味にクランに噛かみついた。

「はぐらかさないで下さいませ、クラン殿下っ！　先さき程ほどの殿下の御ご様よう子すからすれば、事実なのは明らかです！」

「はぐらかしてなどおりませんわ。それにもし、あなたの仰る通りだったとして―――仮にわたくしとコータローが本当に過去のフォルトーゼに行っていたとして―――その事を素す直なおに認めると思いまして？」

「そ、それはどういう意味なのですかっ!?」

　真実に近い所まで辿り着いた事で、ルースは先程までの冷静さを失いつつあった。反対にクランは落ち着きを取り戻している。二人の攻こう守しゆは入いれ替かわっていた。

「どうもこうもありませんわ。わたくし達が過去へ行ったと認めるのは、過去に干かん渉しようしたと認めるのと同義。それはわたくし達のフォルトーゼ皇家の正当性を揺るがしかねない大問題ですわ」

「そ、それは………」

　ルースは言葉に詰つまった。クランの言う事はルースにも理解出来るものだった。

　過去へ行った孝太郎とクランは歴史を変えていない。小さな変化はあるが、大おお枠わくでは元の歴史のままだ。だが過去へ行ったという事を公おおやけに認めれば、皇家による支配は歴史を変えた事によって成立したのかもしれないという疑ぎ惑わくが生じる。その疑惑が国内に広まるのは、フォルトーゼにとって決して良い事ではない。

「従って真実がどちらであるにせよ、わたくしにはこう答えるしかありませんの。わたくしとコータローは、過去のフォルトーゼになど行っておりませんわ」

「くうっ………」

　ルースは奥おく歯ばをぎゅっと噛み締しめる。真実の一端を手にしながら、結局は真実に辿り着かなかった。その悔くやしさは決して小さくはなかった。

　―――これが最大限の譲じよう歩ほですわよ、パルドムシーハ。このあたりで手を打って、後あとにお退きなさいな………。

　クランはそんな事を考えながら、ルースの様子を見守っていた。ここはクランにとっても微び妙みような判断が必要になる難しい局面だった。

「わ、分かりました………」

　結局、ルースは追及を止める事に決めた。これ以上はいくら訊きいても、クランが決して答えないであろう事を理解したのだ。

「ですが、最後に一つだけお教え下さい」

「なんですの？」

「お二人が姿を消していた間も、サトミ様は、騎士に相応しいふるまいをされておられましたか？」

　それでもルースにはどうしても確かめておきたい事があった。それは孝太郎が孝太郎のままであったのかどうか。ルースが一番知りたいのは実はそこであって、過去の出来事自体はそれほど興味はないのだった。

　―――助かりましたわ、パルドムシーハ………。

　クランは内心で大きく安堵の息を吐はくと、ルースに笑いかける。それはクランにしては珍めずらしく、悪意も敵意も籠こもっていない、純じゆん粋すいな笑顔だった。

「安心なさい、パルドムシーハ。最初から最後まで、コータローは馬ば鹿かがつくほどの騎士でしたわ」

「そう、ですか………」

　ルースの肩かたが落ちる。一応、一番確認したい事は確認できたが、真実は闇やみの中。ルースの落らく胆たんは深い。その事はクランにもよく分かった。そしてクランは、落ち込んでいるルースが可哀かわい想そうになった。

　―――わたくしはいつの間にこんなにお人好しになってしまったのか………。

　クランは自分でも不思議に思いながら、ルースに話しかけていた。

「パルドムシーハ、折せつ角かくやってきたあなたを手ぶらで帰すのもつまりませんわ。代わりに良い事を教えて差し上げましてよ」

「クラン、殿下………？」

　ルースは顔を上げ、目を丸くする。クランらしからぬ行動にルースは驚いていた。

　―――そんな顔をするものではありませんわっ！　わたくしにも変だと分かっているのですからっ！

　クランは目を丸くするルースに軽く腹を立てながらも、頭の中から一番ルースの役に立ちそうな情報を選び出した。

「パルドムシーハ、あなた今、縁えん談だんが進んでいるでしょう？」

「はい………御ご存ぞんじだったのですか？」

　ルースは再び目を丸くする。クランの口から自分の縁談の話が出てくるとは思わなかったのだ。

「ええ。わたくしはティアミリスさんを狙ねらっていたものですから、その方面の情報も存じておりましてよ」

「それは何と申し上げれば良いのか、分かりかねますが………」

　ルースは苦く笑しようする。ルースは少し前までは敵の前にいる感覚だったのだが、今は不思議とそれが緩んで来ている。クランの内面に起こった変化が、ルースにも伝わり始めていたのだ。

「そんな事より、その縁談、少し気を付けた方が良いですわよ」

「気を付ける？　それはどういう意味でしょうか？」

「ＤＫＩは今後、軍事方面に事業を拡大するつもりでいますの」

「軍事ですって!?」

　それはルースにとって気になるキーワードだった。

　ＤＫＩは総合企き業ぎようだが、軍事にだけは参入していなかった。だから軍縮を掲かかげるティアの母、現皇帝であるエルファリアとの相あい性しようが良く、ルースの結婚相手として白羽の矢が立ったのだ。

　しかしそれが今後軍事に事業展開するというのであれば、エゥレクシスが強ごう引いんに縁談を進めている事には別の意図が見えてくる。

「それは確かなのですか!?」

「確かですわよ。パルドムシーハの情じよう報ほう網もうが掴んでいないのも仕方ありませんわ。我わがシュワイガ家は科学分野で突とつ出しゆつした業績がありますから、軍事関係の情報は自然と厚くなりますの」

　クランの属するシュワイガ家は、代々多くの科学者を輩はい出しゆつしている。このため自然と軍事関係とのパイプが強くなっている。軍部としては軍縮を進めるマスティル家よりも、科学に強いシュワイガ家と仲良くした方が権力の拡大に繋がる。だから軍部は、クランがティアの邪魔をしに地球へ向かう事を知ると、互たがいのプラスに働きそうな情報をクランに流し始めた。その中に含まれていたのが、エゥレクシスとＤＫＩの今後についての情報だった。

「エゥレクシスは事業の拡大の為に軍事関係に参入したい。だが実績がない企業がいきなり参入してもシェアが取れる筈がない。そこで軍部にパルドムシーハとの縁談という餌えさを撒まいた。後はお分かりでしょう？」

　クランがそう言って肩を竦すくめると、ルースの顔色が変わった。

「わたくしとの結婚後に軍事へ参入すれば、パルドムシーハとマスティルの間に亀き裂れつが入る!?」

「その見返りとして、軍部はＤＫＩに大きな仕事を発注する。実に見事な取り引きですわね」

　ルースと結婚してパルドムシーハという名前が持つ大きな影えい響きよう力りよくを手中にした後、最終的には軍部と手を組む。エゥレクシスにとって、ルースと結婚できれば損はない。軍が約束を守らないなら、これまでの路線を継けい続ぞくすれば良い。その場合、軍縮を掲げるマスティル家が勢いを増す結果となるので、軍部はエゥレクシスの提案を飲むしかない。やり手の経営者としての面めん目もく躍やく如じよ、エゥレクシスの見事な事業計画だった。

「だとしたら、この縁談は断れば問題ないという事ですね？」

　ルースは元々この縁談を断るつもりだった。結婚すれば罠わなにはまるなら、断れば問題はない筈はずだった。

「基本的にはそうなりますわね。ただ、わたくしにはエゥレクシスが急いで会いに来た事が気にかかりますわ」

「それはどういう意味でしょうか？」

「エゥレクシスの来訪自体が、軍部がこの星に戦闘部隊を連れ込む為の隠かくれ蓑みの。そしてあなたが縁談を断るようなら、何らかの理由でティアミリスさんから一時的に引ひき剥はがして、その間にティアミリスさんに不幸な事故が起こる、なんてケースもありそうだという意味ですわ」

「まさか―――」

　ルースは縁談を断る為に、一旦フォルトーゼへ帰るつもりだった。その間に、軍部はエゥレクシスの船に同乗させた部隊でティアを襲う。下等な地球人によって不幸にも惨ざん殺さつされたと発表するもよし、ティアの身み柄がらを押おさえてエルファリアとの交こう渉しようカードに使うもよし。

「そこまでの事が起こるというのですか!?」

「………あくまで可能性の問題ですわ」

　クランはここで言葉を濁にごしたが、実際はティアの身柄の方が本命である可能性も高いだろうと思っていた。何しろティアを邪魔しようとしたクランに、エゥレクシスの件を教えてきたくらいなのだ。無理をしなくても軍部が何とかします、という合図とも取れる。

「いけないっ、ティア殿でん下かっ!!」

　ルースはすぐにティアの所へ戻る事にした。それがたとえ僅かでも、ティアに危険が及ぶ可能性は排はい除じよしなければならなかった。

「お礼はまた後ほどっ、クラン殿下っ!!」

　いつもは礼れい儀ぎ正ただしいルースが、殆ほとんど挨あい拶さつもしないでクランの研究室を飛び出していく。彼女はそれほどまでに焦あせっていた。

「気にする必要はありませんわ。もともとただの手て土産みやげなのですから」

　対するクランは落ち着いた調子でそれを見送ると、一度小さく溜め息をついた。

「ふぅぅぅ………それにしても、なんだかベルトリオンに対する貸しばかりが増えていくようですわね………わたくしって、こんなにお人好しだったかしら………？」

　そしてクランは腕輪に命じて、通信回線を開いた。







孝太郎の真実　二月十一日（木）







　その頃、孝こう太た郎ろうは部活動を終え、クランの隠かくれ家がへ向かっていた。孝太郎にはクランに相談したい事があったのだ。

　孝太郎が相談したかったのはルースの結婚についてだった。孝太郎は現在のフォルトーゼ事情に詳くわしくないので、直接ルースの力になってやる事が出来ない。それならばよく知っている奴やつに相談してみようと考えての事だった。

「まったく、陰いん険けんなのは性格だけでいいだろうに。住むとこはもっと明るく綺き麗れいな場所にしろよな、クラン」

　孝太郎はぶつぶつと文句を言いながら暗い山道を歩いていく。クランの宇宙船は目立たない山間部に隠されている。日が暮れた後に向かうには、苦労させられる場所だった。

「そういえばこの腕輪って、ライトが付いてるんじゃなかったっけ」

　孝太郎は右みぎ腕うでにはまっている腕輪を顔の前に持って来る。腕輪はクランから貰もらったもので、機能的にはティアやルースのそれと同じものだ。腕輪には幾いくつかの便利な機能が備わっており、その一つがライトだった。

「おい、『揺ゆり籠かご』」

『お呼びでしょうか、マイロード』

　孝太郎が腕輪に呼び掛かけると、腕輪にはまっている宝石がきらめき、孝太郎の視界に重なるようにして宇宙船の立体映像が表示された。

　ティア達の腕輪が『青あお騎き士し』に繋がっているように、この腕輪は『揺り籠』に繋がっている。腕輪の本来の用途は、宇宙船のリモートコントローラーなのだ。

「暗いから―――」

『ベルトリオン』

　そして孝太郎が腕輪に命じてライトを点つけようとした時だった。突とつ然ぜん宇宙船の立体映像が、大おお真ま面じ目めな顔のクランの映像に切り替わった。クランからの通信だった。

「………暗いからライトを点けようとしたら、陰険な顔が出てきた」

『本当に実じつ弾だんで撃うちますわよっ、ベルトリオンッ!!』

「そんなに怒おこるなよ。ちょっとした挨拶じゃないか」

『悪あく趣しゆ味みな挨拶ですことっ！』

「クラン、可愛かわいい顔が台無しだぞ」

『こっ、ころしたい………ひさしぶりにさついをおぼえましたわっ………』

　立体映像のクランは、顔の前で拳こぶしを握にぎり締しめ、怒いかりに身体を震ふるわせている。それでいて軽く涙なみ目だめなのは、親しい友人への甘あまえでもあった。

「そんな事より、何の用だ？」

『またそんな事って………んもぉ～～～！　話があるんですわっ！』

「今からお前の所に行くから、話ならそれからでも良いか？」

『急ぎだからこうして連絡したんですわっ！』

「だったらさっさと話せよ」

『あなたのせいでしょうっ、あなたのっ!!　まったくぅ………』

　クランはそこで表情を整えた。その大真面目な顔を見て、孝太郎も自然と笑顔を引っ込める。クランが本気の時の顔だったのだ。

「すまない、クラン。それで何があった？」

『………あなたのそういう所、ずるいと思いますわ』

　そうしてクランはようやく、ルースがやってきた時の出来事を、孝太郎に伝えたのだった。










「殿下のポジションマーカーはこの先っ！」

　腕輪が表示した情報をもとに、ルースは市民公園へ向かっていた。そこは元々あった森林公園を近年再整備したもので、広大な敷しき地ちを持ち、豊かな自然を体験できる憩いこいの場所として吉きつ祥しよう春はる風かぜ市民に愛されていた。

　ティアはこの日、晩ばん餐さんの用意をするルースに代わって、エゥレクシスに地球を案内する事になっていた。ルースがティアの位置情報の記録を調べると、確かに吉祥春風市の観光スポットを巡めぐった形けい跡せきがあった。その最後で何な故ぜかティアはこの場所へと向かっている。だがこの場所は日が沈しずんだ後に向かう場所としてはいささか奇妙だった。そして更に奇妙なのは、腕輪でティアと連絡を取ろうとしても繋がらないという事。そしてティアのポジションマーカーも公園に入った所で途と絶だえていた。

　単純なシステムエラーとも考えられるが、この時のルースは最悪のケースを想定せざるを得なかった。

「殿下、どうか御ご無ぶ事じでいて下さいっ！」

　それはエゥレクシスと軍部がクランの言う通りの事を企たくらんでいた場合。そしてルースが縁談の破は棄きを決心した事を、彼かれらが何らかの手段で既すでに知っていた場合だった。

　―――わたくしが縁談を断る場合でも、地球を離はなれない可能性はある!!　企みが存在しているなら、その可能性を想定していない筈がないっ!!　だとしたら、わたくしがどこにいてもいいように、策を練った筈っ!!　うかつでしたっ!!

　ティアの身柄を狙うのは、ルースが近くにいない時を狙うのが一番効果的だ。フォルトーゼ出身の目もく撃げき者しやがいない時なら、どうとでも出来るからだ。

　縁談に絡からんでルースが地球を離れる可能性はあったが、それは確実ではない。不確定要素に頼るような策は下策であるから、より確実な機会を作らなければならない。

　―――だからエゥル様はいきなり地球へやってきた!!　わたくし達の隙すきを作る為だったんだっ!!

　婚こん約やく者しやがいきなりやってくればルースは少なからず動どう揺ようする。また人手不足だから、客が来れば自然とティアに対するガードが甘くなる。この意味の為にも、エゥレクシスは地球へ来る必要があった。そこには何重もの策が隠れていたのだ。

　―――遡さかのぼればわたくし一人が殿下の護衛になったのも、こういう事の下準備だったのかもしれないっ！　もっとこの状況の意味を考えておくべきでしたっ！

　ルースはこれが自分の取とり越こし苦ぐ労ろうであれば良いとは思う。だが悪い予感が止まらない。ただのシステムエラーとは考えられなくなっていた。そう考える根こん拠きよはついこの間まで敵だったクランの言葉しかない。それでもクランの言葉には真に迫せまるものがあった。それに現在の孝太郎とクランの関係からして、クランが嘘をつくとも思えなかった。

　―――クラン殿下の助言がなければ、全て手て遅おくれだったかもしれない………。悔しいけれど、クラン殿下はわたくし達よりもずっと、サトミ様に近い場所にいる………。

　ルースとティアには明かされていない、孝太郎とクラン、二人だけの秘密がある。その事がクランの言葉の信しん頼らい性せいを高め、そして同時に、ルースに小さな嫉しつ妬とを抱いだかせるのだった。










　そして焦るルースが市民公園の入り口へ飛び込んだ時の事だった。

「これはルース様、御ご機き嫌げん麗うるわしゅう」

　ルースの眼前にエゥレクシスが姿を現した。彼はいつもの余裕が感じられる笑みを浮かべ、優ゆう雅がに一礼した。

「エゥル様!?」

　対するルースは厳しい表情で彼と対たい峙じした。そうやって反射的に身構えたルースを見て、エゥレクシスは表情を心配そうなものへ変えた。

「いかがなさいましたか、ルース様」

「殿下はどこです!?」

「ティア殿下なら、この奥おくでお別れ致いたしましたが」

　エゥレクシスはそう言いながら背後を示す。彼の背後には公園の歩道が続いているが、その先は見通せない。夜の闇が公園の木々を覆おおい尽つくし、道の先を完全に隠してしまっていたのだ。その暗くら闇やみがティアをも覆い尽くしているようで、ルースは言いようのない不安を感じていた。

「これから私は船に戻ります。そうだ、御ご一いつ緒しよにおいでになられませんか？　船にはルース様にお見せしたいものが沢たく山さんありますので」

　ルースとは対照的に、エゥレクシスは明るい笑顔を覗かせていた。そして縁談の相手なら、自然とするような雰ふん囲い気きでルースを誘さそう。

「結構です。殿下に急ぎの用件があるので、わたくしはこれで」

　ルースは誘いを断ると、内心で不安を押おし殺ころしながら、エゥレクシスの横を通り過ぎようとする。何もかも、自分の思い過ごしであって欲ほしい。この時、ルースはそう心に念じ続けていた。

「そう仰らずに」

　だが行き過ぎようとしたルースの腕を、エゥレクシスが掴んだ。

「是ぜ非ひおいで頂きたいのですよ、ルース様にも、ね」

　そしてエゥレクシスは強引にルースを引ひき戻もどした。

「きゃあぁぁっ!?」

　体重の軽いルースは振ふり回まわされるようにして元の場所に戻される。だがそうされても、ルースは気き丈じようにエゥレクシスを糾きゆう弾だんした。

「何のつもりですかっ、エゥル様っ!?」

「どうもこうもありません。ただ、将来―――」

　ドンッ

　エゥレクシスの言葉は途と中ちゆうで途切れた。公園内で爆ばく発はつが起こった為、彼は話すのを止めてそちらに目を向けた。爆発の音は公園の奥から聞こえてきた。ルースのいる場所からは爆発が直接見えた訳ではないが、一瞬空が明るくなったのと、公園の奥にいる鳥達が驚おどろいて次々と空に舞まい上あがっていく姿は見えていた。

「殿下っ!!」

　ルースはこの爆発がティアの危機を示すものであると直観した。そして同時に、この爆発はエゥレクシスの仮面をも剥ぐ結果となった。

「やれやれ、あれだけ武器は使うなと厳命しておいたのに………大した方ですね、ティアミリス殿下は」

　エゥレクシスは仲間の不ふ手て際ぎわに呆あきれつつも、ティアの奮ふん闘とうに感心した。

　エゥレクシスの連れてきた五人のボディーガードは、実は全員が軍の特殊部隊の隊員だった。当然彼らは厳しい訓練をくぐり抜けてきている。その彼らがティアを捕つかまえるのに武器を使わざるを得なかった。それはエゥレクシスにとって称しよう賛さんに値あたいするものだった。

　そして爆発を聞かれればルースを騙だまし続けるのは難しい。エゥレクシスが偽いつわりの仮面を脱ぬいだのは、そういう理由からだった。

「特殊部隊に重火器を使わせるとは………あれほどの強さで、何故軍縮派なのか」

「エゥル様、やはりあなたはっ!?」

「やはりと仰いましたね。お見事です。若くとも、流石さすがはパルドムシーハ。こちらの思おも惑わくを御存じでしたか」

　エゥレクシスは余裕の表情のままルースに笑いかける。この事も企業の活動の一つぐらいにしか考えていないかのような、ごく自然な雰囲気だった。

「放しなさいっ、卑ひ怯きよう者ものっ!!　このような裏切りを働いてまで、力が欲しいのですかっ!?」

　ルースはその顔を怒りに染め、エゥレクシスの手を振りほどこうとした。

「愚ぐ問もんですな。力が無ければ何も出来ない。今のあなたは一番それを御存じの筈だ」

　しかし体格で大きく劣おとるルースではエゥレクシスの力には敵かなわない。エゥレクシスの力は強く、ルースが暴れたぐらいではびくともしなかった。

「その為にならっ、必要のない慈じ善ぜん事業もしてみせるとっ!?」

　今のルースに出来たのは、エゥレクシスを非難する事だけだった。

「それは心外です。あの慈善事業は確かに私の本心で行っている事です。『大きな利益は、健全な社会から生まれる』………私はエルファリア派の政治では、健全な社会は作れないと思った。それだけの話です」

　エゥレクシスは別にルースやティアに悪意がある訳ではない。しかし今のフォルトーゼの政治には思う所があるから、彼かの女じよ達たちの敵に協力した。ただそれだけの事だったのだ。

「だから殿下の身柄を切り札にして、エルファリア様に退位を要求するっ!?　冗じよう談だんじゃありませんっ!!」

「それは私も同感です。しかしそうしなければ政治を正せないほど、皇家に権力を集中させたのは他でもない皇家自身。切り札になって頂くのは当然でしょう」

「マスティル家がどれほどの犠ぎ牲せいを払はらって国を支えてきたか、それを忘れたとは言わせませんよ!?」

「忘れてはおりません。しかし時代は変わったのです。錆さびれば交換する。簡単な理り屈くつでしょう？」

「世よ迷まい言ごとを！　『青騎士』っ、対人スタナー！」

　力では敵わないと悟さとったルースは腕輪に命令を下す。『青騎士』の武器システムを利用して、エゥレクシスを排除しようと考えたのだ。

「無む駄だですよ、ルース様」

『ネットワークとの接続が切断されています。その命令は実行できません』

「なっ!?」

　ルースの命令にもかかわらず、腕輪はいつものような了りよう解かいの返事をしなかった。その代わり、耳みみ障ざわりな警告音と共に、命令が実行不能だと報告した。

「一体どうしてっ!?」

　思わぬ展開に、ルースは表情を強こわ張ばらせた。

「私達を『青騎士』に招き入れたのは失敗でしたね」

「そうかっ、あの時にっ！」

「あなたもティア殿下も、武器がなくてはただの少女。最初から勝ち目などないのです」

　エゥレクシスは残念そうに首を横に振った。彼は個人としてのルースやティアには、悪意は持っていない。だからこの時、彼は本気でルースを憐あわれんでいた。

「唯ゆい一いつ負けずにいられたのは、私と素直に結けつ婚こんした場合の引き分け。とはいえ、それでも最終的には負けなのでしょうがね………」

　エゥレクシスが最初に『青騎士』を訪問した時、五人の部下達は『青騎士』に多くの仕し掛かけを施ほどこした。腕輪からの通信を自由に遮しや断だんできるようにしたり、ルースやティアの私室に盗とう聴ちよう器きを仕掛けたり、といったものだ。

　盗聴器でルースの気持ちを知ったエゥレクシスは、ティアの身柄を拘こう束そくする事に決定。ティアを人気のない市民公園で捕ほ獲かくしようとした。それに前後して、ルースがこの場所へ近付いてきたので、ティアの捕獲は部下に任せ、エゥレクシス自身はルースの足止めをすべくこの場所へとやってきた。

　つまり最初に仕掛けをされた事に気付かなかった時点で、ティアとルースには勝ち目がなくなっていたのだ。

「『青騎士』っ、『青騎士』っ！」

　通常の電波通信、重力波通信、超ちよう空くう間かん通信。加えてそれらの秘ひ匿とく回線。ルースは腕輪を操作して、あらゆる方法で『青騎士』を呼び出そうとした。だが腕輪は通信不能を告げる警報を鳴らし続けるだけ。『青騎士』はルースの懸けん命めいな呼び掛けに、答えてはくれなかった。

「もう諦あきらめて下さい。通信は完全に遮断しています。何をしても無駄です。あなたの声は誰にも届かない。無駄な事は止めて、大人しく私に従って下さい」

　エゥレクシスは憐れみの籠もった視線をルースに向ける。その憐れみは、自らの勝利を確信している者の持つ、圧倒的な自信の顕あらわれだった。

「わたくしが諦めてしまったら、他に誰が殿下をお助けするというのですっ!?　諦めてたまりますかっ!!　わたくしは殿下の騎士なのですからっ!!」

「無駄なのが分からないとは………残念です」

　あくまで諦めないルースに、エゥレクシスは拳を振るう事に決めた。殴なぐりつけて気絶させ、自身の宇宙船へ運ぶつもりだった。ルースの身柄は、ティアに言う事を聞かせる上で重要な役割を持っているのだ。

「そうかな？　無駄じゃなかったさ」

　だが、拳を浴びたのはルースではなく、エゥレクシスの方だった。突然視界の外からあらわれた拳が、エゥレクシスの頬ほおを捉えた。

　ガッ

　まともに拳を喰くらったエゥレクシスは、もんどりうって倒たおれる。この時、ルースを拘束していた腕うでの力が緩ゆるみ、彼かの女じよは自由を取とり戻もどした。そしてエゥレクシスを殴りつけた人物に目をやった瞬しゆん間かん、その瞳ひとみが一気に輝かがやいた。

「サトミさまぁっ!?」

「やぁ、ルースさん。俺おれにはちゃんと聞こえてましたよ、ルースさんの声が」

　エゥレクシスを殴りつけたのは孝太郎だった。孝太郎はクランから話を聞いた直後から、ルースの姿を捜していたのだった。

　―――助かったぞ、クラン………。

　孝太郎の腕輪はクランの『揺り籠』と『朧ろう月げつ』に対応したものなので、ルースやティアの位置情報は利用できない。だが、ルースが『青騎士』を呼び出そうと様々な通信波を変調しながら発信したので、クランの無人偵てい察さつ機きがルースの位置を特定した。それが孝太郎に伝わり、この場所へと導いた。孝太郎がやってきたのは、ルースが最後まで諦めなかったからこそなのだ。

「それでルースさん、一体、何の御ご用ようですか？」

　孝太郎は油断なくエゥレクシスを睨にらみつけながら、両手の拳を握り締める。エゥレクシスは先程の一いち撃げきでダメージを負ったようだが、まだ意識を保っている。そしてエゥレクシスは頭を軽く振りながら、ゆっくりと起き上がった。

「サトミ様………」

　自分とエゥレクシスの間に入った孝太郎の背中を見た瞬間から、ルースは深い安心感に包まれていた。

　―――ああ………やっぱりこのかただ………。このかたが一いつ緒しよなら、何があってもきっと大だい丈じよう夫ぶ………。このかたなら、必ず殿下を救い出して下さる………。

　危機が去った訳ではない。根拠がある訳でもない。だがルースはもう大丈夫だと安あん堵どしている。彼女は孝太郎を信じているのだ。そしてルースは目元に浮かんだ涙を拭ぬぐうと、信じる気持ちをそのまま言葉に換えて、孝太郎に届けた。

「どうか力を貸して下さいっ、サトミ様っ！　殿下を守りたいのですっ！　あらゆる敵からっ！　あらゆる苦難からっ！」

　それがルースが一番楽しくなる未来。そして、ルースの願い。

　彼女はもう、迷わなかった。

「仰おおせのままに、マイレイディ！」

　そして孝太郎もまた、迷うことなく答えた。

　そう出来たのは、もうずっと前から、その覚かく悟ごは決まっていたからだった。










　立ち上がったエゥレクシスは、これまでの冷静さが薄うすれていた。想定外の所から飛び込んできた横よこ槍やりに動揺した為だった。

「おのれ………辺境惑わく星せいの原始人が………」

　我々の感覚に置おき換かえると、真しん剣けん勝負をしていたら、突然やってきたゴリラに殴られたという感覚に近いだろう。だからエゥレクシスは怒りに満ちた視線を孝太郎に向けた。

「うん………？　はははははっ！」

　だが、その視線を受けた孝太郎は笑い始めた。

　孝太郎が笑うのは、エゥレクシスとよく似た人間に会った経験があるからだ。そしてその時の経験とよく似た状況に、笑いが更さらに大きくなる。別人なのは明らかなのだが、そうなってしまう程ほどに、顔立ちがよく似ていたのだ。

「………こんな所で何をしてるんだ、デクストロゥ。二千年経たっても進歩がない奴め………」

　孝太郎は笑いながら独り言を呟つぶやく。その声はとても小さい。

「デクストロゥ………？」

　だから孝太郎の呟きが聞こえたのは、傍そばにいたルースだけだった。

　―――サトミ様、今、デクストロゥって………。

　ルースは孝太郎の言葉に軽い違い和わ感かんを覚えた。ルースにはデクストロゥという名前に聞き覚えがあった。青騎士の伝説に登場する人物なのだ。だがティアの演劇の台本には、上演時間の都合で登場していない。だから孝太郎は知る筈がない名前だった。

　―――演劇の練習の時に、殿下と映画でもご覧になったのでしょうか………？

　だがルースは最終的にそう結論すると、エゥレクシスに意識を戻した。今は余計な事を考えている余裕はなかった。

「何をぶつぶつと言っている、原始人」

「その原始人って呼び方が懐なつかしくて、つい、な」

　―――クラン、お前の言う共時性ってのは、確かに存在しているのかもな………。

　孝太郎はクランの言葉を思い出しながら、エゥレクシスに向かって無造作に近付いていった。エゥレクシスは懐ふところから銃じゆうを取り出して孝太郎に向ける。その銃はＤＫＩが開発した新型で、小型で反動が少ない上、多数のオプション弾だんを装そう填てんできる多目的銃だった。これもＤＫＩが軍に売り込もうとしているもののうちの一つだった。

「武器も持たない原始人が、何のつもりだ？」

　そしてエゥレクシスは口元に笑えみを浮かべる。それは嘲ちよう笑しようではなく、単に呆れているだけだった。そうやって笑うのも当然だろう。エゥレクシスの身体からだの周りには半はん透とう明めいで白っぽい六角形のタイルが整列している。それは攻撃を防ぐ斥せき力りよく場のバリアー。素す手での人間が近付いてきたところで、どうにかなるものではない。力の差を理解できない原始人が、無策に攻撃してきたようにしか見えなかった。

「確かに俺は武器を持っていないが、あまり調子に乗らない方が良いぞ」

「そうだな。我が家やの家訓に、重要な局面で遊ぶなというものがある」

　ドンッ

　近付いてくる孝太郎の頭に向けて、エゥレクシスは遠えん慮りよなく発はつ砲ぽうする。

　―――学習してるじゃないかっ、デクストロゥッ！

　だが孝太郎はその銃じゆう弾だんを頭を振ってかわした。

「なんだとっ!?」

　エゥレクシスは我が目を疑った。他の銃ならともかく、至近距きよ離りでこの銃の弾をかわせる筈がないと思っていたのだ。

　エゥレクシスの銃は狙いを正確にする為に、発砲する際にトリガーは動かない設計になっている。この銃はトリガーにかかった圧力を感知して発砲する仕組みで、指とトリガーを動かす事で生じる照準のずれを軽減していた。

　つまり孝太郎にはエゥレクシスの動きを見てかわす事は出来ない。弾速から考えても、人間に回かい避ひは不可能な筈だった。

「あんたは正直に人を撃ち過ぎるんだ！」

　孝太郎はそのまま一気に距離を詰め、エゥレクシスに殴りかかる。

「何者だっ、貴様っ！」

「被ひ害がい者しやだよっ！」

　ドンッ、ドンドンドンッ

　その間もエゥレクシスの銃じゆう撃げきは続く。だがその全すべてが孝太郎には命中しなかった。その頬を掠かすめたり、何気なく持ち上げた腕の下を通り過ぎたり、腕と脇わき腹ばらの間を抜ぬけていったり。それはまるで、エゥレクシスがわざと狙いを外して撃っているかのような、奇妙な光景だった。

　―――何故だっ、どうして当たらないっ!?

　エゥレクシスは焦りながら銃を撃ち続ける。撃っている当人が一番困こん惑わくする状況だった。

　孝太郎が銃弾を避さけられるのは、早さ苗なえがくれた霊れい能のう力りよくを使っているからだ。エゥレクシスは非常に狙いが正確で、また、銃も非常に精度が高い。ルースのように狙いを迷う事はなかったし、照準は合理的で正確、しかも彼が狙った場所に一ミリの狂くるいもなく弾が飛んで来る。だから孝太郎には、これまでの誰の攻撃よりも避け易やすかった。

「被害者だとっ!?」

「そうだともっ!!　お前達の姫ひめ様さまに侵しん略りやくを受けたっ、ただの一市民だよっ!!」

　孝太郎はもうエゥレクシスの目の前だった。その孝太郎へ向かって、エゥレクシスはもう一度発はつ砲ぽうしようとする。

　ドンッ

　だがその弾は全く出で鱈たら目めな方向へ飛び去っていった。撃ったエゥレクシスは孝太郎の拳を顔面に受け、再び地面に這はいつくばっていた。銃は倒れる途中に発砲されたもので、誰かを狙って発砲されたものではなかった。

「い、一体何が起きたっ!?」

　エゥレクシスは倒れたまま身動きが取れない状態だった。殴られたせいで目が眩くらんでいたのは確かだが、大半の理由はそれではなく、彼が驚いていたからだった。

　エゥレクシスはバリアーで身を守っていたのに、孝太郎は彼を殴りつけた。訳が分からない。エゥレクシスは自分の身に起こった事がまるで理解出来ていなかった。

「サトミ様………あなたという人は………」

　これに対して、後ろで見ていたルースには、孝太郎が何をしたのかが見えていた。分かっていて、なお驚きよう愕がくに立たち竦すくんでいた。

　―――エゥル様がトリガーを引く直前に、バリアーは銃じゆう口こうの周辺がほんの一瞬だけ消しよう滅めつする！　サトミ様はそのタイミングで殴り付つけた！　その理屈は分かります！　でも理屈が分かったからといって、出来る事じゃない!!　どれだけの修練を積めば、そんな事が出来るようになるのですかっ!?

　それは早苗の霊能力と、孝太郎の積んだ実戦経験によって為なされた技わざだった。エゥレクシスの銃撃には心理的な癖くせがある。エゥレクシスは発砲の直前に息を止めるので、それが霊波の変化となって現れる。孝太郎はこれまでの経験からそれが射手特有のものである事を知っている。その時に素早く拳を出せば、バリアーが消えた直後に、発砲よりも早く命中するという訳なのだ。

「いてててっ、バリアーって回復するのが早いんだなっ」

　ルースが驚きの視線を注ぐ中、孝太郎は右手を振りながら痛みを訴うつたえていた。再生したバリアーに跳はね返されたからなのだが、それは非常識な行こう為いをあっさりとやってのけた人間とは思えないほど、呑のん気きな姿だった。

「そうか原始人、貴様っ、バリアーの解除されるタイミングを狙って！」

　ここでエゥレクシスも状況を理解する。彼が身に着けていた戦術支し援えん用のコンピューターが孝太郎がした事を報告したのだ。

「だがそうと分かれば恐おそれる事はない！」

　カチンッ、カシャッ

　エゥレクシスは銃に装着されていた弾だん倉そうを引き抜くと、手早く別の弾倉に交こう換かんした。

「バリアーを張ったまま、レーザーで攻撃すれば良いだけなのだからな！」

　新しい弾倉には、小型化したレーザー照射装置が組み込まれている。これを弾倉として銃に挿そう入にゆうすれば、レーザーが撃てるようになるのだ。試作品なので発射できる弾の数こそ少ないが、この汎はん用よう性せいの高さこそが、この銃の売りだった。

「君には色々と驚かされたが、私の勝ちのようだな、原始人君っ！」

　そして弾倉の交換が終わると、エゥレクシスはコンピューターに命じてバリアーの設定を変へん更こうする。普ふ通つう、フォルトーゼの防御用バリアーはレーザーも防ぐ。エゥレクシスはその設定を変更して、レーザー光を通すようにした。するとバリアーで身を守ったまま、自分だけが攻撃できるようになる。

「良い事を教えてやろうか」

「遺ゆい言ごんか？　私は騎き士しではないが、それぐらい聞く度量はあるぞ」

　エゥレクシスは銃を向けたまま、孝太郎の言葉を待った。こうなれば、もはや万に一つも負けはない、彼はそう確信していた。

「素手の俺にはお前のバリアーは破れないし、お前は逆に一方的に攻撃できる。俺には逃にげ回まわるしかないんだが、それではティアは救えない」

「その通りだ。よく分かっているじゃないか」

「だがな―――」

　孝太郎は再び走り始める。もちろん、その先にはエゥレクシスがいる。

「自や棄けになって特とつ攻こうか？　騎士かぶれの原始人には、それも良いだろう」

　エゥレクシスは余裕たっぷりに孝太郎に狙いを付ける。この攻撃で倒す必要はない。時間が稼かせげればいいので、負けなければいいだけだ。素手の相手にバリアーが破られる可能性は万に一つもない。殴られて多少は驚いたが、エゥレクシスの優位は今も変わっていないのだった。

「サトミさ―――あっ………」

　ルースも最初、エゥレクシスと同じように孝太郎は玉ぎよく砕さい覚かく悟ごで突っ込んだのだと思っていた。しかし途中で気付いた。孝太郎の口元には楽しそうな笑みが浮かんでいた。それは孝太郎がゆりかに悪いた戯ずらをする時と、全く同じ種類の笑みだった。

「―――俺の相棒は、最高に陰険なんだ」

　キュキュゥンッ

　エゥレクシスの発砲よりも早く、その頭上から数条の光が降り注ぐ。

　光はエゥレクシスのバリアーを通とおり抜ぬけて、右手に構えられた銃と、腰こしに着けられているバリアーの発生装置を易やす々やすと打うち砕くだいた。

「なっ、なんだっ!?」

　消滅したバリアーと、眼前で砕くだけ散ちった銃。予想していなかった出来事に、再びエゥレクシスは驚愕する。だが、彼が驚いていられた時間は僅わずかなものだった。一気に間合いを詰めた孝太郎は、容よう赦しやなく拳を繰くり出だした。銃とバリアーが消えた今、エゥレクシスを守るものは何もない。立ち竦む彼は良い的でしかなかった。

　ドスッ

「ぐがぁっ」

　そして拳はエゥレクシスの腹にめり込み、呆あつ気けなく彼を昏こん倒とうさせたのだった。










　エゥレクシスを倒した孝太郎とルースは、クランの誘ゆう導どうにより市民公園の奥へと進んでいた。孝太郎が戦っている間に、無人偵察機が五人組の男とティアが発する熱を特定する事に成功したのだ。

『わたくしにしてあげられるのはここまででしてよ。シュワイガ家が関かかわっている証しよう拠こは残せませんわ』

　一回限りのレーザーによる狙そ撃げきと、ティアの居場所の特定。これ以上の助力はエゥレクシス側にクランの関かん与よを悟られる可能性が高い。彼女の出番はここまでだった。

「助かったよ、クラン」

『貸しが増えまくっておりましてよ、コータロー』

「分かってる分かってる」

「ありがとうございます、クラン殿下」

『なんでパルドムシーハに礼を言われているのやら、まったく………』

　クランは人付き合いがあまり得意ではないので、慣れない相手から面と向かって礼を言われると困ってしまう。ルース相手では、孝太郎を相手にするのとは勝手が違ちがうのだ。おかげで腕うで輪わが表示しているクランの立体映像は、少しだけ頬が赤くなっていた。

「………わたくしも不思議でございます」

　ルースは自分の胸に手を当て、優やさしげに微ほほ笑えむ。ルースの真まっ直すぐな感謝の気持ちに毒気を抜かれたのか、クランは照てれ臭くさそうに微笑む。こうして立体映像越ごしにクランとルースは笑い合った。

『おっと、コータロー、最後に警告をひとつ。ＤＫＩが軍に売り込もうとしている武器は、さっきの銃じゆう程度のシロモノではありませんわ』

「どうしたらいい？」

『わたくしなら「あらゆる手段を許容する」ですわ』

「よく分かった、ありがとう」

　クランがかつての孝太郎の言葉を引用したことで、その深刻さが孝太郎にもすぐに伝わった。孝太郎は気持ちを引き締めると、戦いに備えて考えを巡らせ始める。そんな本気の孝太郎を見て、クランは目を細めて優しげに微笑んだ。

『………あれだけ苦労して戻ってきたのですから、見事守り通してみせなさい、サトミ・コータロー』

　そしてクランの立体映像は消滅する。同時に役目を終えた無人偵察機も『揺り籠』へと帰っていく。この先は孝太郎とルース、二人だけでやらなければならなかった。










　クランが姿を消してから幾らもしないうちに、孝太郎とルースは目的の場所へと辿たどりついていた。そこではそこかしこに焼やけ焦こげた木や爆発の跡あとがあり、ここで行われた戦いの激しさを物語っていた。

「殿下は………いた！　あそこですっ、サトミ様っ！」

「ティア！」

　孝太郎達たちのいる辺りから茂しげみを一つ抜けた先に、クランの『揺り籠』より更に小型の宇宙船が停てい泊はくしていた。大きさは大型のトレーラーほど。その近くに五人の男達たちと、彼らに運ばれていくティアの姿があった。ティアは気絶しているようで、五人のうちの一人が肩に担かついで運んでいる。大おお柄がらな男にそうされていると、ティアはまるで人形のようだった。

「いけない、急がないと連れ去られてしまいます！」

「小細工の暇ひまはなしか………」

　ティアは今にも宇宙船に運び込まれようとしている。このまま手をこまねいていたら、取り返しのつかない事になる。しかし孝太郎とルースには、クランが置いていった護身用の武器しかない。クランが関与したと分かるような強力な武器は使えないのだ。この状態で最新装備の軍人を五人相手にするのは難しい。さっきはエゥレクシス一人だからなんとかなっただけだ。五人からレーザーで同時攻撃を受ければ、今の孝太郎でも全てかわすのは難しいだろう。

　今行かなければならない。でも今は勝ち目がない。味方を呼んでいる暇もない。行いき詰づまった孝太郎は、自然と先程クランが残していった言葉を呟いていた。

「あらゆる手段を許容する、か………」

　それは孝太郎がマクスファーン一党との決戦に臨のぞむ際に口にした言葉だった。あの時も今と同じように行き詰まっていた。だから孝太郎はクランに最後の手段の使用まで想定に入れろと要求した。それが『あらゆる手段を許容する』という言葉の意味だった。

　―――あの時のクランにとって、最後の手段は超ちよう時じ空くう反発弾。では、今の俺にとっては………？

　孝太郎がそこまで考えた時だった。

「サトミ様、わたくしが囮おとりをしてあの五人を引き付けます。その間にサトミ様が殿下を。サトミ様ならきっとできます。なんとか殿下をお助けして下さい！」

　待ち切れなくなったルースは、真剣な表情を作ると早口で作戦を提案する。しかしそれはルースの生き残る見込みが殆どない、非常に危険な作戦だった。

「ルースさん………」

　孝太郎にはルースの決意が伝わっていた。霊波を見るまでもない。顔を見れば明らかだった。

　―――ルースさんは死ぬ気だ。自分は死んでも良いから、ティアを助けたい。そうしないと後こう悔かいするから。ティアがいないと、楽しくないから………。

「行きます！　後はよろしくお願い致します！」

　ルースは自分の死を恐れていない。自分が死んでも、孝太郎が絶対にティアを助けてくれると信じているからだ。そしてその孝太郎は、ルースの決死の覚悟を前にして、自身も覚悟を決めた。

　―――ルースさんを失ってまで、秘密を守る意味はない。それにこの使い方なら、陛下もきっと許してくれる。陛下が守り通した世界に生きる、人々の為ためならば！

　あらゆる手を使って、ルースとティアを守る。それが孝太郎の覚悟だった。

「………待って下さい、ルースさん」

　孝太郎は飛び出していこうとしていたルースの肩を掴つかみ、自分の方へ引き戻した。

「サトミ様？」

　気勢を削そがれた格好になったルースは、孝太郎に戸と惑まどいの視線を向ける。

「ルースさん………今から見る事は、できればあなた一人の胸の中に、しまっておいて下さい」

　孝太郎は戸惑うルースに笑いかけた。それはいつもの孝太郎の笑顔。不器用だけど真っ直ぐで、裏表のない、ルースが大好きな笑顔だった。

「サトミ、さま？」

　孝太郎がそんな顔をする理由が分からず、ルースは反射的に問い返す。しかし孝太郎はルースに答えないまま、右手をまっすぐ正面へ突つき出だした。

「『揺り籠』、俺の剣けんを寄よ越こせ」

『仰せのままに、マイロード』

　孝太郎の右手首にある腕輪の宝石が明めい滅めつを繰り返し、腕輪は孝太郎の命令を実行していく。

　―――サトミ様の剣？　サグラティンなら今、『青騎士』にある筈………それにこのお顔………こんなお顔をしているサトミ様を、わたくしは見た事がない………。

　孝太郎が真の意味において、自らに戦いを課した時の顔。それを見るのは、ルースにとって初めての経験だった。

「こい、シグナルティン」

『コールサイン確かく認にん、座ざ標ひよう軸じく固定、シグナルティン転送開始』

「なっ―――」

　孝太郎が囁ささやくように口にした剣の名前。その名前にルースが戸惑っている間に、それは始まった。

　孝太郎が伸のばした手の先、十数センチの距離に大きな黒い円えん盤ばんが出現する。続いてその円盤の中に、鞘さやに収まったままの一本の剣が出現した。剣は曲線を多用した複雑なデザインをしていて、白と銀をベースにしたその色調ともあいまって、まるで芸術品のように優美だった。そして孝太郎は迷う事なく円盤に手を突っ込み、剣の柄つかを握にぎり締しめて一気に引き出した。

　オオオォォォォォォォォッ

　孝太郎が柄を握った瞬間から、剣は純白の光を放ち始めた。剣は付近一帯をまばゆい光で満たし、さながら真昼の太陽のように明るく輝いていた。

「この剣は一体っ!?　柄にはアライア陛下の紋もん章しよう!!　鞘には皇家の紋章が刻まれているっ!!」

　ルースは強い光に戸惑いながらも、剣に刻まれた紋章に気付いて愕がく然ぜんとなった。

　剣にはフォルトーゼでもっとも有名な紋章と、二番目に有名な紋章が刻まれていた。それは暁あかつきの女め神がみをモチーフとした皇家の紋章と、降りしきる白銀の雪をモチーフとしたアライア個人を示す紋章だ。

　二つの紋章は白い光の中にあってなお、その存在を誇こ示じするかのように美しく輝いていた。

『青騎士閣下、当艦かん「揺り籠」は、フォルトーゼの全国民にかわり、御おん身みの御ご武ぶ運うんと栄光をお祈いのり致します』

「………ありがとう」

　孝太郎はあたりを満たす光の中心に立ち、剣を両手で掴んだ。右手で柄を、左手で鞘を。孝太郎はその格好で振り返り、ルースに告げた。

「ルースさん」

「シグナル………ティン？　それに、青騎士、閣下って………？」

　ルースは孝太郎の呼よび掛けに答えられなかった。眼前で展開する事態に付いていけず、ただ目を丸くして立ち尽くしていた。

　―――レプリカ………にしては出来が良過ぎる………この光も………それに『揺り籠』は何故、サトミ様を青騎士だなんて………コードネーム？　いや、それも………。

　孝太郎は彼女の返事を待たず、軽く微笑んで言葉を続けた。

「俺は………この命と、二本の剣とで、みんなの未来を守ります」

　ルースやティアだけではない。自分の目の前で苦難の中にある人々。孝太郎はそれらを守ってやりたかった。全てを守る事は出来ない。孝太郎は神ではない。しかしせめて自分に笑顔をくれた人には、同じように笑顔を返してやりたかった。

　それこそが孝太郎の誓ちかい。そして願い。

　それを果たさんが為に、孝太郎は過去のフォルトーゼから帰ってきたのだ。

「だから行きましょう、ルースさん。ティアが待っています」

「あ………あの………」

　絶句するルースをそのままに、孝太郎は剣を鞘から引き抜いた。

　その白銀の刀身は、今の孝太郎の気持ちをそのまま表すかのように、清せい冽れつな輝きを放っているのだった。










　特とく殊しゆ部隊所属というのは伊だ達てではない。白い光が現れた段階で、五人の男達は自分達に危険が迫っている事に気付いていた。プロの勘かんとでも言えば良いだろうか？　彼らはイレギュラーな事態が発生している事を直感したのだ。

　だから彼らは夜間用の黒い戦せん闘とう服ふくの上から、ビーム砲ほうやバリアーといった多数の武装を身に着け、油断なく敵の到とう来らいを待っていた。

「敵は原住民が一人と、パルドムシーハの娘むすめだけ………？」

「武装は原住民が騎き士し剣けん、娘は護身用の小火器だけのようです」

「正気か？　あいつら………」

　しかし彼らの直観とは裏腹に、やってきた敵はあまりに脆ぜい弱じやくだった。敵の姿を目にした段階で、彼らは自分達の勘が外れたと考えた。彼らは敵―――孝太郎とルースを見て、二人が自分達を倒す事などあり得ないと思ったのだ。

　彼らにとって、敵の行動は明らかに常じよう軌きを逸いつしていた。敵は少人数である上、時代遅おくれの騎士剣と護身用の小火器だけで、完全武装の一個小隊に戦いを挑いどもうとしている。それは過か剰じような忠誠心に駆かられた自殺行為にしか見えなかった。

　だから彼らは宇宙船に残されていたより強力な武器を使わなかった。自分達の装備だけで戦えると思った。これは彼らの油断ではない。彼らの生きてきた世界では、ごく自然な判断だった。

「どうしますか、隊長」

「どうもこうもない。原住民は殺せ。娘の方は予定通り捕まえろ」

「ですよねぇ………」

「しかしエゥレクシス様はどうしたんだ？　娘の対応に向かった筈だが………入いれ違ちがいにでもなったのか？」

　五人のうち三人が、大型の銃を構えて前に進み出てくる。孝太郎達への対処はこの三人で十分と判断したのだ。残る二人は後ろに残り、別の仕事をしている。隊長はエゥレクシスの安否確認。もう一人は宇宙船の後部ハッチから、意識のないティアを船内へ運び込んでいる。

　そんな五人組の様子を見た孝太郎は安堵の息をついた。

　―――助かった、全員残ってくれたか………。これで勝ち目が出てきたぞ………。

　孝太郎が一番恐れていたのは、孝太郎やルースと戦う人員だけをこの場に残して、ティアが連れ去られるという状じよう況きようだった。だが幸いな事に、そうはならなかった。孝太郎とルースだけという兵力の少なさ、そしてエゥレクシスの帰りを待ちたい彼らの都合が、ティアをこの場に留とどめたのだ。

「しかし………フォルトーゼの兵も質が落ちたな………フレア殿どのが嘆なげきそうだ………」

　孝太郎としては彼らの油断は有あり難がたかったが、かつての友人ならこの状況を嘆いただろう。その事にいたくユーモアを刺し激げきされながら、孝太郎は男達と向かい合った。

「サ、サトミ様っ、いくらなんでも正面から行くなんてっ！」

「大丈夫です、任せて下さい。ルースさんは、連中の隙すきをみてティアを助けて下さい」

「サトミ様ぁっ!?」

　心配するルースを後に残し、孝太郎は無造作に歩を進めていく。そんな孝太郎を見て、男達は笑い始めた。

「なんだぁ？　こいつ本気で俺おれ達たちと戦うつもりみたいだぞ」

「やらせてやれ、やらせてやれって」

「そうだな。剣を振る前に撃うち殺ころされたんじゃ、そいつも浮うかばれないだろう」

　孝太郎が剣を手に近付いても、男達の余裕は変わらない。古ふる臭くさい剣の一本で自分達のバリアーが破られる筈がないと思っているのだ。だから彼らは孝太郎に好きなように攻こう撃げきさせてやるつもりでいた。

「おい、原始人の坊ぼう主ず。いいから攻撃してみろ。お前が鍛きたえ上げた剣の技を、俺達に見せてくれ」

「良いのか？」

「もちろんだとも。最初から全力でこい」

「全力で良いんだな？」

「ああ」

「分かった、そうさせて貰おう」

　孝太郎は目の前にいる三人を睨み付けると、精神を集中して霊れい力りよくを高めていく。同時に剣に意思を送り、その魔ま力りよくを開放する。

　―――悪いが、お前達が銃を撃つ前に倒させて貰うぞ！

　戦いの準備を済ませると、孝太郎は一気に前に出た。

「待てっ！　お前らっ、すぐに殺せっ！　そいつは―――」

　隊長がそう叫さけんだのと、孝太郎が突とつ撃げきしたのはほぼ同時だった。隊長の顔色は真っ青だった。つい今しがた、気絶から目覚めたエゥレクシスと連れん絡らくがつき、孝太郎の事を聞かされたのだ。

「隊長？」

　だが三人には結局、銃を撃つ機会は訪おとずれなかった。

　ドドムッ

　孝太郎がシグナルティンを一ひと振ふりした瞬間、彼らの腰に着けられていたバリアーの発生装置が続けざまに爆発した。孝太郎の攻撃を防ごうと装置はタイル状のバリアーを発生させたのだが、受け止められるダメージの許容量をあっさりとオーバーし、装置が焼き切れてしまったのだ。

「なんだぁっ!?」

「うわあぁっ!!」

「たっ、たいちょおっ!?」

　驚いた三人は体勢が崩れ、完全に隙だらけとなった。そんな彼らに向かって、孝太郎は容赦なくシグナルティンを振るう。

　ドコォッ

　バリアーを失った男達は、シグナルティンの攻撃をまともに食くらって跳はね飛とばされていった。

「………安心しろ、峰みね打うちだ。一発も撃たずに死んだら、浮かばれないだろうからな」

　三人を吹ふき飛ばしたのは、剣を覆っていた衝しよう撃げき波はの魔ま法ほうだった。彼らは倒れて動かなくなったが、命に別状はない。衝撃波は彼らを殺さないように加減してあったのだ。

「なんなんだ、こいつはっ!!」

「隊長!?」

「見てないで撃てっ!!」

「はっ、はいぃっ!!」

　一いつ瞬しゆんで味方を三人失い、残った二人は慌あわてて孝太郎に銃を向けた。仲間を倒されてようやく、目の前にいる少年が見た目通りの存在ではない事を悟ったのだ。

　シュオオォォォォン

　男達の銃が吐はき出したのは普通の銃弾ではなく、黄色く輝く光の奔ほん流りゆうだった。それは高いエネルギーを与あたえられた重金属粒りゆう子しの束。彼らの武器は、量産型のビームライフルだった。

　このビームライフルはクランの使っているものよりは威い力りよくや弾速で大きく劣るのだが、量産が利く上にコストが安い。部隊に配備するなら、こちらの方が総合的に強くなるだろう。また、メンテナンスも従来型より簡単になっていて、過か酷こくな環かん境きようでの使用にも適している。これもＤＫＩが軍への売り込みをかけている新商品だった。

「多分、良い武器なんだろうが………結局は量産品か………」

　孝太郎は剣を振ふり被かぶると、飛んで来るビームに合わせて思い切り横に薙なぎ払った。

　ギャオォッ

　するとその一振りで、二条のビームはまるで蝋ろう燭そくの炎ほのおか何かのように掻かき消きえてしまった。孝太郎はクランの高性能なビーム砲を相手にした経験があるので、より低品質の量産品でやられてしまうような事はなかった。

「斬きった！　こいつっ、ビームを斬りやがった！」

「ばっ、化け物だっ、こいつっ、人間じゃないっ！」

「失礼な奴らだな、まったく………」

　ビーム砲が効かず、バリアーでも身を守れない。

　彼らの常識がことごとく打ち砕かれ、二人はすっかり恐きよう慌こう状態だった。それはまるで怪かい奇き現象に遭そう遇ぐうしたかのような、そんな怯おびえ方かただった。

「凄すごいのは俺じゃない。俺に力を貸してくれる連中が凄いんだ」

　孝太郎は呆れつつも再び剣を振り被る。そしてその剣を振り下ろした時、怯え続ける二人も意識を失った。










　全員が倒れたのを確認すると、孝太郎は肩かたの力を抜いた。

「ふぅ………」

　何度やっても慣れない。たとえ勝てる相手であっても、本気の殺意に晒さらされるのは孝太郎にとって決して楽しい事ではなかった。

「なんという………あの剣一本で、あっというまに………」

　安堵の息をつく孝太郎とは反対に、その背中を見つめるルースの心臓は高鳴る一方だった。彼女には目の前で展開している事が信じられなかった。まるで童話やおとぎ話を見ているかのようだった。

　―――サトミ様は以前から強いかたでしたけれど………これは明らかにそれ以上………しかも、今は鎧よろいを身に着けていない………。

　孝太郎が手にしているのは剣が一本きり。その剣は近代科学で作られた兵器を内蔵している訳ではない。本当にただの剣なのだ。にもかかわらず、重武装の敵をあっという間に排はい除じよしてしまった。まるっきり子供扱あつかいだった。

「シグナルティン………青騎士………まさか、ほんとうに………」

　ルースの視線が、孝太郎の手の中にある剣に吸い寄せられる。

　白銀色に輝く騎士剣。その力は、近代兵器と比べても遜そん色しよくがない。フォルトーゼの伝統的な様式にのっとったその優美な剣は、まるで本物の魔法の剣のように輝いていた。

　―――魔法………そうだっ、ゆりか様の杖つえっ!!

　ルースはそこである事を思い出した。それは先日ゆりかが手に入れた、本物の魔法の杖の事だった。姿を消していた孝太郎が帰ってきた後、おみやげと称しようしてゆりかに魔法の杖をプレゼントした。その杖は本物の魔法の杖で、ルースも何度かその効果を試ためした事があった。だから孝太郎の剣もまた、本物の魔法の剣である可能性が高かった。

　―――あの剣が本物の魔法の剣なら、そして本物のシグナルティンであるなら………それはつまり………。

　ルースの頭の中に、ある仮説が浮かぶ。それは夢や幻げん想そうのような突とつ拍ぴよう子しもない仮説だった。これに比べれば、孝太郎達が過去へ行っていたという仮説はまだ易しい方だろう。

　だが、ルースはそれが真実だと感じ始めていた。様々な状じよう況きよう証しよう拠こがそれを裏付けている。そしてそうあって欲しいという、ルース自身の願い。そういった事が混然一体となり、ルースの胸を高鳴らせるのだった。

「ルースさん、ティアを」

「そ、そうでしたっ」

　だが真実の追究は後でも出来る。孝太郎は逃げない。今やるべき事は、ティアを助け出す事。気持ちを切きり替かえると、ルースは孝太郎を追いかけて、足早に宇宙船の後部ハッチへと近付いていった。

「いた！」

「殿でん下かっ！」

　ティアは入ってすぐの場所に寝ねかされていた。入り口は開いたままになっていたので、吹き込んだ風がティアのスカートを僅かに揺らしている。ティアを運んでいた男が慌てて戦いに参加した為、彼女はこの場所に放置されたのだ。

「良かった、殿下は御ご無ぶ事じです」

　ルースは安堵すると、目元に滲にじんだ涙なみだを拭った。何かと心配事が多かったルースなので、ティアの無事な顔を見た時には、その場に座すわり込こんでしまいそうだった。

　ティアには意識こそなかったが、顔色はよく、怪け我がらしい怪我も見当たらない。エゥレクシスの部下達は一応皇女に対する礼節は守ったのだ。この様子なら、時間が経てばティアは目を覚ますものと思われた。

「ルースさん、ティアを運び出しましょう」

「そう致しましょう」

　敵は倒したものの、死んでいる訳ではない。早く別の場所へ移動する必要があった。孝太郎はティアを連れて、一いつ旦たん一〇六号室へ戻るつもりでいた。あの場所なら人手も多いので、ティアとルースを守り易かった。

　シャキン

　孝太郎は剣を鞘に収めると、ティアの小さな身体を背せ負おう。

「よっと」

　ルースはその手伝いをしたが、間近で揺れている剣の紋章が気になって、どこか上の空だった。

　―――これはやっぱり、どう見ても………。

　ティアの無事は確認したので、今のルースにはそれだけが問題となっていた。

「………ん？」

　だからという訳ではないのだが、新たな敵の接近に気付いたのは、孝太郎の方が先だった。

「まずい………敵が来る」

　ハッチを出て公園の歩道を幾らか歩いた所で、孝太郎は近付いてくる敵の気配を察知した。

「サトミ様？」

「あいつめ、まだやる気なのか………」

　近付いてきていたのはエゥレクシスだった。まだ距離はあったが、孝太郎はその霊波を感じ取っていた。どうやら目を覚ましてこの場所へ向かっているようだった。

『アラートメッセージ。高エネルギー反応。小型の敵性機動兵器が接近中。至急撤てつ退たいして下さい。敵のエネルギーの規模と、当方の装備の比ひ較かくにより、勝率は四パーセント以下と推定』

　そして孝太郎の感じたものを、腕輪の警告が裏付けてくれた。

「機動兵器!?」

「ルースさん、ティアを頼たのみます」

　孝太郎は、背負ったばかりのティアを下ろし、手近な木の幹に寄より掛かからせた。

「サトミ様はっ!?」

「その機動兵器とやらを倒します」

　エゥレクシスの霊波の移動速度を考えると、このまま走っても逃げ切れない。機動兵器のセンサー類が壊こわれているのでもない限り、隠かくれるのは勧すすめられない。だとしたら、ここで倒してしまうしかない。孝太郎はそのように判断したのだ。

「いけません、サトミ様っ!!　幾らサトミ様が強くとも、機動兵器が相手では危険過ぎます!!　せめて鎧を着なくてはっ!!」

　孝太郎の決断を聞き、ルースは焦あせり始める。小型とはいえ機動兵器となれば、爆ばく発はつ物ぶつのような一定の領域を攻撃する武器を備えている。それでは幾ら孝太郎が機き敏びんでもダメージを負う。ルースには孝太郎の勝算が見み出いだせず、撤退するしかないと考えていた。

「問題ありません。この程度なら大丈夫な筈です」

「その根こん拠きよはっ!?」

　ルースの声は悲鳴に近いものだった。大丈夫だと言い切る孝太郎の言葉は、簡単には信じられなかった。

「根拠………そうですね。『揺り籠』、戦せん闘とうデータを照合してくれ」

『条件を設定してください』

「アルゥナイアに鎧を着て挑むのと、この敵に鎧なしで挑むのとでは、どちらが楽だ？」

『その条件の場合、現在の敵に対する勝率は、アルゥナイアに対する勝率の二百八十パーセントと推定』

「ほらね？」

　腕輪の―――正確には『揺り籠』の―――結論は孝太郎の予測した通りだった。アルゥナイアと戦う場合に比べて三倍近い勝算があった。

「ほらね、ではありませんっ!!　ゆりか様の着ぐるみとの勝率を比較してどうするんですかっ!?」

「大丈夫です」

　シャキンッ

　孝太郎は笑いながら剣を鞘から引ひき抜ぬいた。

「俺は本物と戦った事がありますから」

「ええっ？　ほ、本物って―――」

　ズドォッ

　孝太郎が剣を構えた直後、エゥレクシスが姿を現した。エゥレクシスが操あやつる機動兵器は周囲の茂みを破壊しながら、宇宙船の停泊している広場にやってきた。機動兵器の大きさはおよそ五メートル。フォルトーゼの機動兵器にしては小さい部類に入るが、人間相手に使うには十分な大きさだった。夜の闇やみの中にあっても、その大きさは周囲を圧倒していた。

　そしてそんな機動兵器のスピーカーから、巨きよ体たいに見合う大きさに拡大されたエゥレクシスの声が飛び出してくる。

『逃がす訳にはいかないぞ、原始人君！　御ご婦ふ人じんがたは置いていって貰もらう！』

　エゥレクシスは機動兵器の上部に備え付けられた操縦席にいた。透とう明めいな風防の向こう側にその顔が覗のぞいていた。

「おい、デクストロゥ………お前、本当にそれが好きだなぁ………」

　だが機動兵器の威い容ようを前にしても、孝太郎にはさして驚いた様子はなかった。エゥレクシスの顔を見上げながら、口元に笑みさえ浮かべていた。

「………多少性格は良くなったみたいだが、相変わらずだなぁ、お前………」

『何を笑っている？』

「なんでもない。お前のおもちゃが強そうだと思っただけだ」

　この機動兵器は特とく徴ちよう的てきな姿をしていた。ずんぐりとした体型の、人間の形をしていたのだ。筋肉質の騎士が、大型の鎧よろい兜かぶとを身に着けた時の姿というのが、一番的確な表現になるだろう。

　―――ここでまたこんなものと出会うとはな………。

　孝太郎はかつて、魔ま法ほう仕じ掛かけの鋼鉄の巨きよ人じんと戦った経験があった。エゥレクシスが操る機動兵器は、それによく似た姿をしている。その事が孝太郎にある種の懐かしさを感じさせていた。

『強いぞ。今後、我わが社しやの主力商品となる。発売されたら是ぜ非ひ買ってくれたまえ』

「ああ、そうさせて貰うよ」

　孝太郎は巨人に剣の切っ先を向ける。二メートルに満たない孝太郎と、五メートルを超こえる巨人。その体格差は三倍近い。普通なら孝太郎には全く勝ち目がない状況だが、今回はエゥレクシスに油断はなかった。彼は巨人のコックピットから、孝太郎に鋭するどい眼まな差ざしを送っていた。

『まさか生身の人間を相手にこいつを使う事になるとは思わなかったよ。だが、非常識な君が相手だ。我が社の商品の中で、一番の自信作を使う事にしたよ』

「お前、社長なんだっけ？」

『ああ。だから安心して良いぞ、原始人君。君がこれに勝つようなら、私は当分君達に手は出さない』

「勝てない勝負はしない主義………ってか？」

『そういう事だっ！』

　孝太郎とエゥレクシスが笑い合った瞬間だった。

　ゴォォッ

　巨人は突とつ然ぜん背中にあるブースターに点火し、猛もう然ぜんとした勢いで孝太郎に向かって突撃した。巨人はその巨体ゆえに、歩いて移動するのに適さない。移動には重力を操って空を飛ぶ形式を利用している。そして急加速が必要な時にはブースターを併へい用ようする。孝太郎の鎧と同じ仕組みだった。

「それを聞いて安心したよっ！　やっぱりお前、何も変わってないなっ！」







[image: ]







　孝太郎も剣を構えて突進する。そのスピードは巨人には及およばなかったが、人間としては極きわめて速いものだった。孝太郎の操る霊力と、剣の魔力の賜たま物ものだった。

『こいつでどうだっ!?』

　ズドンッ

　巨人は高速で移動しながら、左ひだり腕うでに装備されている大型の銃を発砲した。

　発射された弾だん丸がんは大口径の散弾で、撒まき散らされた小さな弾が一メートル近い範はん囲いに広がって、孝太郎に襲おそいかかった。

「おおっとぉっ！」

　孝太郎は思い切り前転して、銃弾の攻こう撃げき範囲の下をくぐり抜ける。この時、散弾の一部が孝太郎を掠めたが、剣の魔力が孝太郎を守り、それらを弾はじき飛とばしてくれた。

　―――散弾ぐらいなら防げるみたいだな。だが！

　孝太郎は素す早ばやく立ち上がると、再び巨人に向かっていく。孝太郎はアライアほど正確に剣の魔力をコントロールできる訳ではないので、剣の防ぼう御ぎよ魔ま法ほうに頼たよった戦い方は危険だ。散弾を浴びないように、距離を詰つめておく必要があった。

『器用にかわすじゃないか！　流石さすがだなっ！』

　数回射しや撃げきして散弾だけでは孝太郎を捉とらえきれないと判断したエゥレクシスは、素早く攻撃方法を切り替えた。次の武器は白兵戦用の斧おのだった。その斧は孝太郎から見ると巨きよ大だいだが、巨人にとっては小さな武器だった。おかげでそれを振り回すスピードは速い。しかも攻撃できる範囲は広い。腕の長さと合わせれば、半径三メートルくらいは余よ裕ゆうで薙ぎ払はらえる。エゥレクシスはこの武器なら孝太郎を捉えられると踏ふんでいた。

「お褒ほめに預かり光栄だよっ!!」

　孝太郎はそれを受けて立った。元々剣で攻撃したい孝太郎にとっても、これは大きなチャンスだった。

　ゴォォォォォオオォォォォォォッ

　ブースターを全開にして突っ込んでいく巨人、それを迎むかえ撃うつ孝太郎。二人の間合いは一気に詰まり、まずは巨人の攻撃範囲が孝太郎に届いた。

『くらえぇぇぇっ!!』

　ゴッ

　巨人の長大な腕が横薙ぎに振り回され、右手に握にぎった斧が孝太郎に迫せまる。巨人はこの大きさと重さなので、斧以外の部分に当たってもアウト。防具を身に着けていない孝太郎にとって、非常に危険な攻撃だった。

「こいつを喰くらう訳にはっ！」

　孝太郎は咄とつ嗟さにジャンプして空中へ逃げる。斧は孝太郎の足元を通り過ぎていく。そして孝太郎はジャンプの勢いを利用して、そのまま巨人の本体へ斬りかかった。

『やはりそう来たなっ、原始人君っ！』

　だがそれこそがエゥレクシスの狙ねらいだった。空中に飛び上がった孝太郎に対し、巨人は左腕の銃口を向ける。ジャンプした孝太郎には、散弾をかわせない。だから斧で横薙ぎに攻撃して、予測できるタイミングで孝太郎をジャンプさせた。全てはエゥレクシスの巧たくみな計算だった。

「まずいっ！　頼むっ、シグナルティンッ！」

　ズドンッ

　巨人が発はつ砲ぽうする。それとほぼ同時にシグナルティンが輝いた。孝太郎はシグナルティンの魔力を開放してバリアーを張ると、思い切りそれを蹴けりつけた。すると孝太郎は空中で急角度で向きを変え、間かん一いつ髪ぱつのところで散弾の攻撃範囲から逃のがれる。その直後、散弾はシグナルティンの作りだしたバリアーを粉々に打ち砕いた。

『やれやれ、相変わらず君は信じられない事をするね。今、空中でジャンプしただろう？』

「ああ。こう見えて、身のこなしは得意なんだ」

　巨人はその巨体とは裏腹に、素早く向きを変える。着地した孝太郎が剣を構えた時には、巨人も孝太郎に武器を向けていた。

『だが、そろそろ思い切った攻撃をさせて貰うよ。目的も達した事だしね』

「目的だと？」

「サトミ様っ！　兵士達がっ！」

　ルースの声を聞いて、孝太郎はようやくエゥレクシスの本当の狙いを悟った。

　―――そうか、こいつ仲間を逃がす為に！　デクストロゥの顔に騙だまされた！

　どこに隠れていたのか、二人の新たな兵士が姿を現し、気絶した五人の兵士達を宇宙船の中へと運び込んでいた。エゥレクシスが攻撃してきたのは、気絶した兵達を宇宙船に運び込む時間を稼ぐ為だったのだ。

「またお前は時間稼ぎか………意外と仲間思いな奴やつなんだな」

『どうかな。私達にとって最も重要なのは、私達が関与した証拠を残さない事だ。君を倒す事でも、御婦人がたを捕とらえる事でもない』

　エゥレクシスが孝太郎の気を引いている間に、撤退の準備をする。手て掛がかりを残すようでは、何をしても無意味だから。

　―――やってくれるな………これではこいつを倒しても、目の前の危機を乗り切れるってだけだ………。

　腕輪を含ふくむ『青騎士』のシステムは混乱させられていて、証拠になりそうな記録は残らない。仕掛けの類も時限装置で証しよう拠こ隠いん滅めつされる。証人になりそうな兵士達は、宇宙船に担ぎ込まれてしまった。

　唯ゆい一いつ孝太郎の腕輪が記録したデータだけが証拠になりうるだろうが、腕輪はクランの物なので、下手に公表すれば間ま違ちがいなく彼女の立場を悪くする。今のクランは個人的に孝太郎に協力しているが、依い然ぜんとしてその出身シュワイガ家は、ティアのマスティル家と敵対関係にある。クランには家族の不利益になるような選せん択たくはできないし、孝太郎もそれを彼女に強しいるつもりはなかった。

『私の誤算は、君というイレギュラーが存在している事に気付かなかった事だ』

　ガキン、ガキン

　巨人は両りよう肩かたに装備された武器を孝太郎に向ける。右肩には大口径のビーム砲、左肩には八連装の多目的ミサイル。巨人に装備された武器の中では、どちらも最強クラスの武器だった。

『出来ればイレギュラーはここで片付けておきたい』

「片付かないからイレギュラーっていうんじゃないか？」

『確かにそれは道理かもしれんなっ！』

　ドドドドドッ

　エゥレクシスは自身が話している間にミサイルを発射した。このミサイルは目標の温度とカメラの映像によって誘導される。狙いを定めたミサイルは、まるで生き物のように孝太郎を追いかけはじめた。

「くそっ！」

　孝太郎はミサイルをぎりぎりの所まで引きつけて避けるつもりでいたが、ミサイルは孝太郎の数メートル手前で爆ばく発はつしてしまった。

　ズドンッ

　これは近接信管と呼ばれる起き爆ばく方法で、より広こう範はん囲いにダメージを与える為に、ターゲットに近付いた段階で爆発する。流石の孝太郎も、この爆発をかわす事は出来なかった。

「サトミ様っ!!」

　ルースが悲鳴をあげる。孝太郎はミサイルの爆発にまともに飲み込まれた。ルースが恐れていた、広い範囲への攻撃。いくら孝太郎でも無事には済まない。ルースはティアを爆風から守りながら、絶望にも似た気持ちを味わっていた。

「サトミ様っ、サトミ様ぁっ！」

　孝太郎がいたあたりに、土つち煙けむりがもうもうと立ち込めていた。周辺の地面は爆発で大きくえぐりとられ、そこにあった土を舞まい上あがらせて視界を塞ふさいでいる。だがその土煙も冬の冷たい夜風がゆっくりと吹き流していく。

　そして土煙が消えると、爆発でえぐり取られた地面のくぼみの底に、傷付いた孝太郎が倒れているのが見えた。

「いやああぁぁぁぁっ!!　サトミ様ぁっ!!」

　倒れている孝太郎を見たルースが再び悲鳴を上げる。ルースにとって、一番あってはならない事が起こってしまっていた。

『流石の君も、これにはどうしようもなかったか………』

　チュイィィィィ

　今度は右肩のビーム砲が動き出す。砲ほう塔とうのモーターが唸うなりをあげ、倒れた孝太郎に砲門を向ける。エゥレクシスはこのビーム砲で、孝太郎にとどめを刺さすつもりだった。

『さらばだ原始人君。君は実によく頑がん張ばった』

「やめてぇぇっ、サトミ様を殺さないでぇぇぇぇっ!!」

　ルースとティアの未来。その担にない手てである孝太郎。そんな孝太郎が死ぬ。ルースにとっては世界の終わりに等しい。彼女の絶ぜつ叫きようは魂たましいを引ひき裂さかれる痛みの表れでもあった。

　だがエゥレクシスはそんなルースの叫びにも耳を貸さず、冷静にビーム砲のトリガーを引いた。巨人の動力が生み出す莫ばく大だいな電力は、強力なビームの奔流を生み出し、巨大な光の槍やりとなって孝太郎に襲いかかっていった。

　シュゴォォォォォォンッ

　ミサイルにえぐられた地面が、ビームによってもう一度えぐられる。えぐり取られた土は再び土煙となり、孝太郎の姿を覆おおい隠かくした。

「サトミ様ぁっ、答えて下さいっ、サトミ様ぁぁぁぁっ!!」

　ルースは子供のように泣なき叫さけんでいた。ティアの傍を離はなれられない事がもどかしくてならない。すぐにでも駆け寄って、孝太郎の姿を捜さがしたかった。それでも、どうしてもティアを置いていけなかったから、彼女にはそこで泣き叫ぶ事しか出来なかった。

『さて、イレギュラーは片付いた。あとは―――』

「………言ったろ。片付かないからイレギュラーなんだって」

　ザンッ

　その時だった。突然、巨人の右みぎ腕うでと右足が根元から斬り落とされた。

『なっ、なにぃぃっ!?』

　支えを失った巨人は、驚おどろくエゥレクシスを乗せたまま、右に向かって倒れていく。

　ザンッ

　そして倒れていく途と中ちゆうで、左腕と左足も斬り落とされる。

　ズシィィィィィン

　地面に叩たたき付つけられた時には、巨人は四し肢しを失って、無残な姿を晒していた。

「やれやれ………やっと終わったか」

　巨人の四肢を切断したのは、いつの間にか傍に忍しのび寄っていた孝太郎だった。孝太郎は剣を振ふり回まわして刀身に付いたオイルを跳はね飛ばすと、切っ先を操縦席にいるエゥレクシスへ向けた。

「降参しろ。お前の負けだ」

「サトミ様ぁっ!?　ごっ、御無事だったのですかっ!?」

　ルースから再び悲鳴が上がる。だがこれは先さき程ほどとは逆で、喜びの悲鳴だった。

『まさか―――何な故ぜ君がそこにいる!?　さっき確かに撃うち殺ころした筈はずなのに!!』

　エゥレクシスの顔は驚きよう愕がくに歪ゆがんでいた。撃ち殺した筈の孝太郎が目の前にいる。まるで悪い夢でも見ているかのようだった。

「さっきお前が撃ち殺した俺は、お前達流に言うと、立体映像だよ」

『そうかっ、君はミサイルの爆発に紛まぎれて身を隠して、爆ばく心しん地ちに替かえ玉だまを残していったんだなっ!?』

「ああ。おかげで服がボロボロだ。お前、どうしてくれるんだ？」

　孝太郎はミサイルの爆風を浴びた。しかし動けなくなるほどのダメージはなかった。被ひ害がいは焼け焦げた服と、火傷やけどや打だ撲ぼくを何ヶ所か。シグナルティンと、あらかじめゆりかが施ほどこしていた防御魔法が、辛かろうじて孝太郎を守り切ったのだ。これにはミサイルが近接信管であった事も幸いしていた。直ちよく撃げきでの爆発なら、もっと被害は大きかった筈なのだ。

　そして孝太郎は立ち込める煙けむりを利用して身を隠した後、シグナルティンを使って孝太郎自身の幻まぼろしを作った。孝太郎はアライア程うまく剣の魔力をコントロール出来ないから、作ったのは動かす事が出来ない簡単な幻げん影えいだ。しかし倒たおれた孝太郎の身代わりなら、それで十分だった。

　その幻影にエゥレクシスが気を取られている間に、孝太郎は巨人に忍び寄って四肢を叩き斬った。つまりエゥレクシスが必勝を期して使った広範囲に対する攻撃こそが、彼かれの敗北を決定付けたのだった。

　―――流石さすがは魔ま法ほう少女ゆりか。本物の魔法少女がこれほど頼りになるとは………。

　つい先日から、本物の魔法少女になったゆりか。孝太郎にとって、ゆりかの存在が今日ほど頼もしかった事はなかった。それは今日から数日間、ゆりかに夕食を提供しようと思う程だった。

『………素早い君から目を離したのが運の尽つきか。とりあえず、後ほど私のスーツを一着進しん呈ていするよ』

「それは助かる」

『それはそうと、君の名前を聞かせてくれないか？　私を負かした男の名前を知っておきたい』

　エゥレクシスは素す直なおに負けを認め、苦く笑しようしながら肩を竦すくめた。

「孝太郎だ」

『コータローか。変わった名前だが、覚えておこう』

「さぁ、大人しく降参しろ。お前の負けだ」

　孝太郎の剣の切っ先が操縦席の風防に触ふれる。しかしエゥレクシスは首を横に振り、笑え顔がおを作った。

『負けたのは確かだけれど、降参する訳にはいかない。これでも多くの社員を抱かかえる経営者だからね』

　その時だった。

　シュゴォォォォォォッ

　突とつ如じよとして巨人の身体から大量の煙が噴ふき出だし始める。煙はあっという間にあたりを白く染め、孝太郎の視界を塞いでしまった。

「なんだっ!?　煙えん幕まくかっ!?」

　そして孝太郎が煙に気を取られた瞬間、あたりに大きな爆ばく発はつ音おんが響ひびいた。

　ドンッ

『また会おう、コータロー君ッ！』

　その爆発音は巨人の脱だつ出しゆつ装置が作動した音だった。

　巨人は操縦席をロケットのように発射して、エゥレクシスを空へ逃がした。そして撃ち出された操縦席は、いつの間にか飛び立っていた宇宙船によって空中で回収された。

　この状況では孝太郎には追う事が出来ない。おかげで煙幕が晴れる頃ころには、エゥレクシス達は孝太郎の手の届かない所まで逃げおおせていた。

「………やれやれ、抜ぬけ目めのなさは二千年経たっても変わらずか、デクストロゥ」

　飛び去る宇宙船を目で追いかけながら、孝太郎は溜ため息いきをつく。

　脱出装置が働いたのに前後して、巨人の身体は激しい炎を上げて燃え始めていた。巨人の身体を焼き尽くし、証しよう拠こを消してしまう仕組みが、あらかじめ施されていたのだ。

　これで全すべての証拠が消える。ティアとルースが軍部とＤＫＩに襲われた事件は、完全に歴史の闇の中へ葬ほうむり去さられた。前まえ触ぶれなく現れ、証拠を残さずに去る。クランのように単純に戦せん闘とう力りよくが高い相手よりも、よっぽどやり辛づらい相手だった。

「………厄やつ介かいな敵が現れたものだ………」

　孝太郎は巨人を焼く炎の灯あかりに照らされながら奥おく歯ばを噛かみ締しめる。思わずそうせざるをえないほど、エゥレクシスの引ひき際ぎわは見事だった。







ルースとティアとおやかたさまと　二月十一日（木）







　戦いが終わると、孝こう太た郎ろうはすぐにティアを背負った。爆発を聞き付けた人達が集まって騒さわぎになる前に、この場所を離れたかったのだ。

「よし。行きましょう、ルースさん」

　ティアを背負った孝太郎は、ルースに向き直った。

「って、あれ？　どうしたんですか？」

　すると何故かルースはその場にしゃがみ、片かた膝ひざをついていた。

「知らぬ事とはいえ、これまでの数々の御ご無ぶ礼れい、何なに卒とぞお許し下さいませ」

　そしてルースは孝太郎に向かって深々と頭を下げる。それはいわゆる、身分の低い者から高い者へ向かって行われる、臣下の礼だった。

「それは、何をしているんですか？」

　孝太郎はルースの突然の行動に戸惑っていた。するとルースはゆっくりと顔を上げ、孝太郎を見上げた。

　―――ルースさん？

　その時のルースの顔を何と表現すれば良いのか、孝太郎には分からなかった。

　泣いているようにも見えたし、笑っているようにも見えた。瞳ひとみは涙で潤うるみ、頬ほおは赤い。そして深く静かな瞳が孝太郎を捉え、懸けん命めいに何かを訴うつたえている。

　孝太郎に分かったのはひとつだけ。それはルースは泣いているが、悲しんでいる訳ではないようだ、という事だけだった。

「その剣………本物のシグナルティン、なのですね？」

　ルースの言葉は、孝太郎の疑問への答えではなかった。そしてルースは目を細め、視線を落とす。孝太郎の腰こしには、白と銀の輝かがやきをまとった、美しい剣が下がっている。ルースは今日、その剣が強い力を発揮するのを間近で見た。そして結論した。その剣は、本物のシグナルティンであるのだと。

「ルースさん………」

　孝太郎は小さく息を吐くと、自身も腰に下がっている剣に目をやった。

　―――やっぱり、こうなったか………。

　孝太郎は秘密を守れなかった事が残念だったが、ルースがその答えに至る覚かく悟ごをしていたので、慌てる事はなかった。

「わたくしもフォルトーゼに長く仕えてきた家の出身です。これがレプリカではない事ぐらい、見分けがつきます」

　ルースはそう言って手を伸ばし、そっと孝太郎の剣に触れた。そしてそれを、まるで我が子こに触れるかのように、優しく撫なで始めた。

「最初からおかしいと思っていたんです。何故、鎧のデータが全て消されていたのか………単に別の時空へ行っていただけなら、消す必要などないのですから」

　話し続けるルースの瞳から、ぽろぽろと涙が零こぼれていく。それは次から次へと途と切ぎれることなく溢あふれ、彼女の頬を濡ぬらしていった。

「でも、これなら説明がつきます。サトミ様はクラン殿下と一緒に、過去のフォルトーゼへ行き、この剣を手に入れて帰ってきた」

　ルースは自分の感情を抑おさえるのに必死だった。少しでも気を抜けば、感情を爆発させて孝太郎に泣きついてしまっただろう。しかしそれでは伝わらない。ルースは、どうしても孝太郎に分かって欲ほしかった。今の自分が、一体どんな気持ちでいるのかという事を。どれだけこの奇き跡せきに、感謝しているのかという事を。

「そしてその事実を秘密にしたくて、鎧のデータを消去した。理由はフォルトーゼに要いらぬ混乱を引き起こさない為」

　ルースは顔を上げた。そして信しん頼らいと愛情、その全てを視線に込める。

「そこから導かれる結論はただ一つ」

　ルースは幸せだった。それはもはや、言葉では言い表せないほどに。決して得られない筈だった未来が、目の前に存在している。ルースはその激しくも深い喜びで、頭がどうにかなってしまいそうだった。

「あなた様は、フォルトーゼにおける騎士の最高位、青あお騎き士しレイオス・ファトラ・ベルトリオン閣下であらせられる、という事です」

　全ての手掛かりが、それを示していた。

　白銀の剣、傷付いた鎧、クランとの関係、隠された秘密、向上した剣の技量。

　断だん片ぺん的てきに示された手掛かりは、やがてルースにひとつの解を示した。

　それは孝太郎こそが、フォルトーゼの伝説の英えい雄ゆう、青騎士であるというものだった。

「………最高位？」

　それは孝太郎を戸惑わせる言葉だった。その言葉に表情を変えた孝太郎を見て、ルースは確信し、心底嬉うれしそうに笑顔を作った。

「やはり………事実、なのですね………？」

「………はい」

　ルースの問とい掛かけに、孝太郎はしっかりと頷うなずいた。

「あぁ………暁あかつきの女め神がみよ………この奇跡に感謝致いたします………」

　ルースは孝太郎を愛している。その気持ちはしばらく前から、青騎士に対する憧あこがれを大きく上回るようになっていた。

　だが今、孝太郎と青騎士は同一人物である事を知った。それゆえ青騎士への憧れが、そのまま孝太郎への気持ちへ上乗せされた。今のルースにとって、孝太郎への想おもいはこれまでにない程に大きく膨ふくれ上あがっていた。

「………あなた様の『青騎士』という称しよう号ごうは、アライア陛下が戦後に、あなた様の忠誠を讃たたえ、フォルトーゼにおける騎士の最高位と定めました」

　涙が溢れ、止まらない。嗚お咽えつが言葉を遮さえぎり、上う手まく喋しやべれない。

　―――殿下………本物だったんですよ………わたくし達の青騎士は………。

　震ふるえる手で高鳴る胸を抱だき締しめ、溢れる涙で頬を濡らし、それでもルースは懸命に話し続けた。分かって欲しいのだ。孝太郎に、自分が一体何者であるのかを。

「以降『青騎士』は、あなた様専用の称号となり、新たにこの称号を受じゆ勲くんされた騎士はおりません。『青騎士』とは騎士の棟とう梁りよう。わたくしの称号『守護騎士』よりも上位にあたります」

「騎士の、棟梁………？」

　先程まではルースが孝太郎に混乱させられていたのだが、今では完全に立場が逆転していた。ルースのおかげで、孝太郎は自分がどんなに複雑な立場にあるのかを、次し第だいに理解し始めていた。

「はいっ。あなた様がその剣を携たずさえ、『青騎士』を名乗る限りは、皇族に次ぐ権力をお持ちです。あなた様はフォルトーゼでも最高の貴族―――いえ、皇族ですら容易に手出しできない、例外中の例外なのです」

　アライアが定めた青騎士に関する特令は、枚挙に暇いとまがない。

　ベルトリオン特別領が今なお不ふ可か侵しんである事はもちろんの事、青騎士への俸ほう給きゆうは二千年経った今もなお国家予算の中に組み込まれている。

　法律に対しては常に青騎士の特令が優先し、皇こう帝ていですらその権利を剥はく奪だつする事が出来ない。二千年先の未来へ帰った孝太郎が、何らかの理由でフォルトーゼに戻もどった時に備え、アライアはそのように定めたのだ。

「そうか………アライア陛下が………」

「はい。その気になればおやかたさまは、わたくしに死ねと命じる事すら出来るのですよ？」

　ルースはそう言って胸に手を当て、にっこりと微笑む。なんなら今すぐ死んでみせましょうか、ルースの笑顔はそう言わんばかりだった。

「そんな事命じませんよ」

「存じております、おやかたさま。ふふ、ふふふふふっ」

　ルースには孝太郎がそれを命じる事がない事は分かっている。しかし反面、そう命じられてみたい気もする。今のルースは、そういう気分だった。

「ところで………その『おやかたさま』って何ですか？」

「『おやかたさま』は『おやかたさま』です。騎士の一番偉えらい方ですから、当然こういう呼び方になるのですが」

「俺おれ、戦国武将じゃないんですけど」

「あら、戦国武将ですよ。何を仰おつしやっているんですか、もう………」

　ルースにはおかしくて仕方がない。青騎士といえば、フォルトーゼで一番有名な武将だった。その当人が武将ではないという。酷ひどく笑える状況だった。

「ふふっ、殿下が目を覚ますのが楽しみです」

　泣き笑いを続けるルースは、孝太郎の背中のティアに目を向ける。

「殿下がサトミ様の正体を知ったら………ふふふふっ」

　孝太郎が青騎士だと教えたら、ティアは一体どんな顔をするのか。ルースには今からそれが楽しみだった。

「その事なんですけど、ティアには俺の秘密は黙だまっていて下さい」

「おやかたさまぁっ!?　なっ、何故でございますかぁっ!?」

　ルースにとって、孝太郎のこの言葉は予想外だった。ティアに教えれば絶対喜ぶ内容なので、話したくてうずうずしていたのだ。

「ティアの夢が壊れます」

「そんな事はありませんっ！　ありませんともっ！」

「それだけでなく、青騎士とシグナルティンが同時に現れれば、フォルトーゼは混乱します。この事を知っている人間は、少なければ少ないほど良いんです」

「殿下ならきっと秘密にして下さいますっ！」

「ええと、秘密にするかどうかだけではなくて………その、ティアの判断に影えい響きようが出てはまずいんですよ」

　孝太郎はティアやルースを信頼している。彼かの女じよ達たちからは百パーセント秘密が漏もれる心配はないだろう。しかし孝太郎が青騎士である事や、シグナルティンが存在しているという事実が、ティアの決定の足あし枷かせになってはまずい。だからやむを得ない事情で秘密を知られたならともかく、自ら明らかにするつもりはなかった。孝太郎も、そしてアライアも、そんな事は望んでいないのだ。

「ティア殿下の判断に………」

　ルースにもその意味は分かる。誰だれにも明かせない重大な秘密を知るという事は、余計なリスクだけを背負い込む行為なのだ。

「わかり、ました………」

　仕方なく、ルースは孝太郎の言葉に従う事に決めた。今日の事を思えば、ルースもティアのリスクは低ければ低いほど良い。理り屈くつに従うしかない状況だが、ルースの落らく胆たんは大きかった。










　ティアが目を覚ました時、風景は見慣れたものへと変わっていた。そこは『青騎士』にある彼女の私室。そして傍そばには幼おさ馴なな染じみの少女の姿。それはいつもと同じ、目覚めの風景だった。

「ルース」

「お目覚めになられましたか、ティア殿下」

「………何があった？」

　ティアの記き憶おくは公園でエゥレクシスの兵に襲われ、抵てい抗こうを試みた所までしかない。ティアはその後の出来事をルースに尋たずねた。

「殿下が連れ去られる前に、サトミ様が敵を撃げき退たいして下さいました」

「エゥレクシスは？」

「取とり逃にがしました。証拠も残っておりません」

「そうか………見事にしてやられた訳じゃな………」

　ほんの僅かなやりとりで、ティアの知りたい情報は全て得られた。これは付き合いの長い二人だからこその絶ぜつ妙みような呼吸だろう。おかげで襲しゆう撃げきに関する話題は、これで終わりとなった。

「それでコータローは？」

「御無事です。今いま頃ごろはお食事をされているのではないかと」

　ルースはティアが寝ている間に夕食を作ってきた。孝太郎の怪我は大した事がなかったので、今頃はみんなで夕食を食べている筈だった。

「そうか………それはよかった………」

　孝太郎の無事を聞くと、ティアの表情が明るくなる。

　―――やはり助けに来てくれたのじゃな、コータロー………それに無事で良かった………。

　孝太郎には複雑な感情があるティアだが、それは孝太郎が悪い訳ではない。だから助けて貰えば嬉しいし、無事なら安あん堵どする。結局ティアは孝太郎の事が好きなのだ。

「御ご自じ分ぶんの目で、お確かめになられては？」

「いや、いい………」

　ルースに勧められても、ティアは首を横に振ふった。これ以上孝太郎の傍にいたら、自分はきっと孝太郎を苦しめる決定を下す。ティアはそれを避さけたかった。自分の大好きな人だからこそ、一番幸せになって欲しかった。

「殿下………」

　ルースは思案する。

　ルースにはティアの気持ちがよく分かる。少し前まではルースも同じ事を考えていたからだ。しかしルースは結局孝太郎を選んだ。そうでなければ嫌いやだと感じている自分を自覚したからだった。そして孝太郎の秘密を知った今、自分の決定は正しかったと確信している。ルースはそれを何とかティアに伝えたいと思っていた。ティアが孝太郎を愛しても構わないのだと、分かって欲しかった。

　―――やっぱり、お話ししよう………。このままでは、殿下が不ふ憫びんで………。

　散々悩なやんだ挙句、ルースはティアと話をする事に決めた。そしてルースはベッドの脇わきにある椅い子すに座り、ティアと向かい合った。

「殿下、一つ申し上げたい事がございます」

「なんじゃ、改まって」

　ティアはルースの様子がいつもとは違う事に気付き、自らも居住まいを正してルースの方を向いた。この結果、二人は真正面から見つめ合う格好になった。

「わたくしは殿下のお気持ちを全て存じております。その上で、あえて申し上げます」

　ルースはティアの目を正面から見つめ、ひとつひとつ言い聞かせるようにゆっくりと言葉を紡つむいでいく。そこには一いつ緒しよに育った幼馴染に幸せになって欲しいという、深い思いやりが溢れていた。

「殿下、迷うことなくサトミ様をお選び下さい。あのかたと共に生きる事は、決して罪ではありません。あのかたはきっと、フォルトーゼの国民の力となって下さいます」

「ルース………」

　ティアの表情から、華はなやかさが一気に抜ぬけ落おちる。

　ティアにもルースの気持ちは伝わっている。ルースがどんな思いでティアにこんな事を言っているのかは、痛いほどよく分かっていた。

「そなたはどうしてそう言える？　わらわには………その理由が見付からぬ………」

　しかしそれでもまだ踏ふん切ぎりがつかない。

　ティアとルースにとって、孝太郎が特別な人間である事はもはや疑いない。だが、マスティル家の血筋を絶やすのと同じだけの価値を、果たして国民は孝太郎に見出すのかどうか。ティアはそれはないと考えていた。

「わたくしはサトミ様を信じております。伝説の青騎士以上の成果を、必ずや残して下さる筈です」

　ルースは孝太郎が青騎士以上にフォルトーゼに貢こう献けんすると知っている。実は既すでにそうなっているのだ。孝太郎は青騎士本人なので、現時点で間違いなく伝説で語られている範囲の青騎士以上に、フォルトーゼに貢献している。ティアと国民はそれを知らないだけだ。実は孝太郎は、ティアのパートナーに相応ふさわしい資質を十分過ぎる程に備えていたのだ。逆にティアの方が、見み劣おとりしてしまう可能性すらあるほどに。

　しかしルースが思うに、ティアはその真実を知る前に、孝太郎への気持ちを固める必要があった。そうしなければきっと後こう悔かいする。ティアの性格からして、青騎士である事に甘あまえて孝太郎を選べば、後になってきっと何な故ぜ甘えたのかと後悔する筈だから。

「殿下はサトミ様が、青騎士に劣おとると思うのですか？」

「そんな事はないっ！　そんな事はっ！」

　ティアは激しく首を横に振った。

　ティアは信じている。孝太郎が自分の一番の騎士だと。青騎士を上回る騎士だと。そしてそれが誰にとっても真実であって欲しいと願っている。

「じゃが………じゃがなぁっ！　わらわは異星人じゃっ！　わらわと結ばれても、決して子は出来ぬっ！　あやつに新しい家族は与えてやれぬっ！」

　それは血を吐はくような苦く悩のうだった。ティアも片親で育ったから、孝太郎が家族へ向ける思いをよく知っている。そして自分と結ばれては家族は得られない。それがティアには罪深い事に思えてならないのだ。

「キリハでもゆりかでも構わぬっ！　あやつは地球の人間と結ばれねば、決して幸せにはなれぬっ！　わらわでは駄だ目めなのじゃっ！」

　ティアは泣きながらそう叫さけび、ベッドのシーツを堅かたく握にぎり締しめた。

　―――どうして異星人なのじゃ………どうして、ただのフォルトーゼの人間として、わらわの前に現れてくれなかった………。

　ティアには自分が異星人である事がこれほど恨うらめしく思えた事はなかった。ごく普ふ通つうの恋こい人びと同士になれないという現実は、ティアを酷く苦しめる。そしてその苦しみは、大きな涙の粒つぶとなって、ベッドのシーツにまだら模様を描えがいていった。

「ではそれに倍する幸せを、与えてさしあげれば良いではありませんか。幸せの形は一つとは限りません」

　ルースは優しい声でそう告げると、ティアが握り締めた指を一つずつ解いていく。そしてシーツを放して空っぽになったその手を、ルース自身の手で包つつみ込んだ。

「ルース………」

　手のぬくもりを介かいして、ティアの心にルースの言葉が染しみ込こんでくる。

　―――家族を作る以上の幸せを………形の違う、幸せを………。

　ティアとルースは他人だ。だが二人の間には間違いなく幸せがある。それと同じ事が、ティアと孝太郎にも出来る筈。ルースはそう言っているのだった。

「それがわらわに出来ると思うか？」

「出来る出来ないではありません。やるのです。子を成す事とて、誰もが確実に出来る事ではないのですから」

　フォルトーゼにおいても不ふ妊にんのカップルは存在している。遺伝であったり、怪我であったりと、その理由は様々だ。でも彼らはそれでも互たがいを選ぶ。そうする事で幸せになれると、信じているからだ。だから同じ事がティアにもきっと出来る。ルースは孝太郎だけでなく、ティアの事も信じているのだった。

「じゃが………わらわは恐おそろしい」

　ルースの言う事はティアにも分かる。それはきっと真実だろう。けれどティアにはもう一つ、気がかりな事があった。

「フォルトーゼの皇女ともあろうお方が、一体何を恐れておいでなのですか？」

「人一人の運命を左右するのが恐ろしくてならぬっ!!　こんなに恐ろしいと思った事は初めてじゃっ!!」

　ティアはぽろぽろと涙を零しながら、ルースの手を固く握り返した。

「殿下………」

　この時、ティアの手は震えていた。ルースはその震えを止めてやりたくて、自分の手の力を強める。だがそれでも震えは止まらなかった。

「わらわは、コータローが後悔している姿を見るのが恐ろしくてならぬっ！」

　ティアが恐れていたのは、孝太郎をフォルトーゼへ連れて行った後の事だった。最初は良くても、時が過ぎれば孝太郎はフォルトーゼに来た事を後悔するのではないか。もちろん口では後悔していないと言うだろう。だが本心はどうだろう？　そこがティアには恐ろしかった。

「あやつが寂さびしそうに星空を見上げて、地球を探している姿なぞ見たくはないっ！　わらわ一人ではっ、到とう底ていその孤こ独どくを受け止められぬ………」

　孝太郎が星空を見上げて、見える筈もない地球を探している姿。ティアの心にはその姿がありありと思おもい浮うかんでしまう。自分がそうなのだ。星空を見上げれば、ついつい見える筈がないのにフォルトーゼを探してしまう。自分は望んでここへ来たからそれで良い。だが孝太郎はどうなのか。そしてそれが現実となった時、自分はどうすればいいのか。ティアにはその方法が、思い付かないのだった。

「ならば殿下とわたくし、二人がかりでその方法を探しましょう」

「ルース!?」

　ここでルースは、ティアには思いもよらない事を提案した。その言葉に、ティアは思わず絶句する。

「殿下お一人では受け止められずとも、わたくし達二人ならば、あるいは受け止められるかもしれません。その為の方法を、見出せるかもしれません」

「そなたと二人で………」

　最初こそ驚いたティアだったが、誰よりも信頼出来るルースと一緒なら、出来るかもしれないという気がした。それにティアの思い描く未来には、孝太郎とルース双そう方ほうの姿がある。そしてルース自身の気持ちも知っている。ならば二人がかりで孝太郎を支えるというのも、正しい選択のように思われた。

「………ルース、正直に申せ」

　だがティアにはルースの言葉に一つだけ疑ぎ惑わくがあった。それに気付いたティアは、ルースの手を握り締めたまま、いつもの挑いどむような笑顔を作った。

　―――殿下………。

　それだけでルースには分かった。ティアが決断したのだと。たとえどのような苦難が待とうとも、孝太郎と共に歩むと、決めたのだという事を。

「そなた、自分の幸せの為にわらわを利用するつもりじゃろう？　怒おこらぬから、正直に申してみよ」

「もちろんでございます」

　ルースは悪びれず、大きく頷いた。そこにはティアの問いに対する答え以上の意味が込められている。そしてそれは二人の間を行き交って、二人が繋つないだままの手に、より一層の力を与えてくれた。

「わたくしの幸せは、殿下の幸せの向こう側にありますので」

「………物は言いようじゃな。無む茶ちや苦く茶ちやじゃぞ………」

　ティアは呆あきれているような言葉を口にする。だが、それはあくまで言葉の上での話だ。言葉に乗って行き交っている気持ちは、それとは全く別物だった。

「あの方は、無茶をせずに受け止められる方ではございませぬゆえ」

「………ふふ、そうであったな」

　こうしてティアは遂ついに覚かく悟ごを決めるに至った。

　―――わらわは、孝太郎とルース、二人と共に生きよう………。

　向かう先に苦難が待っている事は知っている。異星人同士だから、不安も少なくなかった。だがそれらを無理にでも踏み越こえて、自分達だけでなく、多くの人間にとって価値のある未来を掴つかみ取とってみせる。ティアはこの時、そう心に決めたのだった。

「しかし………そうでございますか………」

　そしてルースは微笑む。

「どうした？」

　ティアは小鳥のように首を傾かしげる。

「先程の、殿下の御お言こと葉ばを思い出しておりました」

「わらわの？」

「はい」

　問いかけたティアも、頷いたルースも、表情は明るい。ここ数日二人を覆っていた暗い感情は、大きく減じていた。

「先程、殿下は『人一人の運命を左右するのが恐ろしくてならぬ』と仰いました。フォルトーゼの皇族として、素す晴ばらしい御言葉かと存じます」

「そうじゃな。地球へやってきたおかげじゃ。昔のわらわはいかに愚おろかであったか」

　そして明確になった想いが、二人の絆きずなをより強くしていた。

「素直にサトミ様のおかげと仰れば良いではありませんか」

「………わらわが言わずとも、そなたが言ってくれる。そうであろう？」

「ふふふっ、その通りにございます」

　そうやってもう一度二人で笑い合った後、ティアはルースの手を解放して、勢い良くベッドから飛び下りた。

「よっと」

「殿下？」

　カーペットにふわりと着地したティアは、改めてルースに向かって手を差さし伸のべた。

「わらわには今すぐやらねばならない事がある。ルース、そなたの力が必要じゃ。力を貸しておくれ」

「………仰おおせのままに、マイプリンセス」

　そしてルースは、差し出されたティアの手を迷わず握り締めたのだった。







バレンタインデー　二月十二日（金）







　屋上の給水タンクの裏に隠れた賢けん治じは、孝こう太た郎ろうが屋上へ現れるのを今か今かと待ち構えていた。

「………手紙は間違いなくコウの手に渡わたったんだな？」

「ヘイ、マッケンジーの旦だん那な！　里さと見みが手紙を読んでいるのを確かく認にんしています！」

　給水タンクの陰かげには、賢治の他にも数名の男子生徒の姿があった。彼らは全員非モテ系同盟の人間だったが、今は何故か敵である賢治に味方をしていた。

　今日はバレンタインデー前の最後の登校日。今年のバレンタインデーは日曜なので、前倒しでこの日にチョコレートが飛び交かう。当然、賢治の手には山のようなチョコレートがあった。賢治はその有り余るチョコレートで同盟の一部を買収、味方に引き入れた。そして賢治は彼らを使って、孝太郎にドッキリを仕し掛かけた。賢治達たちが屋上で隠れているのはその為だった。

　こうやって賢治がドッキリを仕掛けるのは、実は先に孝太郎が賢治にドッキリを仕掛けたからだった。しかしそれが実行される前の段階で、賢治が非モテ系同盟の一人に善意で分わけ与あたえたチョコレートによって裏切りが発生。計画が露ろ見けんし、賢治はドッキリを回かい避ひすると共に、報復の逆ドッキリに打って出た。

「はやくこい、コウ………待っているのは女の子じゃないぞぅ～」

　賢治は逸はやる心を抑えつつ、手の中のプラカードを握り締める。

〝ドッキリ大成功！〟

　賢治がそのプラカードを手に姿を現した時、孝太郎は一体どんな顔をするのか。それを想像すると、賢治は笑いが止まらなかった。










　孝太郎が屋上へやってきた時、そこには誰の姿も見当たらなかった。

「あれ？　誰もいないぞ？」

　実は孝太郎は、昼休みに手紙を貰った。差出人は不明。可愛かわいらしい絵え柄がらの便せんに、これまた可愛い文字で『放課後、屋上で待っています』とだけ書かれた手紙だった。ここへ来れば差出人が分かるかとも思ったのだが、あいにく屋上には誰の姿もない。困った孝太郎は、この場所でしばらく待ってみる事に決めた。

「うーん、誰の手紙だろうなぁ………」

　屋上で差出人を待つ間も、孝太郎は手紙の文面を眺ながめていた。その手紙の文字にはまるで見覚えがなかった。

　晴はる海みや静しず香かはもっと丁てい寧ねいな字を書くし、ティアとルースはまだここまで自然に日本語を書けない。キリハは習字の先生のように達たつ筆ぴつだし、ゆりかはもっと雑だ。一番近いのは早さ苗なえの字なのだが、早苗の文章ならもっと飾かざりが多い。ハートや星などがちりばめられているのが普通だった。

　そうやって孝太郎が何度目かに首を傾げた時だった。

「さとみくーん！」

　不意に孝太郎の名前が呼ばれた。孝太郎が声の方を向くと、校内から屋上へ出てすぐぐらいの場所で手を振っている晴海の姿が見えた。

「桜さくら庭ば先せん輩ぱい！」

　孝太郎は手紙をポケットにしまうと、晴海に駆かけ寄よっていく。この場で晴海を待つよりも、孝太郎が移動した方がずっと速いのだ。

「こんな所にいたんですね、里見君」

　晴海は孝太郎を笑顔で出で迎むかえた。だが晴海の笑顔はどこかぎこちない。それを見た孝太郎は、晴海が自分に何か用件があるらしい事を悟さとった。

「どうかしたんですか、桜庭先輩？」

「そ、その、じつは………」

　孝太郎に問われると、晴海は軽く頬を染め、自分の通学用の鞄かばんを探さぐり始める。

「これを里見君に、渡そうと思って、探してたんです………」

　晴海が鞄から取り出したのは二つの平たい箱だった。箱の大きさは大体十センチ四方。厚みは二センチほど。ちょうど左右の手に一つずつ載るくらいの大きさだった。どちらの箱も同じ赤い紙で包装してあり、白いリボンで飾られている。見た目の違ちがいのない、双ふた子ごのような箱だった。

「これ、もしかしてチョコレートですか？」

　流石の孝太郎も時期的に想像がついた。この二つの箱は、晴海が用意してくれたチョコレートなのだ、と。

「そうなんですっ！　あの、いつもその、お世話になっているからっ、里見君と、松まつ平だいら君にってっ！」

　晴海は落ち着きのない様子で早口でまくしたてると、二つの箱を孝太郎に向かって差し出した。それはまるで賞状を受け取る時のような前ぜん傾けい姿勢だった。

「一つは松平君にあげてくださいっ」

「ありがとうございます、桜庭先輩」

　孝太郎は特に不思議には思わず、晴海から二つの箱を受け取った。

「桜庭先輩の義理チョコかぁ………みんなに自じ慢まんしよう」

　二つの箱はどちらも同じものだったので、孝太郎は自然とそれらを義理チョコだと考えた。本命が二つという事はありえない。だが、晴海の義理チョコなら普通の義理チョコとは違う。孝太郎はチョコレートを貰えた事を大いに喜んでいた。

「それでその………裏側に名札が付いているから、間違えないでね？」

「ああ、はい、分かりました。気を付けます」

　二つの箱を裏返してみると、確かにそれぞれ『さとみくん』と『松平君』という名札が取り付けられている。

「二人が好きそうなチョコレートを、それぞれに入れてあるから」

「そうなんですか。わざわざすみません」
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「べっ、別に苦労はしてないのっ！　元々、お父様や病院の先生にあげる大人用とか、子供達の為ための甘いのとか、色々と用意してるからっ」

「なるほど、そういう事でしたか」

　孝太郎はすぐに晴海の言わんとしている事を理解する。晴海はお世話になった人達や仲良しの子供達の為に、色々なチョコレートを作った。そのついでに孝太郎達たちの分も用意してくれたのだ、と。

　―――ふぅ………よかったぁ、さとみくんに気付かれなくて………。

　鞄にチョコレートの箱をしまう孝太郎を見ながら、晴海はこっそり胸を撫なで下おろした。実は晴海の説明には嘘うそが含まれている。確かに『松平君』と書かれた箱には晴海の説明通りのチョコレートが入っているのだが、『さとみくん』と書かれた箱には説明とは異なるチョコレートが入っている。そこには晴海が試した十数パターンのレシピの中で、最高傑けつ作さくのチョコレートが入っているのだ。

　そして晴海はそのチョコレートをクリーム状に加工し、プラスチックの小さなケースに詰めた。箱にはそのケースと一緒に、クリームを付けて食べる為のマシュマロやクラッカーが入っている。それは孝太郎の遊び好きな性格と、味の好みを同時に満足させる為に作られた、専用のチョコレートなのだった。

　試作の都合上量産ができず、最高傑作のチョコレートはこれにしか使われていない。孝太郎の想像とは裏腹に、箱の中身はド本命のチョコレートなのだった。

「それじゃ、私はこれで失礼しますねっ！」

　目的を達した晴海は、早々に立ち去る事にした。用事があったし、目の前で開けて食べられるのも恥はずかしい。今日に限っては、逃げ出すのが正解だった。

「あれ？　部活は？」

「先週言いませんでしたっけ？　今週末は病院があるから休みにしようって」

「そういえば………って、そうか、ついでにチョコレートをあげてくるんですね？」

「ふふふ、そういうことです。だからまたね、里見君」

「はい、また月曜日に」

　晴海は笑顔で軽く手を振ると、校舎の中へ消えていった。

　キィィィ、パタン

　晴海が帰る時、屋上の扉とびらは静かに閉じた。だがそのほんの少し後に、爆発しそうな勢いで再び扉は開いた。

　ドバァンッ

「どわぁっ!?」

「ああんっ、いたいたぁ、里見君っ！」

　思わずのけぞった孝太郎の前に姿を現したのは、クラスメイトの真ま希きだった。

「あ、藍あい華かさん？」

　勢い良く飛び出してきた真希は軽いステップで屋上のコンクリート床ゆかに降り立つと、孝太郎の顔に人差し指を突つき付つけた。

「ふふ、里見君、いい物をあげますよ」

　そして真希はその指を自分の制服のポケットに差し入れ、中から藍色の紙に包まれた細長い箱を引っ張り出した。

「はいっ、本命のチョコレートッ♪」

　真希はそれを二、三回顔の前で振ると、孝太郎に差し出した。だが対する孝太郎は、目の前の本命チョコレートに冷ややかな視線を送っていた。

「………それで、俺からいくら金を取るつもりだ？」

　孝太郎は知っている。この本命チョコレートは有料だ。非モテ系同盟の仲間達を次々と堕だ落らくの道へと誘さそい込こんだ、悪あく魔まの本命チョコレートなのだ。

「取りませんよぉっ、もぉっ！」

「騙されんぞっ！　本当の事を言えっ！　何が目的だ？　ホワイトデーか？　そうかっ、三倍返しだなっ!?」

　これまで本命チョコは貰った事がないが、ホワイトデーの三倍返しの噂うわさは聞いている。孝太郎は抜け目ない真希の狙いはそこにあると踏んでいた。

「どうして素直に貰わないんですかっ!?　そんな風だからモテないんですよっ!?」

「ほっとけっ！　藍華さんには俺の気持ちは分からんっ！　男の純情を弄もてあそびやがってっ！」

「たまたまチョコレートにキャンセルがでたから、里見君にタダであげようとおもったのにっ！」

「くれっ!!」

「この展開であげる訳ないでしょうっ!!」

　孝太郎の失礼な態度に、真希はへそを曲げてしまい、頬をふぐのように膨らませてそっぽを向いた。

「………でもまあ、真ま面じ目めなところ、本命並みに手をかけたチョコレートなら、一番仲良しのヤツにでもあげとけよ。年に一度のお祭りなんだ。こんな風に無む駄だ撃うちするのはもったいなかろう」

「里見君………」

　だが孝太郎のまともな言葉を聞いた途と端たん、真希の頬から空気が抜け、普ふ段だんの彼かの女じよの顔に戻った。そして下を向いて一度小さく微ほほ笑えむと、真希は再びチョコレートを孝太郎の眼前に差し出した。

「じゃあ、やっぱり里見君にあげます」

「いいのか？」

「私の一番の友達は里見君ですから。まあ、来年への投資ってコトで」

　そして真希は笑顔のまま、孝太郎にチョコレートを手て渡わたした。

「どういう意味だ？」

「来年は私が本命を渡せるように、頑張ってねっていう意味です」

「自信がないぞ。藍華さんはお金がかかりそうだし………」

「もおっ、どうして素直に頑張るって言えないんですかぁっ!?　今の流れは大おお幅はばなディスカウントのチャンスだったでしょうっ!?」

「そ、そういうもんなのかっ!?」

　だが結局最後は真希を怒らせてしまう孝太郎なのだった。

　ズバァン

　来た時と同じような勢いで扉が閉まる。真希は怒いかりのままに屋上を去っていった。

　ゴスッ

　すると閉まったのとほぼ同時に、扉に何かが激げき突とつする。

『孝太郎、大変大変っ！』

　そしてその直後、早苗が扉から抜け出してくる。早苗は焦あせった様子で背後の扉を指し示し、早口で事情を説明した。

『ゆりかが扉に当たって動かなくなったの！』

「なっ、なにぃっ!?」

　孝太郎は慌てて扉を開けた。すると足元にゆりかが倒れているのが見えた。ゆりかの頭には大きなこぶができており、物もの凄すごい勢いでドアと衝しよう突とつしたらしい事が窺うかがわれた。

『あたし達が屋上に出ようとしたらさぁ、あの真希って子が凄すごい顔で来て………ゆりかは慌てて飛とび退のいたんだけど、勢い良くドアが閉まってごつーんって………』

「なるほど。済まないな、ゆりか」

　どうやらゆりかは真希のやつあたりに巻き込まれたようだった。それはつまり、真希を怒らせた孝太郎に間接的に原因があるとも言える。責任を感じた孝太郎は、倒れ伏ふしたゆりかを抱だき起おこし、屋上に据すえ付けられたベンチの所まで運んでいった。

「しゃ、しゃとみしゃぁん………せかいが、せかいがぐりゅりゅんりゅ～ん………」

　ベンチに座すわらせても、ゆりかはまだ立ち直らなかった。ゆりかは衝しよう撃げきで目が回っているようで、意味もなく首をぐるぐると回し続けていた。

「ゆりかはしばらくここに座らせておくとして、だ。お前達はここに何をしに来たんだ？」

　早苗は孝太郎と一緒にゆりかを見下ろしていたのだが、孝太郎に問われてぱちんと両手を合わせた。

『そうだったそうだった。孝太郎、今日は早くおうちに帰ってきてね！　チョコレートが買ってあるから、一緒に食べよ！』

「なるほど、そういう用事だったか」

『うんっ！』

　早苗は幽ゆう霊れいだから、自分一人ではチョコレートを食べられない。孝太郎の協力が必要なのだった。

「ゆりかもか？」

「チョ、チョコ………わらしもありましゅぅぅ………」

　ゆりかはまだ目を回している様子だったが、ポケットをごそごそと漁あさり、中に入っていたチョコレートを取り出した。そのチョコレートを見て、孝太郎は一言ぼそりと呟つぶやく。

「………小さいな」

『そう言わないであげて。ゆりかは最初大きいのを買おうとしたんだけど、その時に新しいインスタントラーメンを見付けちゃったの。それでチョコがこれになったの』

　新発売の関東海の苔りしょうゆラーメンは一袋ふくろ七十八円。チョコレートを買いに行った時のゆりかの所持金は百円。ラーメン一つと二十円分のチョコが買える計算だった。しかし運命はゆりかの敵だった。消費税を入れると百三円。二十円のチョコを買うには、三円足りなかった。

　そんな訳で、ゆりかが買えたチョコは十円のものが一つきりだった。

「バッ、バレンタインデーなんてっ、ほろんでしまえばいいんでしゅぅううぅぅぅ」

「辛つらかったな、ゆりか………わかる、わかるぞその気持ち………」

　孝太郎はゆりかから十円のチョコを受け取ると、うるうると瞳を潤ませる。

　―――ゆりかが買えたチョコはひとつきり。それが十円のものともなれば、一番好きな男には渡せないだろう。だから義理チョコとして俺に。不憫な奴め………。

　ゆりかの事情をそんな風に解かい釈しやくした孝太郎は、彼女の手を握り締め、何度も頷いた。

「ゆりかっ、お前のチョコは、俺が大事に喰くうからな………」

「さっ、さとみしゃぁぁあぁぁぁん………うぐっ、うぐぅ～～～」

　虹にじ野のゆりか、高校一年生。

　そのバレンタインデーは、こうして儚はかなく散ったのだった。

『それじゃまたね、孝太郎。ちゃんと早く帰ってきてね？』

　用件が済んだ早苗は、家に帰るつもりだった。冬場は寒いので、あったかい家で孝太郎の帰りを待つつもりだった。

「わかってる。気を付けて帰るんだぞ？」

『うんっ！　ほらいくよ、ゆりか』

「うっうっうっ」

　そして早苗は泣いているんだか目を回しているんだかよく分からない状態のゆりかを連れて、屋上を去っていく。

『そんなに泣かないの。帰ったらあたしのチョコ半分あげるからさ』

「ほんとですかぁっ!?」

『………やっぱり四分の一にする』

「えぇぇぇっ!?　ちゃんと半分下さいよぉっ!!　くれるって言ったじゃないですかぁっ!!」

　早苗にあやされながら去っていくゆりかの後ろ姿を見ていると、孝太郎の胸にふつふつと、ゆりかの将来に対する不安が湧わきあがってくる。

「………ゆりか、お前は本当にそれでいいのか？　お前の人生、もっとちゃんとしなくていいのか………？」

「そう思うのなら、汝なんじが面めん倒どうを見てやればいい。汝ならゆりかの保護者として適任だと思うのだが」

「俺が!?　………って、何やってんだ、キリハさん」

「なに、個人的な戯たわむれをな」

　早苗とゆりかを見送っていた孝太郎の右みぎ腕うでに、いつの間にかキリハの左腕が絡からみついていた。それはまるで恋人同士がするような格好で、キリハは孝太郎に身体を預けて、幸せそうに目を細めていた。

「本命チョコレートを作ったのだが、あいにく渡す相手は見付かっていない。そこで汝に代役を頼みたいのだ」

「なるほど、それでこういう事になるのか」

「そういう事だ」

　キリハは孝太郎の腕うでを軽く抱き締め、孝太郎の肩かたに頬を寄せる。そうされるとキリハの豊かな胸が腕に押おし付つけられるのだが、孝太郎は不思議と以前のような落ち着かない気分にはならなかった。むしろどこか安心感のようなものを感じていた。それは恐らく、この十ヶ月の間に培つちかわれた、孝太郎とキリハの信頼関係なのだろう。

「貰もらってくれ、孝太郎」

　そしてキリハは孝太郎に細長い箱を差し出した。箱は茶色と黒を基調にした、落ち着いた配色の包装紙で飾られている。キリハのチョコレートはその味だけではなく、包装の見た目まで大人向けに作られていた。

「あんたらしくないな」

　だが孝太郎はチョコレートを受け取らず、そっと彼女の方へ押し返した。

「どういうことだ？」

「バレンタインデーは明後日だ。俺に代役を頼むにゃ早過ぎるだろう」

　今日は十二日。バレンタインデーは厳密には明後日だ。

　まだ二日あるから、キリハの想い人が見付かる可能性は残されている。なのに今、孝太郎が受け取ってしまう訳にはいかなかった。

「ふふふっ、そういえばそうだったな。静香が今日に合わせてケーキを準備していたものだから、すっかり今日がバレンタインデーのつもりでいた」

「大家さん、ケーキを作るのか？」

「ああ。チョコレートのケーキをな。みんなで食べるんだって、少し大おお掛がかりなものを準備している。後で我も作るのを手伝う約束になっている」

「そっか。そいつは楽しみだ。手作りのケーキなんて、何年振りかな」

　孝太郎は母親を亡なくして以降、手作りのケーキなど食べた事がない。その機会が巡めぐってきた事を、孝太郎は嬉しく思っていた。

「手作りのチョコレートは？」

　キリハはチョコレートを再び孝太郎の前に差し出す。

「それも、何年振りだろうな。でも、今日はまだ貰ってやらないぞ」

「なら、預かっておいてくれ」

「おい………」

「明日と明後日、一緒に探してくれるのだろう？」

「………ま、それならいいか」

「まったく、強ごう情じような男だな」

「それはお互たがい様さまだろ」

「違いないな」

　こうしてようやく孝太郎はキリハからチョコレートを受け取った。キリハは空っぽになった両手で孝太郎の腕を掴み、挑ちよう発はつするような瞳で孝太郎を見上げた。

「ところで………ホワイトデーには期待してもいいのだろうか？」

「期待する相手が違うだろう？」

　孝太郎は苦笑して肩を竦める。

「つれないな………少しばかり遊んでくれてもいいだろうに」

「あんたの遊びに付き合って身を滅ほろぼす前に、絶対に見付けるぞ、あんたの初はつ恋こい相手」

「女を捨てる言い訳としては最低だな」

「いい加減にしないと、温おん厚こうな俺でも殴なぐるぞ」

「それが出来る男ではない事ぐらい、とうに分かっている」

「ったく、本当にタチの悪い女だな………」

「汝を愛しているからな」

「やれやれ………」

　そうして二人の恋人ごっこは続く。キリハが静香と約束した時間は、もう少しだけ先の事だった。










　孝太郎に来客が続いたせいで、賢治とその仲間達はすっかり出ていくタイミングを失っていた。今いま更さらドッキリ大成功と言って出ていったところで意味はない。孝太郎の手には実際に四個のチョコレートがある。ドッキリとしては大失敗だった。

　―――やられた………俺、もしかして酷い道化か………？

　カタカタカタ

　呆ぼう然ぜんと立たち尽つくす賢治の手の中で、ドッキリ大成功のプラカードが風に揺ゆられて乾かわいた音を立てる。今の賢治は、その音に合わせて笑いたい気分だった。

「おのれ里見の奴ぅっ！」

「なぁにがお前達と同じで、義理が一個か二個だぁっ!?　ざけんなよっ、孝太郎ぉっ!!」

「どう見ても本命だらけじゃねえかぁっ!!」

「非国民はてめぇだぁっ、さぁとみぃぃぃぃぃぃっ!!」

　だがここには賢治とは違って、笑っては済ませられない男達がいる。彼らはキリハが立ち去るのを待って、給きゆう水すい塔とうの陰から飛び出した。

「目指すは本ほん所じよ松まつ坂ざか町ちようぉっ!!　狙うは怨敵っ、里見孝太郎ただいちにんのみにてござるぅぅぅっ!!」

『うおぉぉおおぉぉぉぉぉぉおぉぉぉぉっ!!』

　この日、カリスマ的リーダーの手て酷ひどい裏切りという予想外の展開によって、長く続いた非モテ系同盟の歴史は幕を閉じたのだった。










　気絶した孝太郎が意識を取り戻したのは、太陽が大きく傾かたむいて、山の向こうへと消えていこうとしていた頃だった。

　―――いて、いてててて………。

　孝太郎を目覚めさせたのは、非モテ系同盟の男達に散々殴られた傷の痛みだった。そうでなければ、孝太郎はもうしばらく寝ねたままでいたかもしれない。

　そしてもう一つ、いや二つ、孝太郎に目覚めを促うながすものがあった。

「コータローは無事かっ!?　大だい丈じよう夫ぶなのかっ!?　死んだりしないかっ!?」

「はい、御ご無ぶ事じです。彼らも加減して殴っていたようですね」

「そっ、そうか………。馬ば鹿か者ものが………あの程度の者達なら、今のそなたなら簡単に排はい除じよできるじゃろうに。何な故ぜそのまま無防備に殴られる………？」

「そういうお人です。それがわたくし達のサトミ様です」

「分かっておるっ！　怒りのやり場がないだけじゃっ！」

「それがお厭いやなら、これからはお傍を離はなれない事です」

「そうする。わらわがこやつを守る！」

「皇女が騎き士しを守るなど、前ぜん代だい未み聞もんでございましょうが」

「わらわがしたいようにするまでじゃっ!!　違うかっ!?」

「仰せのままに、マイプリンセス」

　孝太郎に目覚めを促すのは、すぐ近くから聞こえてくる二つの声だった。その耳慣れた声が、痛みで目覚めた意識をより明確なものへと引き上げてくれた。

　―――ティアと………ルースさん、かな？

　声の持ち主の名前が思い出せるようになると、周りの状じよう況きようも感じられるようになる。孝太郎は木で出来た平らな何かに寝かされていて、あたたかくて柔やわらかなものを枕まくらにしている。目を閉じたままでも周囲が薄うす暗ぐらい事が分かる。だが、不思議と寒さは感じない。近くにある二つの気配が、あたたかいからかも知れなかった。

「ん、んん………」

　孝太郎は目を開くと、何度か瞬まばたきを繰くり返かえした。日が暮れつつあったので、眩まぶしい訳ではない。ただ意識をはっきりさせる為に繰り返した行こう為いだった。

「お目覚めになられたようです」

「そ、そうか」

　孝太郎が目を開くと、目の前にはルースの顔があった。そしてその少し向こうにティアが立っているのが見える。ティアは横を向いていて孝太郎を見ていない。彼女は沈しずんでいく夕ゆう陽ひを、眺めているようだった。

「おはようございます、ルースさん。それにティアも」

　挨あい拶さつをしながら、孝太郎は目を動かして周囲を確認する。ここは学校の屋上。自分はベンチに寝かされている。頭に感じる柔らかな感かん触しよくはルースの膝ひざ枕まくら。そうやって一通り状況を確認した孝太郎は、再び二人に目を向けた。

「御無事で何よりです、サトミ様」

「実にぶざまじゃな」

　ルースは微笑みながら、ティアは不ふ機き嫌げんそうにそっぽを向いたまま。二人は仕草も言葉も正反対だった。

「面めん目ぼくない。………よいしょっと」

　孝太郎は小さく苦笑すると、身体を起こした。

「いててて」

　途端に殴られた傷が痛む。昨日の戦いの傷も残っていたので、孝太郎は思わず痛みに顔をしかめていた。

「ばっ、馬鹿者ぉっ！　まだ寝ておれっ！　傷が痛むのじゃろうっ!?」

　するとこれまで不機嫌そうにそっぽを向いていたティアが、大おお慌あわてで孝太郎に手を伸のばした。ティアは孝太郎の両りよう肩かたを掴むと、押し倒して元の格好に戻そうとする。その顔はとても心配そうで、少し前までの不機嫌そうな様子はどこにも感じられなかった。

「もう大丈夫だって、ティア。そんなに心配してくれなくても平気だから」

「し、心配してなどおらんっ！　わらわは呆れておっただけじゃっ！」

　ティアは孝太郎に指し摘てきされてようやく自分の行動に気付く。そしてティアは慌てて孝太郎から手を離し、不機嫌そうな表情を作ると、再びそっぽを向いた。

「何を照れてるんだ、お前」

「うっ、うるさいっ、照れてなどおらんっ！」

　動どう揺ようしたティアは思わず声が裏返る。その声でティアの心境を察したルースは、素す早ばやく助け船を出した。

「重ねてお尋ねしますが、お加減はいかがでしょう、サトミ様」

「え？　ああ、大丈夫そうです。御ご心しん配ぱいをおかけしました」

「ふぅ………」

　ルースの質問で孝太郎の注意が離れ、ティアは大きく安堵する。

　―――何を動揺しておる、何を………いつも通りでいいのじゃ………。

　しかし何度自分に言い聞かせても、なかなか気持ちは落ち着いてくれなかった。

「それじゃあ、帰るか。もう日が暮れるし、寒くなる前に」

　そんなティアの気持ちなど露つゆ知らず、孝太郎はゆっくりと立ち上がった。殴られた部分は痛かったが、動けないほどではない。孝太郎にとっては、この場所にじっとしていて寒くなる方が問題だった。

「あ、ま、まって！」

　きゅっ

　だが、歩き出そうとした孝太郎の服の裾すそを、ティアが両手で掴んだ。

「ティア？」

　孝太郎は足を止め、ティアの方を向く。すると孝太郎の視線に晒さらされたティアの顔は一いつ瞬しゆんで真っ赤に染まった。

「どうした？」

「あ、そ、その………えと………」

　孝太郎に訊きかれても、ティアは口ごもるばかりで何も答えられない。やがて彼女は目を伏ふせると、孝太郎の視線から逃げるようにルースの方を向いた。

「ルース、たのむ………わらわには、これいじょう、む、むりじゃ………」

「はい、殿でん下か」

　ルースはティアに頷き返すと、立ち上がって孝太郎と向かい合った。そしてにっこりと微笑む。ティアとは違い、ルースはいつも通りだった。

「実はサトミ様、チョコレートをお届けに参ったのです」

「チョコレート!?　ルースさんが!?　本当ですか!?」

　孝太郎はルースからチョコレートを貰えると知ると、殴られた痛みも忘れて思わずルースの方に身を乗り出した。

　―――コータロー………。

　そんな孝太郎の姿を見たティアは、ほんの僅わずかに表情を明るくする。しかしティアはすぐそれを引っ込めると、不機嫌そうな顔を作って孝太郎に問いかけた。

「コータロー、ルースにチョコを貰えるのが嬉しいのか？」

「おう。当たり前だろ」

　ティアに返事をしながら、孝太郎は当然だとばかりに大きく頷いた。孝太郎にとって、ルースにチョコレートを貰えるのは嬉しい事だった。

「ルースは異星人じゃぞ？　それでも良いと申すのか？」

　ティアの質問は続く。それは孝太郎の気持ちを、一つずつ順番に確かめようとするかのようだった。

「それはどういう意味だ？」

　異星人でも構わないのか。言葉の意味は分かるのだが、それだけでは孝太郎には質問の意図が分からなかった。

「ルースは異星人で、しかも貴族じゃから、仮にこのチョコレートが本命であったとしても、恋人になったり、家庭を持ったりするのは難しいかもしれない………そういう意味じゃ」

「ああ、そういうコトな」

　質問の意味を理解した孝太郎は、頭の中でそれを吟ぎん味みする。

　―――立場上、今以上は仲良くなれないかもしれない相手から、チョコレートを貰うのが嬉しいかっていう意味なんだから………。

　幸い、この質問にはすぐに答えが出た。

「嬉しいぞ。正直なところ、本命のチョコをくれるなら、異星人だろうが、化け物だろうが、ロボットだろうが、何でも良いぞ」

　より正確には、ティアに訊かれるずっと前から答えは出ていた。

　孝太郎はシャルルから階級章を貰った時に嬉しかった。アライアからシグナルティンを託たくされた時もそうだった。相手や自分が何者であるのかは関係ない。信じて貰えた事が、感謝して貰えた事が嬉しかったのだ。

　だからこの時も、答えは同じだった。

「………へっ？　そっ、そうなのか………？」

　そんな孝太郎の答えに、ティアは戸と惑まどっていた。そして戸惑いと同じだけ、ティアは孝太郎に期待し始めていた。

　―――構わぬのか、異星人でも………？　近くにいるのがわらわとルースであっても、そなたは幸せになれるというのか………？

　ティアは孝太郎の本心が知りたかった。孝太郎にとってはどうという事のない質問と答えでしかないのだろうが、ティアにとっては何よりも大事な事だったから。

「そうなのかって………ティア、お前が俺に教えてくれたんだろう？」

　孝太郎は両手を腰こしに当てると、やれやれと言わんばかりに苦笑する。

「ええっ？　な、なにをじゃ？」

「重要なのは、剣けんそのものじゃないって」

「なっ―――」

　孝太郎の答えを聞いた瞬しゆん間かん、ティアは自分が恥ずかしくなった。異星人である事にこだわる余り、一番大切な事を見失っていた事に気付いたのだ。

「これも同じ事だろうさ。身体がどうとか、生まれが何だとか、知った事か。せっかくのチョコがもったいない。十個でも二十個でもくれっ！」

「コータロー………」

　孝太郎の言葉がティアの胸の中に広がっていく。やがてそれは希望へと姿を変え、暗雲に覆おおわれていたティアの心を明るく照らしていった。

　―――そうじゃ、わらわは何を悩んでおったのじゃ。孝太郎が紛れもなく騎士だと言ったのはわらわではないか………。

　ティアは異星人の身体や住む星の違いにこだわり過ぎ、中身を見失っていた。もっと中身を、自分自身の想いを信じるべきだった。自分の想いを精せい一いつ杯ぱい使えば、孝太郎を幸せに出来ると、信じるべきだったのだ。

「ただ、唯ゆい一いつ問題があるとするなら………」

「それは？」

「そのチョコレートが、苦くないかどうか、だ」

　その言葉を聞いた瞬間、ティアの両目からは大おお粒つぶの涙なみだが溢れ始めた。そしてティアは涙を拭ぬぐおうともせず、そのまま孝太郎に笑いかけた。

「案ずる事はない。用意したチョコレートは全すべて、ミルクチョコレートじゃ。そなたに苦い思いなど、決してさせぬ………」

　ティアは信じた。自分と、ルースと、孝太郎の心を。その想いを。

　―――コータロー、どうかわれらと共に生きておくれ………。約束するから。そなたがわらわとルースを選んでくれたなら、必ずや、甘い甘いチョコレートを、用意してみせるから………。

　そして何より、自分達の未来には幸せが存在していると信じた。たとえ存在していなくても、必ず作り出してみせると心に決めた。ティアはもう迷わない。全力でそこへ向かう覚悟を固めていた。

「殿下………」

　ルースはこの時、ティアの気持ちの奥おく底そこで起こった変化を敏びん感かんに感じ取っていた。それはルースが思い描く理想への第一歩。全てが始まった瞬間だった。

　―――殿下、よくぞ御ご決けつ心しんなされました………それで良いのでございます。それできっと、何もかもうまくいきます。何故ならサトミ様は、この十ヶ月を楽しかったと仰って下さったのですから………。

　ルースは喜びに打うち震ふるえ、今にも泣き出してしまいそうだった。しかしその感情をぐっと堪こらえる。今はどうあっても笑っているべき時だったから。

「ティア、お前、どうして泣いてるんだ？」

「なんでもない。わらわ自身の心の弱さを、恥じていただけじゃ。もう平気じゃ」

　ティアはここでようやく涙を拭った。するとその瞳が輝かがやき始める。ティアの瞳にはもう、悩みも苦しみも感じられない。迷いや不安も拭い去さられた。そこにはいつもの彼女の、力強い瞳が戻ってきていた。

　―――ティア………？

　だが、これまでとは大きく違っている事があった。それは彼女の強い瞳に同居するようになった、新しい感情だった。それが瞳の雰ふん囲い気きを大きく変えている。そして孝太郎は、そんなティアの不思議な瞳から目が離せなくなっていた。

「ルース、チョコレートをこれへ」

「はい、殿下」

　ルースは自身のバッグから小さな包みを取り出すと、ティアに手渡した。ティアは包みを受け取ると、その中身を取り出す。出てきたのは、透とう明めいなケースだった。

「これ………サグラティンか？」

「そうじゃ。わらわとルースとで、これを作った」

　透明なケースに収められていたのは、チョコレートで作ったサグラティンだった。細かい部分は幾いくらか簡略化されていたものの、曲線を多用する特とく徴ちよう的てきなデザインはよく再現されていた。

「お前も？」

「うむ」

　ティアとルースが二人で作ったという話を聞かされた孝太郎は、不思議な感情を味わっていた。

　―――なんだろう、これは………。スキーの時もこうだったけれど、これは何か、もっと違う何かだ………。

　胸の奥おくの方があたたかい。それを心ここ地ち良よいと感じるのと同じくらい、何としても守らなければと感じる。父親や母親から感じるような安心感。そして小さな子供を見た時の、弱いものを守らなければいけないという使命感。それらが混じり合ったような、不思議な感情だった。

「サトミ様、わたくし達の作ったチョコレートはこれ一つです。他にはございません」

「わらわとルース二人分の気持ちを、これ一つに込めた。貰って………くれるか？」

「ああ………ありがとう」

　孝太郎はまるで吸い寄せられるかのように両手を差し出した。今のティアに逆らうのはとても難しい。孝太郎は彼女の言葉に操あやつられるかのように、両手を差し出していた。

「いつもありがとうございます、サトミ様」

「そして、できればこれからも力になって欲しい」

「そんなの、当たり前だろ」

　孝太郎はティアからケースを受け取ると、きっぱりと頷いた。

「当たり前、なのか？」

　ティアは軽く目を細め、首を傾げる。その表情はいつになく優やさしい。

「ああ。おかしいか？」

「おかしいもなにも………それでは何の為に我らは今日まで争あらそってきたのか、分からぬと思ってな。ふふふっ」

　ティアは喉のどの奥を鳴らして、小鳥のように笑う。その笑い声は孝太郎の耳に心地良い。十ヶ月前には、その声を聞いただけで殴なぐり合あいをしていたというのに。

「でも、今すぐは勝たせてやれないぞ？」
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「分かっておる。わらわとて、キリハを危険な目に遭あわせたい訳ではない」

「………冷静になると、確かにおかしいな。お前の言う通りだ、ティア」

「そうじゃろ？」

　そして孝太郎とティアは笑い合った。とても楽しそうに。それは侵略者とその被ひ害がい者しやの姿としては、奇き妙みようなものだった。だが今の二人にとっては当たり前で、そしてこの先もずっと、当たり前である筈の姿だった。

　そのまましばらく二人は笑い続けた。ルースはその様子を優しげな眼まな差ざしで見守っている。敬愛する主君と、彼女が待望し続けた伝説の騎士。思い描いたままの奇き跡せきを目の前にして、ルースは満足だった。今の彼女には言葉は不要だった。

　そして二人の笑い声が途と切ぎれた頃になって、ようやくルースは口を開いた。

「殿下、サトミ様、そろそろ帰りましょう。大分寒くなって参りました」

　今のルースにとって、心配事は二人の健康状態ぐらいだった。

「そうじゃな。風か邪ぜをひく前に帰るとしよう」

「腹減ったよ」

「帰ったら、シズカ様のチョコレートケーキが出来ているかもしれませんね」

「そうだったそうだった」

　ルースの提案に従い、三人は屋上の出口へと向かう。

　ガコォ、ギィィィ

　先頭のルースが金属製の扉を開け、校舎の中へ入っていく。それにティアが続く。だがティアは扉を抜ける直前に、立ち止まって後ろにいる孝太郎を振り返った。

「そうじゃコータロー、おかしいついでに、そなたに教えておこう」

　ティアがくるりと身体を反転させた事で、彼女の金色の髪かみがふわりと広がり、沈んでいく太陽の光の残ざん滓しを浴びて、赤々と燃えるように輝いた。そしてそれと同じぐらい、この時のティアの表情は輝いている。その胸の奥にひそむ燃えるような想いが、その表情を赤く、明るく、照らしているのだった。

「うん？　なんだ？」

　孝太郎も立ち止まる。そして二人は互いの吐と息いきがかかる程ほどに、間近で向かい合った。

「実は………そのチョコレートの事なんじゃがな」

　ティアは軽く目を細めると、手を伸ばして孝太郎が抱かかえている透明なケースをつつく。

「これがどうかしたのか？」

「うむ。そのチョコレートはな、これ以上ないというくらいに………」

　そしてティアは再び孝太郎を見上げ、悪戯いたずらをする時の顔で微笑んだ。

「本命の………チョコレートなのじゃ」

　その一言を、ティアはまるで何でもない事のような口調で話した。だが、聞かされた方の孝太郎はそうではなかった。

「………えっ？」

　ティアの言葉が耳に入った瞬間、孝太郎の思考はぴたりと停止した。まるで頭の電源が突とつ然ぜん切られたかのような、そんな状態だった。

「話はそれだけじゃ。うぅっ、さむっ、早く帰るぞっ、コータロー」

　伝えたい事を全て伝え終えたティアは満足げに微笑むと、驚おどろく孝太郎をその場に残し、足早に校舎の中へと消えていった。

「………えっ？」

　だが最さい後こう尾びにいた孝太郎だけは、一人きりになってからもしばらく、屋上で立ち尽つくしていたのだった。










　静香の部屋、二〇六号室で行われていたチョコレートケーキ作りは、スポンジの生き地じをオーブンに入れたところで一いつ旦たん中断となった。ケーキは夕食後のお茶の時間に食べる予定だったので、作業の続きは夕食後の方が都合が良かったのだ。

　オーブンに張り付いている早苗とゆりかをそのまま静香の部屋に残し、キリハは一人で一〇六号室へ戻ってきた。キリハは夕食までの空いた時間を使って孝太郎の衣類のチェックをするつもりだった。穴があいた部分を塞ふさいだり、ほつれた部分を繕つくろったり。活動的な孝太郎なので、衣類の定期的な点検は欠かせなかった。

「そういえば、この段は手付かずだったな………」

　押おし入いれを開けたキリハは、中に置かれている物入れの最下段の引き出しを引っ張り出した。

　この物入れは複数の段に分かれていて、上の方には夏物の服が、下の方には冬物の服が入っている。上に行くほど薄うす着ぎで、下へ行くほど厚着という感じだ。おかげでこの最下段は、今のように冬の寒さが本格化するまで、チェックした事がなかった。

「活動的でない時期の服だが、一応見ておくか」

　キリハは引き出しから順番に衣類を取り出していく。一いつ旦たん全すべてのものを取り出してから、異常のないものを戻す。それがキリハのいつもの作業手順だった。

「おや？」

　そしてキリハが引き出しの中の衣類を全て取り出した時の事だった。キリハは引き出しの一番奥に、紙かみ袋ぶくろがある事に気付いた。

「触さわった感じからすると、これにも衣類が入っているようだが………」

　キリハは紙袋を手に取ると、口を開いて中を覗のぞき込こんだ。

　紙袋の中には、衣類に限らず様々なものが入っていた。編みかけのセーターを始めとして、古めかしいが精せい巧こうな作りのナイフ、木製のプレートに毛糸の飾りを取り付けた手作りのアクセサリーなど。統一性のないものがこれでもかと詰つめ込まれていた。

「しまった………これは開けてはいけないものだったか。すまない、孝太郎」

　一目見てそれらが想おもい出での品や記念品の類だと悟ったキリハは、下手に紙袋の中身を弄いじったりせず、そのまま引き出しに戻す事に決めた。

　だがキリハが紙袋の口を閉じようとしたその時、彼女の瞳が紙袋の中に収められているある物の存在を捉とらえた。

「こっ、これは!?」

　それは古びた首くび飾かざりだった。その首飾りは、磨みがき上あげられた宝石や獣けものの牙きばを、草花で染めて作ったカラフルな紐ひもでまとめた品で、現代風のアクセサリーとは違った、古風な雰囲気を持っていた。

「まさかっ、そ、そんなっ!?」

　キリハは初め、首飾りがそこにある事を幻まぼろしだと思った。自分の願望が引き起こした、見み間ま違ちがいに違いないのだと。だがキリハが何度瞬まばたきを繰り返しても、首飾りが消える事はなかった。

「見間違いでは、ない………」

　そこでキリハはその首飾りに向かって手を伸ばした。気持ちが昂たかぶって、手が震えてしまう。普段は冷静なキリハなのに、今は心臓が高鳴り、頭の中は真っ白、手の震えを止める事ができないでいた。

　チャリ

　指先が首飾りに届く。すると覚えのある手て触ざわりが指先に伝わってくる。キリハは震える指で首飾りをつまみあげると、ゆっくりと紙袋の中から取り出した。

「まっ、間違いないっ………これは母様の形見の………」

　カチカチカチカチ

　キリハが動揺して手が震えているから、首飾りを構成する石や牙が触ふれ合って、小さな音を立てている。その音はまるで精巧な懐かい中ちゆう時計の作動音のようだった。

「しかし、何故これがここにあるっ!?　ありえないっ、そんな事はっ!!」

　自分の目で見て、手で触れているにもかかわらず、キリハには首飾りがここに存在している事が信じられなかった。だが幾ら信じられなくとも、首飾りは現実としてここに存在している。紛まぎれもない事実なのだ。

「だが、いくらありえなかろうと………これがここにあるのなら………それは、つまり………」

　そして、その事実が示すもの。




　それはキリハが十年間待ち続けた時が、遂ついに訪おとずれた事を示しているのだった。
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あとがき







　御ご無ぶ沙さ汰たしております、著者の健速です。

　今回は通常のシリーズに戻りまして、九巻の刊行となりました。お買い上げ頂きありがとうございました。

　この巻の内容は、遂ついに顕けん現げんしはじめた最強の侵略者『伝説』が、孝太郎のごく普通の生活を侵略し始めるというエピソード。具体的には、ルースに意外な問題が持ち上がるのと並行して、バレンタインデーが迫って各人がそわそわし始めるという、盛り沢山の内容です。こういった内容ですので、今までは日ひ陰かげにいたルースにスポットライトが当たっています。




　この巻を書いていて、ちょっと気になる事ができました。それは翻ほん訳やくという作業についてです。

　現在この『六畳間の侵略者』という作品は台湾版と韓国版という、二つの海外版が存在しています。もう一つぐらい増えるとか増えないとかいう話もあったりしますが、とりあえずはこの二点だけ考える事にします。

　この作品においては、日本語の主語の使い分けとカギカッコの違いによって、登場人物の区別を行っています。大体次のような感じです。

「俺」　　　・・・孝太郎

『あたし』　・・・早苗

「わらわ」　・・・ティア

「私」　　　・・・ゆりか

「我」　　　・・・キリハ

「わたくし」・・・ルース

『おいら』　・・・埴輪

　これに加えて、話す内容や口調でも区別できるようにしてあります。これにより、誰が喋しやべっているのかの記述を省略しています。

　しかし先日、ふと疑問が湧わきました。仮にこれを外国語に翻訳した場合、各国の読者の皆さんにちゃんと伝わるのだろうか、と。

　分かりやすい例としては、英語なんかが良いと思います。英語では自分を指す主語は全部Ｉです。するとこの本を直訳すると、早苗と埴はに輪わが『Ｉ』で、残りが「Ｉ」になって区別が出来なくなります。

　また、英語においては性別や社会集団の違いによる口調のバリエーションも日本語ほどには多くありません。実際に声に出したり、ボディーランゲージ込みなら違いが出るのでしょうが、文字だけだとあまり違いが出ません。おかげで英語の小説などではどこそこ訛のスラングがどうたら、というような説明が多く目につきます。

　これはどちらの言語が優秀か、というような話ではありません。単にコミュニケーションの仕方が問題なのです。英語圏の人間から見ると、日本人は表情やボディランゲージ、声の抑揚をあまり使わず、言語だけで全てを表そうとする非効率的なコミュニケーションをしている、という事になるでしょう。欧米人と比べ目が小さく、顔が平坦な日本人は、それらを使わないコミュニケーションを発達させたのでしょう。結果的に文字表記のバリエーションが豊富になっているというだけの話なのです。

　ではこの本の台湾版や韓国版ではどうなのでしょう。サンプルでそれらを頂いてはいるのですが、私は外国語があまり出来ないので、どちらも読めません。ですが、そういう違いが少なからず存在しているのは間違いないと思います。するとそれらの違いを埋うめる為に、翻ほん訳やく家かの皆さんは、我々や海外の読者さん達から見えない所で、多大な努力を払っているのではないかと想像される訳です。

　結論として何が言いたいのかというと・・・翻訳家の皆さん、いつもお世話になっております。そして、これからもよろしくお願い致します（笑）




　今回はあとがきが四ページ（これも翻訳によって微妙にページ数がずれたりするんでしょうね。意外と大変な作業です）なので、そろそろお別れです。

　この本を出版するにあたって御ご尽じん力りよく頂いた編集部の皆さん、妙な話を書いてもなんとか絵にして下さるポコさん、ネタに詰まった時に一緒に飲んでくれる友人一同、そしてこの本をお買い上げくださった皆様に、篤あつく御おん礼れいを申し上げます。




　それでは十巻のあとがきでまたお会いしましょう。





二〇一二年　一月

健速









◆ご意見、ご感想をお寄せください……ファンレターのあて先◆


〒１５１―００５３

東京都渋谷区代々木２―15―８



（株）ホビージャパン　ＨＪ文庫編集部


健速先生／ポコ先生
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